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　ギホンからチグリスの中間地点、おれはシラクーザ王国軍五百人を率いて、蛮族軍一千と戦っていた。

　地形は両側に山があって、戦場としては狭くなっている。

　そのためほとんど同数の両軍は、がっぷり四つで正面衝突になった。

　数は変わらないのに劣勢だ。

　中央はおれが二振りの魔剣を振るって無双しているが、両翼は兵の力に差が出て押し込まれていた。

　敵兵を斬り続けながらじりじり下がった。まわりの兵はもっと速いペースで後退していった。

　そのため、敵兵が浸食するかのように、徐々におれを包囲するようになっていた。

（キリがないな）

（おとーさん、後ろまで囲まれたよ）

「大丈夫だ」

　ほとんど一人になっても、敵を引きつけて戦う。

　魔剣が縦横無尽に舞い、血しぶきが戦場に踊る。

「ええい！　あれを殺せ、一人なのだ、一人なのだ、一人なのだ！」

　ちょっと離れたところにいる敵大将がわめいた。

　ぎりぎりおれの攻撃が届かないところから指示を出している。

　さっきから聞こえてくる指示自体は妥当なもので、その点は評価できる。

　事実、その命令で敵兵の圧力が更に増した。

　どうやら後ろで待機している兵まで投入してきたようだ。

「今だな……タニア」

　エレノアを振るいながら、メイド幽霊を召喚する。

（はいです！）

「ナナに伝令、ネズミは返しから落ちた」

（わっかりました！）

　幽霊のタニアがすっ飛んでいった。

　敵兵の頭上をあっという間に抜けていく。

　それを見て更に斬り続けること、しばし。

「コスタス様！　敵襲、背後から敵襲！」

「なんだと！　どこの者だ」







[image: ]







「先頭は白の鎧よろいの女です。他も全員女です！」

「くそ、ナナ・カノーか」

　敵大将コスタスが忌々いまいましげに吐き捨てる。

「後ろにも兵がいただろ。そいつらに対処させろ！」

「それが……槍やり兵と剣兵が前進しているため、後ろは弓兵ばかりで……。狭いところで部隊の入れ替えもままならず──」

「なにっ……!?」

　コスタスがおれを睨にらんだ。

「謀はかったな魔剣使い！」

　まあそういうことだ。

　狭いところに押し込まれた蛮族軍は前後から押し潰つぶされ、大半が殲滅せんめつされ、一部だけが投降を許された。





☆






　チグリスの街、執政府の中でテオと向き合う。

「また勝てましたな。男爵だんしゃく閣下のおかげと言えましょう」

「こっちの損害は」

「重傷者を入れて二割というところかと。一見割合は大きいですが、投降した者、捕虜になっていて戻った者を組み込めば、こちらの戦力の方がプラスでしょう」

「そうか、ならいい」

「次はピションですな。ギホンとチグリスほど兵もおりはしませんし、今回のような要害もない。まあ楽勝でしょうな」

　テオは得意げに言った。

　はいはいフラグフラグ。回収するために先に突っ込ませたろうかこのお調子野郎が。

（本当にそうしたらどうだ？　その方がこの先の戦いがきっと楽になるぞ）

　エレノアの誘惑にちょっとぐらっときた。

「部隊の再編を急がせましょう。それが済めばすぐにでも進軍すべきかと。では」

　そう言い残すと、テオが出て行った。

　入れ替わりにナナが入ってくる。

「ご苦労。報告してくれ」

「はっ。通常通り重傷者以上に魔法の玉を使い、軽傷者は休ませている」

「わかった」

「それと……第一小隊がこの戦闘で魔法の玉を使い切った」

「使い切った？　強い相手と当たったのか？」

　いつも報告は聞き流すだけだったが、第一小隊と聞いて気になった。

　前にまとめて抱いて、女にしてやったニキの小隊だ。

「いや、敵のプレッシャーは同程度のものだった。どうやら小隊全体が功を焦あせったばかりに、突出しすぎて返り討ちにあったようだ」

「……」

　しかめっ面になったのが自分でもわかった。

　ナナは言葉を飾らない。特におれの命令があるときは。

　そのナナが「功を焦って」と断定したなら、それは事実なんだろう。

「このままでは、この先も同じようなことがあるかもしれない」

「なんとかしろ──いや、おれが直接話を聞こう」

「承知した。他の九の小隊は今まで通り、損耗そんもうも戦果も目立った点はない」

「そうか。わかった」





☆






　第一小隊のテントにやってきた。

「おれだ、入るぞ」

　一声掛けて中に入った。

　ニキ以下、顔を特に覚えている二十人の女が全員ピンピンしていた。

　普段ならそれでいいが、今はよくない。

　おれの命令は「重傷者は遠慮なく魔法の玉を使い、軽傷者は自然治癒」だ。

　全員がピンピンしているということは、無傷だったか、それとも重傷を負って回復したかの二つだ。そして、第一小隊は魔法の玉を使い切った。

「お疲れ様であります」

　ニキが敬礼すると、他の奴隷兵達も同じように敬礼して、声を揃そろえた。

「ここ、座るぞ」

　宣言して、テントの真ん中に座る。

「ナナから話を聞いた」

　言うと、ニキを含めて、全員がビクッとした。

（責められる心当たりありあり、といった感じだな）

　ああ。

「いいか。魔法の玉を使い切った、というのはどうでもいい。もともとお前達にやったものだ。使い切ったら切ったで、また補充してやる」

　おれが話すにつれ、女達がどんどんうなだれていった。

「だがよく考えたらギホンのときもお前達だけ魔法の玉の使用量が違っていたな。あのときは他より極端に減りが少なかった。あのときからおかしかったってことか？」

　そこで言葉を切って、ニキを見つめる。

「どうなんだ？」

「……」

　ニキは下唇を嚙むと、ものすごく言いにくそうな表情を浮かべた。

　そのままおれは横を向いて、別の女を見る。

　こいつは確か……名前を囁ささやきながらしてくれってねだったヤツだったな。

「テミス」

　名前を呼ばれた彼女が大きくひとつ身じろぎした。

　名前で呼ばれて嬉うれしいような、恐れているような、そんな顔だ。

「どうだ？」

「そ、その通りであります」

「どうしてだ？」

「カケル様の……お役に立ちたかったからであります」

「役に立ちたかった？」

「わたし達は奴隷兵。カケル様のお役に立つためには、戦場で活躍する必要があります」

「……ギホンのときはうまくハマって戦功を挙げたし、損害も少なかったけど、今回は逆にそれでヘマやって大損害を出した、ってことか」

　テミスが頷うなずく。

　視線を一巡させた。目が合った女達は同意するように全員おずおずと頷いた。

「なるほど、話はわかった。それなら──」

　女達はまたビクッとした。

　何も言ってないが、これはある意味査問で、裁判のようなものだ。

　判決を下される前に怯おびえるのは当然のこと。

　だが、おれはそれを気にすることなく言った。

「これからしばらく、お前らはおれが鍛える」

「え？」

　誰かが声を漏もらした。全員がキョトンとした。

「聞こえたか？　おれが直接鍛えてやる。無茶しても通るくらい、ずっと強くしてやる」

（おいおい、なんだそれは。もっとこう罰とか──）

　エレノアにデコピンをした。

「そんなことしても意味ないだろ。おれのためにもっと働きたいって女達だ、なら働けるように力を与えてやらなきゃ意味ないだろうが」

（なんだその理屈は）

「何かおかしいか？」

　何もおかしくないと思うんだが。

　エレノアはそれ以上何も言ってこなかった。ため息に似た感情だけを残して黙ってしまった。

　とりあえず放置して、改めて女達を見た。

「そういうことだ、いいな」

　一秒ほど置いた後、ニキがまずパッと立ち上がった。

　ちょっと遅れて、他の十九人も立ち上がった。

「ニキ・セフェリス以下十九名。もっともっと強くなるであります」

　ニキが言うと「強くなるであります」が唱和される。

「ああ」

　頷くと、女達の表情が変わったのがわかった。

「強くなって、最後まで生き残ります」

「生き残ります」

　おれの女にふさわしい表情で全員が言った。

「いい子だ」

　隊長を務めるニキの手を引くと、腕の中に引っ張り込んでキスをしてやった。

　他の全員が羨うらやましそうな顔をした。
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　反攻するコモトリア王国軍は連戦連勝を収めた。

　最初の頃は「たかが残党軍」という認識があったらしく、だいぶ舐なめた数と練度の討伐軍が差し向けられたり、こっちが攻めても元からいた戦力で対処されたりしていた。

　そのおかげもあって、勝ちに勝った。

　その度に捕虜として兵力を吸収していって、気がつけばコモトリア軍は五千人以上に膨らみ、いつの間にかおれの奴隷兵二百人は単なる一部隊、という扱いになっていた。
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　夜。コモトリア軍、野営陣地。

　その陣地の端っこに、魔法コテージと奴隷兵らのテントが固まっていて、おれは魔法コテージの中にいた。

　リビングの隅っこでひかりとチビドラゴンが遊んでいる。

　ナナは示しがつかないからと言って自分のテントにこもり、イオもアグネとジュリアに悪いからと自分のテントで休んでいた。

　だからコテージの中にはおれ達親子しかいない。

　おれとエレノアとひかり。

　絵面からは物理的にそう見えないが、一家三人ペットつきという理想の一家団らんシーンだ。

　そうしてまったりしていると、遠くから酒盛りでわいわい騒ぐ声が聞こえてきた。

（浮かれているな）

「そうだな」

（ククク、あの連中、すでにこの戦争に勝った気でいるようだな）

「それで士気が上がってるんだし、いいことだろ」

（悪戯いたずらをしてみるつもりはないか？）

「悪戯？　悪戯って何をするんだ？」

（単純な話と複雑な話がある）

「単純な話から聞こう」

（今から貴様が手を引く。それだけで全てが終わる。なるほど数は五千ほどになったが、貴様抜きでどうにかなるとは思えん。手を引いたら名実ともに烏合うごうの衆だ）

　そうしたら今の勢いも一瞬で終わる、ってことか。

「それで、複雑な方は？」

（貴様が第三勢力になる。足手まといを全部切り捨てて、貴様の女達と二百の奴隷兵を引き連れて、ワープの連続であらゆる戦場に乱入する）

「そうしたらどうなるんだ？」

（知らん。だから複雑なのだ。が、一つだけ言えることがある）

「なんだ？」

（楽しくなるぞ）

　得意げな声が脳裏に聞こえてきた。

　おれはそんなエレノアにデコピンした。

「楽しいっていうか、お前が楽しんでるだけだろ」

（貴様といると楽しいことばかりだ）

「適当なことを言うな」

　またデコピンした。

　魔剣の柄つかを弾はじいたから、透き通ったいい音がする。

「おかーさん、何を楽しんでるの？」

　ひかりがチビドラゴンを抱っこしてやってきた。

（こやつとの人生だ）

「人の人生で楽しむな、自分の人生で楽しめ」

（ククク、忘れたか？　我は人に憑つく魔剣だぞ？　他人の人生で楽しむのが本来の姿というものよ）

「……腹は立つが納得した」

　ひかりはおれ達のやりとりを聞いて、にこっと笑った。

「えへへ」

　可愛かわいいけど……なんだ？

（どうしたひかり）

「うんとね、おとーさんとおかーさん、やっぱりラブラブだよね」

「はあ？」

（何を言うか！）

「ひかり知ってるよ、今のおとーさんとおかーさんのやりとり、『犬も食わない』って言うんでしょ」

「……」

（……）

　おれとエレノアは同時に絶句した。

　犬も食わない……ラブラブ。

　まさか今のやりとりにそんな解釈があるなんて。

「みゅー」

「えへへ。ありがとう、やっぱりおーちゃんにもそう見えるよねー」

「みゅーみゅー」

　ひかりとチビドラゴンはそれだけ言うと、満足そうに連れ立って元の場所に戻った。

　隅っこに行ってわいわいみゅーみゅーやっている。

「……」

（……）

　おれもエレノアも沈黙した。

　犬も食わない、というフレーズの破壊力が大きすぎた。

　沈黙に耐えかねて、おれが先に口を開く。

「何か言えよ」

（貴様こそ何か言え）

「なんでおれが、お前から言え」

（我は伝説の魔剣なのだぞ。貴様が言え）

「お前が──」

（貴様が──）

　言い合うおれとエレノア。そのまま、また同時に黙ってしまった。

　ハッとしてひかりの方を見る。

「えへへー」

　天真爛漫らんまんな、満面の笑顔を向けられた。可愛い。

　……可愛いけど。

（あの顔は）

　エレノアがひそひそと言ってきた。

「ああ、やっぱり仲いいね、って思ってる顔だな」

（……）

「……」

（外、出ようか）

「ああ」

　おれとエレノアは外に出た。

　ひかりは満面の笑顔で送り出してくれた。

　外に出ると夜風が涼しくて気持ちよかった。

「はあ……まったく、ひかりにあんなことを言われるなんて思わなかったぞ」

（まったくだ）

　また二人で黙って、同時にため息をついた。

（……ま、まあ、あれだ）

「ん？」

（貴様も一応はひかりの父親だ。ひかりの前でなら……その）

　エレノアはもじもじした。

（い、犬も食わないなんとかをしてやらんでもないぞ）

「……」

（か、勘違いするな。あくまでひかりの前でだけだぞ。娘のためなら仲のいい両親に見えるくらいは演じてやってもいいということだ）

「……」

　おれは呆あきれと絶句を足したような気分になった。

　それってさ……どう聞いてもさ。

　今は亡き──ツンデレってやつじゃねえか。

　……こいつ。

（な、何故なぜ黙る。ええい何とか言え）

「ああ、いや悪い、ちょっと考えごとしてた」

（考えごとだと？）

「そうだな、ひかりのためなら仲のいい両親になっておかないとな。あくまでひかりのためにな」

（う、うむ。わかればいい）

「……なあ、エレノア」

（なんだ）

「お前がこっちでも人間の姿になれる方法、探そうか。例のくじ引き所以外でも人間になれる方法を」

（なんだ、藪やぶから棒に）

「いや、なんとなく、な……」

　言葉がそこでまた途切れた。

　しばらくして、エレノアが答える。

（別に構わんよ。そのような方法などなくとも）

「そうなのか？」

　おれは驚いた。

　いらないと言われたからじゃない。

　いらない、と言ったエレノアの口調が普通過ぎて、本気でいらないと思っているように聞こえたからだ。

（貴様は言ったな？　全力を出して壊れないのは我だけだと）

「ああ」

（それは我も一緒だ。長い……永い生涯で、我をあれほどの力で振るう人間に出会ったのは初めてだ。これまでのどの英雄よりも、どの覇王よりも強い力だ）

「……」

（ひかりのことついでだ、告白しよう。貴様に全力で振るわれるのは官能的だ、快感ですらある。だからこそひかりを授さずかったのだろうな）

　だからこそ、の意味がわからないほどウブじゃない。

　むしろそれを人間として味わわせてやりたいがために、おれも今の話をしたのだ。

　だが、エレノアはそれをわかった上で、必要ないと言った。

「そうか」

（うむ、そうだ）

　……そうだな。

「わかった。もうこの話はしない」

（うむ）

「これからも全力でお前を使う。お前を今まで使ってきた人間の記憶を全部塗り替えるくらい、おれは全力でお前を使う」

（我を持ったものには竜族や魔族もいるが？）

「まとめて塗り潰す。上書きしてやる」

（そうか）

　なんとなく、エレノアが微笑ほほえんだ気がした。

（楽しみだ）

「楽しみにしてろ」

（していよう）

　なんとなく、今まで以上に通じ合った気もした。

　通じ合ったエレノアと一緒に、この場に佇たたずむ。

　夜風に当たって、空を見上げる。

　いい気分だ。

　夜が更けていく。

　酒盛りの声が徐々に聞こえなくなった。

　大半が酔い潰れたんだろう──と思ったが。

（おい）

　呼び掛けてくるエレノア。声のトーンがガラッと変わった。

「ああ、気づいたか」

（これはいかんな……千や二千ではきかんレベルだぞ）

「しかも三方向から来る──囲まれるな」

　おれは７７７倍になった聴覚、エレノアは魔剣としてのなんらかの感覚だろう。

　二人でほぼ同時に同じものを捕らえた。

　──夜襲。

　この陣地に向かって、かなりの数の軍勢が迫ってきていた。

　味方じゃない。その音には明らかに殺気があった。

（どうする）

「五千の兵が酔い潰れたところに奇襲か、やってくれる」

（五千の兵をまとめてワープで運ぶか？）

「無理だ。酔い潰れて動けない奴らだ。集めるにしても回数を分けるにしても間に合わない」

　おれとエレノアが話している間も事態は進む。

　今さらカンカンカンとドラが鳴らされ、「敵襲！　敵襲！」とあっちこっちから怒鳴り声が響いてきた。

「主！」

「カケルさん！」

　そこにナナとイオがやってきた。

　二人とも顔を強ばらせている。

「ナナ、お前は奴隷兵を連れて撤退。町に行ってフィオナとマリを確保して、安全な場所に連れていけ」

「承知した」

「わたしは？」

「イオはどこかに隠れて魔法を詠唱しておいてくれ。それで、おれが合図したらぶっぱなせ」

「わかった！」

　ナナは奴隷兵を、イオはアグネとジュリアを連れて去っていった。

「おとーさん！」

　魔法コテージの中からひかりが出てきた。

「戦うぞ、ひかり」

「うん！」

　ひかりは魔剣の姿になった。

（逃げないのか？）

「ああ」

　頷うなずき、徐々に広がっていく戦の音を聞く。

（わかった、とにかくやれるところまでやってみよう）

「いや」

　おれは首を振った。エレノアが驚いたのが気配で伝わる。

「今からお前を使ってきたどの人間にもできなかったことをやってやる」

　宣言する。

　口角がにやりと持ち上がったのが自分でもわかった。
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　野営陣地の一角。南側にあるその場所は混迷を極めていた。

　兵の一人が戻ってきて、隊長の男に報告した。

「隊長！」

「戦況はどうだ！」

「それが、敵兵がそこまで押し寄せてきています！」

「馬鹿ばかな！　おれ達の前にいるコスマス隊はどうした！」

「コスマス隊はほぼ全滅です！　そのため敵はもうすぐそこまで迫っています！」

「司令部からの指示は！」

「ありません！　指示を聞きに行った者も戻ってきていません！」

「馬鹿な……」

「おいどうするんだよ！」

　別の男が隊長に食いついた。

「聞いてないぞこんなの！　勝てる戦だって言うからついてきたんだぞおれは」

「そうだそうだ。どうしてくれるんだ!!」

　兵士が持ち帰ってきた報告で、場の混乱が加速した。

　ため息が出そうになる。

　それをこらえて、隊長の男に近づく。

「おい」

「なんだ！　お、お前は──」

　隊長はおれを見てハッとした。

　おれの顔を知ってるんだろう。

「迎え撃つ。おれに続け」

「ですが、既に囲まれて──」

　最後まで言わせず、エレノアとひかりを構えた。

　いつものように漆黒のオーラを纏まとう。

　コントロールできるようになってから、オーラの形を少しずつ変えてきた。

　今のオーラは鎧よろいか、さもなくばマントに見えるだろう。

　兵達がざわつく。無視して歩き出す。

「おれが正面に立つ、ついてこい」

「わ、わかりました」

　隊長の男は頷うなずくと、兵をまとめてついてきた。

　向こうから敵兵がやってくる。

　勢いに乗った、士気が上がった連中だ。

「行くぞ」

（うむ）

（うん！）

　エレノアとひかり、母娘が応じた。

　敵兵を次々と斬っていく。おれのまわりに血しぶきが舞い踊る。

　槍やりを砕き、鎧ごと体を両断する。

「うおおおお！　魔剣使いに続けえええええ」

　それまで葬式ムードだった味方の士気が上がった。

　襲ってきた部隊は百人ちょっと。それをあっと言う間に蹴散らした。

「助かりました。感謝します」

　隊長が言う。見るからに気が大きくなっている。

「ここは任せる」

「あなたは？」

「次のところに行ってくる」

　返事を待つことなく、ワープの羽根で西側に飛んだ。

　そこはまた戦闘の真っ最中だった。

　敵兵に押し込まれて、大半の兵が既に斃たおれている。

「うおおおおお！」

　敵兵が槍で突いてきた。

　槍を弾はじき、首を刎はねた。

　それを見たまわりの兵がわらわら集まってきた。

　向かってきた兵を斬る。

　斬って斬って斬り続けた。

「な、なんだこいつは」

「化け物か」

　敵兵に動揺が走る。

　そこに味方の兵が襲い掛かる。

　最初こそ押されていたが、おれが敵を引き受けているうちに体勢を立て直して、戦線に復帰した。

　その指揮をとる隊長らしき男を見つけた。

「ここは任せる。おれは次に行く」

「わか──」

　返事を待つことなく、今度は北側に飛んだ。

　そして東側にも飛んだ。

　どこも同じで、夜襲にあってボロボロになっていた。

　そこでおれが無双して、戦線を立て直す。

　それを繰り返して、一周して南側に戻った。

「なっ」

　言葉を失った。

　さっき助けた連中がみんな捕虜になっていた。

　敵兵に囲まれて、必死に命乞いをしている。

（無様だな）

「た、助けてください」

　隊長の男がおれを見つけて、必死に叫んだ。

　敵兵もおれを見つけた。一気に集まると、向かってくる。

　魔剣二人を握り直した。

（やるのか）

「ああ」

　敵兵を斬っていく。

　優勢にして引き継げば大丈夫だと思っていたが、いっそのこと全滅させるべきかと思い始めた。

　早速実行に移し、敵を斬っていくと。

「みんな下がれ」

　男の叫び声がして、敵兵の動きが止まった。

　そればかりか、おれを遠巻きにして徐々に離れていく。

　その敵兵を割って、一人の男が前に出てきた。

　背中に大剣を背負った、雰囲気が雑魚ざことは違う男だ。

「お前の名前は？」

「結城ゆうきカケル」

「やっぱりそうか」

　おれのことを知ってるヤツか。

「魔剣使い──フッ」

　鼻で笑った。

「おれはミルトス。この戦いに魔剣使いがいると聞いてな、一度会いたいと思っていたのだ」

「会いたい？　おれに？」

「そうだ」

　ミルトスは頷き、背中の大剣を抜くと、両手で構えた。

　構えた瞬間、キーン、っと耳鳴りがした。

　おれだけに聞こえたんじゃない、まわりの兵士──敵味方関係なく耳を押さえた。

「どっちが魔剣使いとして上なのか、はっきりさせるためにな」

「魔剣使いだと？」

（ふむ、テレミアか）

「知ってるのか」

　エレノアに聞く。

（まあな）

「いくぞ、はああああ！」

　ミルトスが突進して、大剣を振り下ろしてきた。

　おれはエレノアで受け止めた。

　また耳鳴りがした。

　眉まゆをひそめた。ミルトスがギアを上げて大剣で斬り続けてきた。

「ふはははは、どうしたどうした！」

「……」

「その程度か魔剣使い！」

　反撃がないことにテンションが高まるミルトス。

「うざい」

　横一文字に薙ないできた大剣をエレノアで両断し、ひかりでミルトスに斬りつけた。

　ザシュッ！

　ミルトスは後ずさった。

「な、なんだと……」

「魔剣にしてはたいしたことないな」

（あれが魔剣？　笑わせるな。テレミアなどせいぜいが魔法剣レベルの代物だ。我の足元に及びもつかん）

「なるほど」

　エレノアの言葉は本気で見下しているニュアンスだった。

「うおおおお！」

　ミルトスが雄叫おたけびを上げた。

　再び構えたテレミアからオーラが立ちこめ、それが刀身になった。

「再生するのか」

（そういうものだ）

「残念だったな魔剣使い、このテレミアをいくら砕こうと無駄だ！」

「そうか」

「うおおおお！」

　テレミアを構えて再突進してくるミルトス。

　耳鳴りを引き起こす斬撃をまたエレノアで受け止め、同じようにひかりで斬りつける。

「無駄だ、いくら折られようとこのテレミアは──」

「だったらまとめて斬るだけだ」

　静かに宣言して、剣を使い手ごと真っ二つにする。

　テレミアを失った敵兵は動揺し、次々と逃げ出し始めた。

「これで今度こそ大丈夫か」

（ダメだったらもう一周したときになんとかすればよかろう）

「そうだな」

　頷き、ワープする。

　一周目と同じように、南から東へ、北を通って最後は西へ。

　あっちこっちでまた劣勢になっていたが、救援に入ってそれを覆くつがえした。

　戦いながらエレノアがぼやいた。

（まったく、これほど烏合うごうの衆だったとはな。貴様がいなかったら一瞬で壊滅していたぞ）

「そうだな」

（ここまでひどいと何もかも投げ出したくなる。いっそのこと敵の手を借りて一度全滅させた方がいいかもしれん）

「それもアリかもしれないな」

　エレノアの言葉はすごく魅力的で、それに従いたくなる。

　全部おれ一人で取り返したが、そのくらいひどい戦いだった。

　やがて銅鑼どらの音がまわりに響いた。

　敵側が鳴らした撤退の合図だ。

　それを聞いた敵兵が潮が引くように引き上げていく。

　おれはエレノアとひかりを下ろした。

（おとーさん、追い掛けないの？）

「ああ」

（中途半端にやめるのだな。今追撃すれば鎧袖がいしゅう一触いっしょくだと言うに）

「追い掛けないと言ったが、追撃しないとは言ってないぞ」

（うむ？　どういうことだ？）

「こういうことだ──イオに雷の魔力を貸し出し」

『イオ・アコスに雷の魔力を貸し出します。残り二十九秒』

　くじ引きで引き当てた能力を使った。

　おれの力を指定する相手に貸し出す能力。

　それをスタンバってたイオに使った。

　向こうが銅鑼なら、こっちはこれが合図。

　直後、逃げていった敵兵の集団に、空から百の雷が落とされた。
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　夜襲を仕掛けてきた敵軍はおれひとりに押し返され、イオの７７７倍雷の魔法を追撃で喰くらった後ボロボロになって潰走かいそうした。

　それを勝機と見たのか（今までどこにいたのか）、テオが残りの兵をまとめあげて、逃げる敵軍に追撃を仕掛けていった。
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　翌朝、チグリスの町。

　味方の兵が敗走して戻ってきた光景を呆あきれ顔で眺ながめていた。

（無様だな）

　頭の中に聞こえてくるエレノアの声。彼女の呆れ顔が想像できるくらい冷ややかな声だ。

（なぜあの状態から負けることができる）

「なんでだろうな、不思議だ」

（この戦い、本気で手を引いた方がいいのではないか？）

　エレノアの口調はかなりマジだった。

（こんな奴やつらに付き合っていても、本気でどうにもならんぞ）

「そうだな……」

　おれは考えた。これからのことを。

　確かにエレノアの言う通りだ。

　追撃に行ってさえ負けて帰ってくるような連中だと、この先苦労するのが目に見えてる。

　改めて、どうしたら一番いいのかを考えた。

（カケルー）

　空の向こうからメイド幽霊が二体飛んできた。

　エレノアに憑依ひょういさせている、タニアとペギーだ。

　彼女らはゆっくり降下すると、おれの前に降り立った。

「どうだ？」

（誰もおっかけて来てないよ）

（相手はそのまま撤退していきました）

　二人の報告を聞いて、頷うなずく。

　王国軍が敗走した知らせを聞いた直後に、空を飛べる二人に偵察に行ってきてもらった。

「流石さすがに反撃──はできなかったか」

（貴様がさんざん痛めつけた後だ。そんなものだろ）

「そうだな」

（で、どうする）

「どうするって、何が？」

（とぼけるな）

　エレノアがまた呆あきれた声で言った。

（貴様のことだ、どうせ手を引くつもりはないのだろう？）

「当然だ」

　おれははっきりと頷く。

　そう、面倒臭いが、ここで手を引くつもりはまったくない。

　そのつもりがあったら、昨夜の時点で踏みとどまらずに引いている。

「フィオナとマリに約束した。二人を女王にしてやるとな」

（なら、どうする）

「お前はどうするべきだと思う？」

（なぜ我に聞くか）

「何百年も生きてるんだろ？　英雄とも覇王とも付き合ってきたんだろ？　こういう状況になったこともあるはずだ。なんかないのか？　経験則でのアドバイスとかそういうのは」

（ない）

　エレノアはきっぱり言い放った。

「ないのかよ」

（我の経験してきた状況と違いすぎる。使い手──貴様は大丈夫だろうが、そのまわりの人間、敵味方を全部巻き込んで死滅させる手段ならないでもないが）

「怖いなおい！　って、そういえばそういうことばっかりやってきたんだっけか」

　魔剣エレノア、過去の闇やみは相当深いようだ。

　それはともかく、こうなるとエレノアからのアドバイスは期待できないな。

（ちなみにやるとなれば）

「うん？」

（そこにいる二人がまず餌食になるな。怨霊化して、人格とか理性を粉々にした上で扱いやすくする）

（ひぃ！）

　ペギーがタニアに抱きついた。

　タニアも悲鳴こそ上げなかったが、怯おびえた顔をしていた。

「やめんか」

　エレノアにデコピンした。澄んだ音が響き渡る。

（タニアは扱いやすいぞ。怨霊だった時期が長かったからかな。相当適性があると見た）

「そんなこと嬉々ききとして話すな」

（我のできるアドバイスとはそのくらいのものなのだ）

「わかったわかった。もう戦場以外ではお前に頼らないから」

（ククク）

　エレノアは気を悪くした様子なく、楽しげに笑った。

　しかし、困ったな。

　これまで全然そんなこと思わなかったが、アドバイスが欲しいと一度思い始めたら途端に欲しくなる。

　それが難しい、ダメだと言われるとますます欲しくなる。

（何を悩んでいる）

「何をって。お前が役に立たないから悩んでるんだろうが」

（メンターなら適任者がいるではないか、貴様の女の中に）

「適任者？　誰だ」

　アドバイザーに向いている人誰かいたっけ。

　デルフィナ、ヘレネー、リカ。

　それっぽい候補は何人か思いつくが、どれもこれも違うような気がする。

（呆れたな、本気で思い出せないのか。あれだけご執心しゅうしんだったというのに）

「……あ」

　ご執心、という言葉でようやく彼女のことを思い出す。

「オルティアか」

　大賢者のことを、おれはすっかり忘れていた。





☆






「むしろ喜ばしいくらいよ」

　屋敷の中、ワープで帰ってきたおれはオルティアとリビングにいた。

　話をすると、おれから精気をもらって若返ったオルティアはそう言った。

「喜ばしい？」

「わたしはオルティア、ただのオルティアだから」

　聞いたことのある言い回しで、婉然えんぜんと微笑ほほえむオルティア。

（くく、世の全てに満足した顔をしている）

　エレノアが面白おもしろがった。

　大賢者ということを忘れられていたのを喜んでいる、ってことか。

「だとしたら水を差して悪いが、大賢者の知恵を貸してくれ」

「わかったわ」

　オルティアは貞淑ていしゅくな妻のように頷いた。

　直後、表情が変わった。

　絶世の美貌びぼうはそのままに、凛りんとした顔つきに。

「まずは確認」

　口調も変わった。

　おれに何かを教えるときの先生口調。

　おれの女になってから初めて聞くそれはちょっと面白かった。

　楽しいが、そう指摘はしない。そのまま話をさせてやった。

「最終的にフィオナとマリ、姉妹を女王にしたいのね」

「そうだ。付け加えるんなら国の安定も担保したい。戦争の後ぐっちゃぐっちゃになっているところの女王にしてもしょうがない」

「戦乱の後、多少の混乱はつきものよ」

「常識的な範囲内に収まるのならそれでもいい」

「なるほど。でも王国に集まってきた兵が弱卒過ぎて使い物にならない、と」

「そうだ」

　まさかあそこまで弱いとは思わなかった。

「あなたとあなたの奴隷兵は連戦連勝なのに」

　ニキ隊に不安が残るが、まあそうだ。

「そっちはいいんだが、いかんせん二百と少ししかいない。戦況を覆くつがえすには絶対数が足りないんだ」

　そうだ。

　局地戦ならいいが、大軍同士の戦いになったらまずい。

　昨夜の奇襲がまさにそうだ。

　軍対軍の戦いになって、こっちが押されてしまった。

　おれがワープを駆使して陣地のあっちこっちに出没して押し返したが、あれが開けた平原の合戦なら上手うまく行ったかどうかわからない。

「烏合うごうの衆はいくら数を集めても無駄よね」

「ま、そんなところだ」

「それで、ある程度の練度の兵を手っ取り早く集めたいのね」

「ああ、そうしたい」

　一つずつ状況を確認して、必要なことを再確認させてくれたオルティア。

　嚙かんで含めるような話し方も含めて、結構ありがたい。

「では、こうしなさい」

　そして、やってくる。

　前と同じように先生口調で、上から押しつける感じのアドバイスが。

「三国から兵を借りなさい」

「……え？」

「あなたにしかできない反則手よ。後処理も含めて」

　そう話したオルティアは悪戯いたずらっぽく笑った。
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「三国だと？」

「メルクーリ、カランバ、コモトリア」

　数え上げるように言うオルティア。

「あなたの女が王になっている国々」

　その言い方はおかしい──が、言いたいことはわかる。

　メルクーリは王女のヘレネー、カランバは女王のリカ、コモトリアも王女のアウラ。

　各国のトップにおれの女がいる、オルティアはそいつらを使えと言っているのだ。

「そこから兵を借りればよろしい」

「他国が介入するのはよくないことなんじゃないのか？」

「普通はね。戦後処理が大変なことになるからよ。勝った後に兵を貸した者が相応の見返りを求めるのが普通だから」

　だよな。

「だからあなたが兵を借りればいい。シラクーザ王国軍でも落とし胤だねの二人でもない。あなたが借りればよろしい。そうなれば見返りの請求はあなたに行くから」

「おれに？」

「ヘレネー王女、リカ女王、アウラ王女。彼女達はあなたに何を求めるのかしらね」

　オルティアは薄く笑った。

　ちょっとだけ意地悪な微笑ほほえみだ。

　なるほど、シラクーザじゃなくておれか。

　早速三人のことを考えてみた。

　ヘレネーはたぶん見返りなんていらないと言うだろう。

　リカは彼女がおれのために作ったハーレムに何日か滞在してくれと頼んでくるかもしれない。

　アウラは遠慮するけど、本当は欲しいに違いないから、おれから押しつけないといけないだろう。

　どっちにしても、おれが可愛かわいがってやれば済むと言う話だ。

　おれの女を、おれが可愛がる。

「……なんだ、ものすごく簡単な話じゃないか」

「ようやくわかったのね」

「ああ。難しく考えすぎていた」

「いいえ。そもそもの考え方は間違っていない。そして処置も。政治的に考えれば先手を打って三カ国に中立を約束させるのは間違ってない。それができた時点で外交的にはほぼ満点──普通の人ならね」

「そうか。そうだな」

　おれは笑った。

「じゃあ、今からは普通じゃないことを始めようか」

　今までも充分に普通じゃなかったと言うエレノアの無粋な突っ込みは、デコピンで封殺した。





☆






　レイウース近郊、草原と隣接している湖のほとり。

　そこに魔法コテージを出現させた。

　外見は相変わらずこぢんまりしたコテージだけど、あれから地道に無料くじ引きを引いてきたから、内装はかなりのものになっていた。

　玄関に続く室内をリビングにして、部屋を四つ取り付けて、うち三つを寝室に、一つはキッチンにした。

　今や魔法コテージは３ＬＤＫの立派な家になっていた。

　そのリビングで、デルフィナと向かい合ってソファーに座る。

「チグリスが落ちました」

「まあ落ちるだろうな」

　おれがいったん手を引いたし。当然といえば当然だ。

「そこで蛮族軍が躍起になってらっしゃいますわ。目撃情報によると、王女の二人が最後に目撃されたのはあそこで、あそこから脱出した者もいない。ですからきっとチグリスのどこかにいるはずだと──」

「で、くまなく捜査してるってわけか」

　無言で頷うなずくデルフィナ。

「わたくしのところにも依頼がきていますわ。王女の消息、その情報を求めて」

「情報屋もやってるのかお前」

「副業ですわ。儲もうけになることでしたらなんでも」

「で、売ったのか？」

「ええ、売りましたとも。王女達──フィオナとマリが住んでいた屋敷、泊まった部屋、最後に目撃された場所、滞在中に取り替えた下着の枚数──」

　数え上げるように言って、ニヤリと笑った。

「儲けになりそうな情報は全て、売らせていただきましたわ」

「抜け目がないな。まさか今ここにいることは売ってないだろうな」

　そう、フィオナとマリはここにいる。

　三カ国の兵が揃そろうまで、彼女達を待避させることにした。

　シラクーザの領土内にいると危険だから、連れ出してメルクーリの領土に。更におれの屋敷でもないこの湖の畔ほとりに連れてきた。

　ワープの羽根で連れてきたから、何も手がかりは残ってない。

　おれの目の前にいるデルフィナが知っていること以外は。

「それを売るなどとんでもない」

　デルフィナは口元を押さえて、クスクスと笑った。

　意地悪な笑みだ。こういう笑顔をするときの彼女は綺麗きれいだ。

「多少の儲もうけにはなるかもしれませんが、損の方が大きすぎますわ。あなたを敵に回すのは、ね」

「それはどっちとしてだ？」

　商人としてか、それとも女としてか。

「どっちなのでしょうね」

　婉然えんぜんと微笑んで、はぐらかすデルフィナ。

　おれの女の中で、デルフィナはちょっと他とは違うポジションだ。

　おれは彼女を「おれの女」とカウントしている。

　が、実際はまだそうじゃない、少なくとも形の上はそうなってない。

　デルフィナ・ホメーロス・ラマンリ。

　一国に匹敵する富を持つこの女は、自分を財産ごと買い上げる男の元に嫁ぎたいと言っている。

　おれはまだ彼女を買えてない。形の上では「試用期間中」だ。

　まあ、そんなの言葉遊びに過ぎないんだが。

　この先誰が何を言おうとデルフィナはおれの女だ。

「商売の話はわからん」

　おれはわざとらしく肩をすくめて、手のひらを上にした。

「だからお前が思うように儲けるといい」

「ええ、儲けさせていただきますわ。実を言いますと」

　またニヤリと笑った。

「すでに皆さんのところにも、モノを売りつけてきた後なのです」

「皆さん？」

「女王陛下に両殿下、お三方に装備や消耗品などを。ヘレネー殿下は政治的な意味で、残ったお二方は個人的な理由で求めてらっしゃいました」

「へえ」

「理由はご本人様にお聞きくださいな」

「そうする」

　ヘレネーのも、リカのも、アウラのも、何となく察しはつく。

　つくが、後でちゃんと聞いておこう。





☆






　デルフィナを送り返した後、おれは自分の部屋にいた。

　三つあるうちの、おれがいつも使っている部屋だ。

　夜の魔法コテージの中は静まり返っていて、屋敷とは違う趣おもむきがある。

　ベッドの上に倒れて、ワープの羽根をまじまじと見つめた。

　くじ引きで引き当てた魔法アイテム。これがある限り捕まることはまずない。

（捕まったとしてもさしたる問題はないがな）

「人の心を読むなよ」

（何となく流れてくるのだ、仕方がなかろう）

「いちいち反応しなきゃいいだろうが。そういうときは空気を──いや、なんでもない」

（なんだその納得は、腹が立つな）

「だってお前、空気なんか読めないだろ？」

（空気くらい読めるわ！　馬鹿ばかにするな）

「お前が読めるのは『気』の方だろ？　霊気とか妖気とかそういうの」

（むかっ）

　エレノアとどうでもいい世間話をする。

　こうして彼女をいじるのはそれなりに楽しい。

（むっ？）

　どうした。

（ドアの向こうに小娘がいるぞ）

　エレノアが唐突とうとつにそう言ってきた。

　ドアの向こう？

　おれも意識を集中させた。

　確かにいる。聞き慣れた息づかいだ。

　この息づかいは──マリか？

（迷っているようだな）

　そうみたいだな。

　少し待ったが、マリの気配は消えない。

　エレノアが言ったように「迷っている」気配のまま、ずっとドアの向こうにいた。

（埒らちがあかないな）

「そうだな」

　頷き、ベッドから立ち上がる。ドアに向かい、おもむろに開けた。

「きゃあ」

　そこには、案の定マリがいた。

　夜のリビング、暗い中パジャマ姿で佇たたずむマリの姿が。

「か、カケルさん……」

「どうした。眠れないのか？」

「いえ……ううん、そうかも、しれません」

「……？」

　どういうことだ？

「立ち話もなんだから──」

　おれはリビングのソファーをちらっと見た。

　そこで話そうかと思ったら。

「あの！　中に入っても……いいですか？」

　最初は大声で、だがその勢いはすぐにしぼみ、最後は尻しりすぼみに消えそうな声で言うと。
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　うつむいて、顔を赤く染め上げる。

　ひょっとして、これは。

（そういうことだな）

　ああ、そういうことみたいだ。

　夜這よばい──って言い方が合っているのかどうかわからんが、そういうことなんだろう。

　おれに抱かれに来たんだ。

　流石さすがにわかる。そこまで鈍くない。

　それはいい。そうするのはやぶさかじゃない。

　だが、一度決めてしまったことが足かせになっている。

　フィオナとマリ、二人を女王にしてやるという約束。

　俺の中じゃ、それをやりきった後に、ってことになっている。

　だから今も、どうやってこの場をやり過ごそうかと考えた。

　──が。

「わたしじゃ……ダメですか」

　マリがそう言ってきた。

　上目遣うわめづかいで、今にも泣き出しそうな表情で。

　拒まれると思って、そのことに絶望しそうな顔で。

「……いいや」

　首を横に振った。

　おれは反省した。

　女に……マリにこんな顔をさせてしまったことに。

（男失格だな）

「……」

　言い返せなかった。珍しくエレノアの言う通りだと思った。

　おれはマリの肩を引き寄せて、唇にキスをした。

「あっ……」

　顔が赤くなった。口を両手で押さえると、涙があふれた。

　こういうのは嫌いじゃない。嬉うれし涙は嫌いじゃない。

　膝ひざの裏に手を回して、マリの小さな体を抱き上げる。

　ドアを閉めて、ベッドの上に優しく横たわらせた。

　もう一回キスした。

「やっと……」

「うん？」

「やっと、カケルさんのものになれます」

「そうか」

「ずっと……夢見てました」

　そんなにか。

　ますます悪かったと思った。

　だから、おれは。

「優しくする」

「はい……」

　マリは嬉しそうに目を閉じた。

　言葉通り優しくした。

　今までの経験の中で一番優しくした。

　いじらしいマリにとことん優しくして、体も心もとろかせてやった。
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　朝、マリはふらふらとベッドから起き上がった。

　おれの腕枕まくらから起き上がって、散らかっている服を拾い集めて、身につける。


「──っ！」



　着ている最中に声を漏もらした。

　引きつった、痛みを訴えるような声。

　そうしておれをちらっと見た。振り向く気配がしたから目を閉じた。

「起こしてませんよね……よかった」

　実は起きてる、と敢あえて言うほど無粋ではない。

　マリが何かしたがっているのは気配でわかった。

　何をしたいのかはわからないが、好きなようにさせようと思う。

　マリは服を着ると、静かに部屋から出ていった。

　そのまま耳を澄ませて、マリの気配を探る。

『カケルさんが起きてくるまでに……朝ご飯を作らないと』

　そんなことを呟いた後、キッチンで物音がし始めた。

　包丁の音、食器の音、食材に手を加えていく音。

　マリは呟いた通り料理を作っているみたいだ。

　おれは体を起こして、ベッドの上であぐらをかいた。

　マリがしていることを耳で拾いながら、それを見守った。

　しばらくして、いい香りが部屋の中にも漂ってきた。

　温かい何か、スープ系の香りだ。

　それで随分ずいぶん楽しみになってきた。

　そこにエレノアが話し掛けてきた。

（いじらしい娘だな）

「そうだな」

（いつになく貴様も優しかったしな）

「昨日のことか。まあそうだな」

（もっとガンガン行くのかと思ったぞ。今までの女のように。何故なぜそうしなかったのだ？）

「そういう気分だったんだ。優しくしてやろうってな」

（ほう。紳士なことだ）

「お前も優しくしてほしいのか？」

（貴様にか？）

「そうだ」

（虫酸むしずが走るな）

　エレノアは楽しげな声で言った。

「優しくされるのは嫌なのか？」

（今更してみろ。まず貴様の正気を疑ってやる）

「ひどいな」

（今までやってきたことを思い起こすがいい。自業自得だ）

「ふっ」

　そうかもしれないな。

　まあ、だからと言ってエレノアの扱い、接し方を変えるつもりはないがな。

　こいつは魔剣。世界で唯一おれの全力を受け止められる魔剣。

　そんなこいつに、いわゆる優しさは必要ない。

（そんなこと望んでもいないからな）

「だから人の心を読むな」

　適当な雑談をしているうちに、部屋の外から他の誰かの声が聞こえた。

『おはよう。あらマリ、どうしたのそれ』

『おはようお姉ちゃん。カケルさんに朝ご飯を作ってるの』

『朝ご飯……あっ』

　フィオナが息を呑んだ。

『そっか。カケルさんにしてもらったんだ』

「うん？」

　フィオナの言葉に引っ掛かった。

　マリは何を作ったんだ？　フィオナが一目でそのことを悟るなんて。

『しっ、お姉ちゃん声が大きい』

『あっ、ごめんごめん』

　叱責しっせきする妹、謝る姉。

　二人は声を抑えた──まあ７７７倍の聴力で丸聞こえのままだが。

『でも、おめでとうマリ』

『ありがとうお姉ちゃん。お姉ちゃんはまだなの？』

『わたしは……うん』

『どうして？　カケルさんのこと嫌い？』

『そうじゃないけど、カケルさんのことは好きだけど……』

　口籠ごもるフィオナ。

　だけど、なんなんだ？

　しばしの沈黙を経て、フィオナが先を話す。

『わたしじゃカケルさんにふさわしくないし、理由がないから』

『そんなのわたしも一緒だよ。カケルさんみたいな英雄、本当なら話し掛けるのも難しいくらいなんだし』

『それでもマリは命を助けてもらったから、お返しに、って理由があるじゃない？　わたし、そういうのもないからなあ』

　なんだ、それで遠慮してたのか。

『……ねえお姉ちゃん、わたしにいい考えがあるの』

『いい考え？』

　マリは更に声を低く抑えた。

　もはや耳元で囁ささやくくらいの小声だ。

『お姉ちゃんも魔剣を持ってみればいいと思うよ』

『魔剣？　エレノアさんのこと？』

『うん、そうしたらカケルさんに助けてもらえるじゃない？』

　いやいや、それでいいのか。

『あっ!?　その手が──！』

　大声が聞こえた。普通の聴力でも聞こえるくらいの大声だ。

　慌あわてて声量を絞るフィオナ。

『その手があったか。良いアイディアね、マリ』

『でも、お姉ちゃん。一つだけ言うけど。それすっごく苦しいからね』

『どのくらい苦しいの？』

『えっと……首を絞められたままお腹を殴られて、関節が全部逆方向に曲がりそうな状況で火に焼かれてるような感じ』

　だいぶ辛いなそれ！

（まあその程度だろ）

　平然と言い放つエレノアにデコピンした。

『そっか……うん、あのときのマリ、辛そうだったもんね』

『うん』

『でもわかった。じゃあ今夜、それをやってみる。隙を見てエレノアさんに触ってみる』

『うん、頑張ってお姉ちゃん』

　姉妹で励まし合うと、また料理を作る音がし始めた。

　なんというか……なんというかだな。

（そこまでしても貴様のものになりたいのか。いじらしいな）

「そうみたいだな」

　フィオナの気持ち、悪い気はしなかったが。

　そこまで悲壮な決意をされると、全力で逆のことをしてやりたくなる。

　端的に言うと、全力でいい想おもい出になる初体験にしてやりたいと思ったのだった。
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（具体的にはどうするのだ？）

「本人が一番望んでる形にしてやる」

（ふむ、では我を持たせるのだな）

　ふざけたことを言うエレノアに即デコピンした。

「バカ言え、あれはどう聞いても仕方ないからやるって話だろ。そんなのに付き合ってどうする」

（望んでいる形に変わりはあるまい）

「とにかくそれはなしだ」

（ならどうする）

「……」

　こういうときは──彼女に相談だな。

　おれはコテージの寝室から直接ワープの羽根で自分の屋敷に飛んだ。

　寝室に飛んだ後、そのまま歩いてリビングに向かう。

　リビングではオルティアがミウの給仕を受けて茶を啜すすっていた。

「お帰りなさいご主人様」

「どうしたの？　いきなり戻ってきて」

　しわがれた老婆の声だったから、無言で手を摑つかんで精気を送った。

　しわしわの手がみるみる張りと艶つやを取り戻して、オルティアを絶世の美女に戻す。

「教えてほしいことがある」

「おっしゃいなさいな」

　一瞬で先生口調になるオルティア。ちなみにミウは気を利きかせて外に出て行った。

　回りくどいことはしない。おれは現状の全てと、フィオナとマリの会話を丸ごと伝えた。

「どうすればいい？」

「本人に直接聞くという選択肢は？　あるいは妹の方から聞き出すのは」

「サプライズありとなし、どっちの方が想おもい出になると思う？」

　聞くのは問題ない。そこにこだわりはない。

　今回はいい想い出を作ってやる、と言うのが目的だ。だから手段は二の次だ。

「それならサプライズ込みね」

「だったら本人には聞かない」

　オルティアは静かに頷うなずき、真顔で続けた。

「フィオナ、食堂プロス亭の看板娘。ついこの間まで自分の出自も知らなかった一般人」

「そうだ」

「一般の女の子であるのなら、おおよそ三つ」

「一つ目は？」

「テクニックのある男がリードする」

「普通過ぎる。そんなのでいいならわざわざ聞きに来てない。二つ目は？」

「誕生日とか、記念日に合わせてしてあげる」

「タイミングが合わない。いつになるのかわからない。すぐにできる方法がいい、できれば今晩。最後のは？」

「結婚式を挙げる」

「結婚式？」

「結婚するまでに守ってきた純潔を初夜に一番大事な男に捧ささげるというのは、大半の子が憧あこがれるもの。普通の女の子ならなおさら」

「そういうものなのか？」

　念のために確認した。

「普通は。王侯貴族であれば結婚は手段になるけど、一般の女の子ならばそれは憧れでしかない」

「わかった。参考になった。感謝する」

　オルティアに別れを告げて、次の目的地にワープの羽根で移動した。





☆






「結婚式？」

　デルフィナの商館。おれの話を聞いた彼女が目を丸くした。

「そうだ。もしやるとしたら準備にどれくらい掛かる。今夜に間に合うか」

「式自体は半日もあれば準備できますわ。カケル様、結婚をなさいますの？」

「違う。式だけやるんだ」

　フィオナのことと、オルティアのアドバイスをまとめてデルフィナに話した。

「なるほど。そういうことですのね」

「なぁ、結婚式って憧れるものなのか？」

　デルフィナにも念のために聞いてみた。

「わたくし〝は〟まったく」

　デルフィナは「は」にアクセントをつけて言った。

　それが聞ければ十分だ。

「とにかく準備を全部任せたい」

「念のため、本当によろしいのですか？」

「うん？」

「カケル様が結婚するとなると、黙っていない方々もいると思われますが」

「そんなことか。希望者がいたら全員してやればいい」

　ワープの羽根を手に取った。

「してもしなくても、おれの女はずっとおれの女だ」

　穏やかに微笑ほほえむデルフィナを置いて、おれは再びワープした。
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「あっ！　カケルさんどこに行ってたんですか？」

　魔法コテージの寝室に戻ってきた。

　おれを見つけたフィオナがほっとした表情で駆け寄ってきた。

「ちょっと野暮用があってな」

「そうだったんですか」

　頷くフィオナ。おれがいなかった理由は大して気にしてない様子。

　なぜなら。

（我をじっと見つめてるな。ククク、まるで獲物を狙ねらう肉食獣のようだ）

　エレノアが楽しげに言った。

　そう。フィオナはエレノアのことだけをじっと見つめていた。

　これ以上ないくらい決意した顔で。

（これほどの熱視線を浴びたのは何百年ぶりだろうか。こうまでされると身を委ゆだねたくなる）

　からかい混じりにエレノアが言う。

　……やらせないからな？

「フィオナ」

「はい！」

　呼ばれたフィオナはハッとして顔を上げて、おれに視線を戻した。

「今夜時間あるか？」

「今夜ですか……ありますけど……？」

「その時間をおれにくれ」

「もちろんそれはいいですけど、一体何をするんですかカケルさん」

「結婚式だ」

「え？」

「結婚式をしよう。おれとフィオナの」

「……えぇっ!?」

　あっけにとられるフィオナ。

　エレノアはおれの頭の中で大爆笑したのだった。
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「いきなり過ぎるよカケルさん」

　新郎控え室の中、イオがおれに言ってきた。

　彼女はいつもの魔法使いの姿ではなくドレス姿だ。

　結婚式の招待客役、ということでデルフィナに用意してもらった。

　髪型もきっちりセットしてあって、普段の雰囲気と違い結構大人びている。

　ちなみにおれは白いタキシード姿で、腰にはもちろんエレノアを下げていた。

「そうか？」

「そうですよ。急に今晩結婚式をするなんて普通はないよ」

「イオは結婚式には憧れるか？」

「そりゃ……憧れるけど」

「なら、お前もやるか？」

「うーん」

　イオは少し考えて、首を振った。

「わたしはいいかな」

「憧れてるんじゃないのか？」

「そりゃ憧れはするけど、でもカケルさんとそういうのをするのはちょっと違う気がするんだ。ほら、わたしはカケルさんのパーティーに入りたくて来たじゃない？　だからカケルさんと結婚したいかって聞かれると……ちょっと違う気がするの」

「そうか」

「あっ、でもずっとカケルさんと一緒に冒険はしたいかな」

「ずっとか」

「うん、ずっと！　だからカケルさん、どこかに行くときは絶対わたしも一緒に連れてってね」

「わかった」

　応じると、イオは満面の笑顔で頷いた。

　イオが控え室から立ち去ると、代わりにマリが入ってきた。

　マリもドレス姿だ。マリはちょっと前までの子供っぽさが抜け、色気を放つようになった。

「カケルさん」

　だが、今のマリはどこか浮かない顔をしていた。

「どうした」

「あの……お姉ちゃんがすごく……えっと、困ってる、じゃなくて、迷ってる……でもなくて」

　歯切れが悪いマリ。

（とても複雑な心境のようだな）

「フィオナはどうしたんだ？」

「それがその……どうしていきなり結婚式をするんですか？」

「そうだな」

　おれは少し考えて、答えた。

「実は今朝、マリとフィオナの会話を聞いたんだ」

「え？」

「マリがフィオナに昨日のことを話して、フィオナがエレノアをこっそり手にするって話だ」

「あっ……」

　マリは赤面した。二重の意味で。

「確かにエレノアを手にすればおれが助ける、助けた後それをダシにできる」

　デルフィナのケースもあるが、それはここでは言わないでおいた。

「悪いがそれはなしだ。おれに抱かれるのにわざわざそんな苦痛を味わう必要はない」

「でも！」

　大声を出すマリ。

　だが一瞬でそれはすぐにしぼんだ。

「それじゃあお姉ちゃんに理由がないの。カケルさんにしてもらう理由が」

　そして、意気消沈した。

　まるで我がことのように。

（自分と重ねているのだな）

　……。

「マリ」

「何？」

「理由なんかいらない」

「え？」

「おれの女になるのに理由なんかいらない。おれが気に入って、そうしたいと思った相手だけが条件だ」

「でも、それじゃわたしは──」

「もう一度言う」

　マリの言葉を遮る。

「おれが気に入って、そうしたいと思った相手だけが条件だ」

「あっ……」

　マリが言葉を失う。赤面してうつむく。

　どうやらおれの言葉を理解したようだ。

「わたし、でも？」

「ずっとしたいと思っていた。こいつに怯おびえるといけないと思って待っていたけどな」

　わざとおどけて言って、エレノアにデコピンして見せた。

「本当に、わたしでも……？」

　それでもまだ不安そうな顔をする。

「おれは自分がしたいことしかしない」

　そう言って、マリにキスをする。

「お前達姉妹二人とも女王にして、二人ともおれの女にする。したいことしかしない」

　同じ言葉を繰り返した。

「おれの女になるからにはいい思いをしてもらわなきゃならん。マリは昨日してやった。フィオナは今日結婚式をやって、一生忘れられない想い出にしてやる」

「そう、なんだ」

「あぁ。だが、そうだな。確かに説明不足だった。フィオナが不安がるのも無理はない。早速今から説明してくるとしよう」

　立ち上がって、ドアに向かうおれ。

「あっ」

　マリが声を漏もらす。どうしたのかと思いつつもドアを開ける。

　そこにはフィオナがいた。

　ウェディングドレス姿の、美しいフィオナがいた。

「フィオナ!?　どういうことだ、何の気配もしなかったぞ」

「ごめんなさい！　デルフィナさんがこれをくれて……その、気配と音を完全に消す道具らしいです」

「あいつめ……」

（ククク、盗み聞きをやり返されたな）

　楽しげなエレノア。

「ごめんなさい！　あの──」

「いい」

　フィオナの唇を指で押さえて、言葉を止めた。

「聞いていたのなら話は早い──」

　おれは言い掛け、ふと思いとどまった。

　説明不足──言葉足らずであることを改めようと思ったばかりだ。

　もう一度フィオナをまっすぐ見つめて、言った。

「お前が欲しい。最高の想い出を持たせたい。結婚式、やってくれるか」

「──はい」

　フィオナは満面の笑顔で……嬉うれし涙混じりの笑顔で頷いたのだった。





☆






　半日で準備した結婚式は、そうとは思えないすばらしい物になった。

　すばらしい教会、ナナを始めとした参加客。

　ソロン教の聖女であるメリッサの牧師役。

　ひかりとチビドラゴンの花束はなたば贈呈。

　その他、もろもろ。

　全部ひっくるめて、式は最高のものになった。

　フィオナは何度か泣き崩れそうになったが、嬉し涙なので好きにさせておいた。

　式が終わったのと同時に、今までに見たことのない金色のくじ引き券が出たが。

　それには構わず、フィオナを連れて、宣言通り彼女に最高の想い出になる初夜をプレゼントしたのだった。
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　深夜、月明かりが差し込む寝室の中。

　フィオナはおれの腕の中にいた。

　寝てはいない、明らかに起きてる。

　起きているけど、必死に息を潜めて寝たふりをしてカチコチになっていた。気配がまるっきりそれだ。

「フィオナ」

「……」

　返事をしないから、背筋につつつ、と指を這はわせてみた。

「ひゃい！」

「楽にしてろ、そんなにカチコチになるな」

　声を上げたからか、フィオナは観念しておれを見上げた。

　視線がちょっと恨みがましい。

「カケルさん……」

「楽にしないんなら無理矢理するぞ」

「え、む、無理矢理って？」

　顔を赤らめるフィオナ。そっちじゃない。

　おれは黒いオーラでできた腕を伸ばした。

　三本目の腕。最近おれはエレノアを直接持っていなくても使えるようになった。

　それでフィオナの脇腹をくすぐった。

「こしょこしょこしょ」

「あは、あははははは」

「こしょこしょこしょこしょ」

「あはははははは、や、やめてカケルさん」

「力を抜いて楽にするか？」

「抜きます、抜きますから」

　笑いすぎて、涙目で応えるフィオナ。

「よし」

　そこでようやくオーラの腕を引っ込めた。

　くすぐられたフィオナはぐったりとした。そしてそのまま、おれに全体重を預けてきた。

　汗ばんだ肌を指の腹でそっと拭ってやる。

　くすぐったそうにまた身じろぎしたが、さっきのとは違う感じ。

　身じろいで、より体をくっつけてきた。

「もう、カケルさんって強引ごういん」

　そして、ちょっと拗すねたような口調。

　可愛かわいいやつだ。

「そうか？」

「そうですよ、ずるいです。ずっと待たせてたのに、今度はいきなりこんな……ずるいです」

「それは謝る。待たせていたって認識はなかった。ついでに弁明する。認識した後もいつものおれだ」

「いつもカケルさんってこんなに強引なんですか？」

　どうやら直前だけの話じゃないようだ。結婚式から初夜の流れの話なんだろう。

「ああ」

　おれは頷うなずき、同時にフィオナの髪に指を通して、丁寧に頭を撫なでてやった。

「いい女は抱く。可愛がって満足させて、おれのものにする」

「……」

「強引かどうかは知らんが、それがいつものおれだ」

「はぁ」

　吐息を漏もらすフィオナ。ちょっと艶なまめかしくて下半身が反応しそうになった。

「カケルさんはずるいです」

「そうか？」

「そうです、ずるいです」

　何がずるいのかはわからないが、フィオナが完全に力を抜いて体をくっつけてきたから結果オーライだな。

「ねえ……カケルさん？」

「うん？」

　頭を撫なで続けながら相づちを打つ。

「何かカケルさんのためにできることはありませんか？」

「好きなようにしろよ」

「好きなように？」

「ああ、おれの女は全員好きに生きてるし、好きにさせている」

「それでいいの？　好きにしろなんて言われたら……他の女ひとに嫉妬しちゃうかもしれないよ？」

「構わん」

「えええ？」

「そんなこと言い出したら、嫉妬する暇もないくらい可愛がってやるだけだ」

「……」

　フィオナはおれの胸に顔を埋めた。

　どんな表情をしているのかわからないが、顔は体よりも熱い。

「カケルさんはずるいです」

　またずるいって言われた。

「そうか？」

「ずるいです……」

「そうか」

「……大好き」

　フィオナはぎゅっとしがみついてきた。

　夜が明けるまで、おれにぎゅっとしがみついていたのだった。





☆






「おはようございます」

「おはようカケルさん」

　翌朝、姉妹の声に起こされた。

　体を起こす。フィオナはもう腕の中にはいない。ビシッと着替えて、妹のマリと一緒におれを起こしてきた。

「朝ご飯の用意ができています」

「お姉ちゃんと一緒に作りました」

「へえ？　ってことはプロス亭の味か」

「はい。腕によりをかけて作りましたから」

「それは楽しみだな」

　ちょっと楽しくなってきた。

　ベッドから起き上がって、二人に手伝ってもらいながら着替えると、壁に立て掛けてあったエレノアを持って一緒に部屋を出た。

　おれが真ん中で、左右から姉妹がおれを挟み込むように歩く。

　食堂に向かう道すがら、フィオナが言ってきた。

「ねえカケルさん、昨夜好きにしてもいいって言ってくれたよね」

「ああ、言ったぞ」

「それって、カケルさんにお願いごとをしてもいいってことかな」

「願いごと？　言ってみろ」

　フィオナとマリがおれ越しに視線を交換した。

「ヘレネー様、リカ様、アウラ様」

「みんなと話をしたいの」

「何かと思ったらそんなことか、いいぞ」

　改まって言われたから何か無理難題を吹っ掛けられるのかと思っていたので、ちょっと拍子抜けした。

「わかった、今連れてくる」

　おれはそう言って、ワープの羽根を取り出した。

「よかった。これでやっちゃいけないことを聞けるわ」

「そんなことよりもお姉ちゃん、カケルさんにして喜んでもらえることを聞かなきゃ」

　飛ぶ直前に姉妹の会話を耳に拾った。

（いじらしい娘達ではないか）

　飛んだ先、カランバの玉座の間で、エレノアがからかい半分で言ってきた。

「リカ達に洗脳してもらうさ。気にせず好き勝手にやっていいんだってな」

（権力を持ったことがない人間がいきなり持つとエライことになりかねんぞ）

「体験談か？」

（そうだ。我が見てきた者は全員そうだった）

「だとしても問題ない。エライことになろうがなんだろうが、二人のケツはおれがきっちり持ってやる。おれの女だからな」

（ククク、大した男だよ、貴様は）

「褒ほめ言葉として受け取っておく」

（褒めているのだ、素直に受け取れ）

「そうか」

（さて、それなら本腰を入れねばならんな。二人が女王としての心構えを聞くと言うことは……）

「ああ」

　頷くおれ、エレノアの柄つかに軽く触れる。

「きっちり、二人を女王にしてやるさ」

　改めて、それを宣言した。
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　おれは魔法コテージから外に出た。

　中には今五人いる。

　ヘレネー、アウラ、リカ、フィオナにマリ。

　王女だったり女王だったり、そうなる予定の女だったり。

　五大国の首脳が四カ国まで集まっている。

　ちょっとしたサミット状態だ。

（ククク、あそこに隕石いんせきの一つでも落ちれば世界に激震が走るな）

「落ちて来たとしてもおれがここにいるし、お前もいる。どうもしない」

（ふむ、確かに隕石ごときどうもせんか）

「だろう？」

（貴様の女を守るというのが業腹ではあるがな）

「そんなに嫌か」

（嫌だな。うむ嫌だ）

　その割には声が嬉うれしそうだな。

「さて、話が終わるまでどうするか」

（例のくじ引き券の話を聞きに行くのはどうだ？）

「例の？　ああこれか」

　おれはくじ引き券を取り出す。

　今までのものとは違う、黄金色に輝くくじ引き券。

　フィオナの初夜の後に出てきたものだ。

　一目で何かが違うことがわかる代物だが、何がどう違うのかはわからない。

「そうだな。これが何なのか聞きに行くか」

（うむ）





☆






　魔法コテージのところにナナ最高戦力と奴隷兵を連れて行って、その後ひかりをワープの羽根でピックアップして、くじ引き所にやってきた。

　いつも通り、人化した母親のエレノアに抱きつくひかり。

「これ、おかーさんにあげる」

「これは……花か？」

「うん！　お花で作った指輪だよ」

「竜の小娘の角についてるのと同じものか」

「そうだよー。おーちゃんと、ひかりとお揃そろい」

「……そうか」

　母娘のほのぼのを尻目しりめに、おれはスタッフの方に向かっていった。

「いらっしゃいませ」

「今日は変な家族団らんを持ち込むな、とは言わないんだな」

「諦めましたよ。どうせするなと言ってもするんでしょう？」

「その通りだ。ここくらいでしか母娘が触れあえる場所はないんだからな」

「だったらもう好きにしてください」

「それは助かる」

「それよりも、今日はどっちのくじを引きますか？」

「その前にこれだ」

　黄金色のくじ引き券をスタッフに見せた。

「これはどういうものなんだ？」

「あっ、確定くじ引き券ですね」

「確定くじ引き券？」

「はい。ちょっと待ってください」

　スタッフはそう言って奥から別のくじ引き機を出してきた。

　くじ引き券と同じ、黄金色の機械だ。

「それはこっちの機械用のくじ引き券です」

「へえ。何が出るんだ？」

「それは秘密です」

　唇に指を当ててウインクされた。

　悪戯いたずらっぽい笑顔。ちょっと可愛かわいい。

「秘密か」

「はい。あっでも、これだけは教えてもいいかも。こっちから出てくるものは全部、普通のくじで二等以上に相当するものばかりです。しかもなんと全部当たり！　外れくじなしの確定くじ引きなんです」

「へえ、それはすごいな」

「反応薄いですね。本当にすごいんですよ！」

「とは言ってもな、内容がわからないんじゃこんなもんだろ」

「うーん、じゃあ一つだけ。全部当たりだけど、一番外れなやつだけ教えます」

「ほう、なんだ」

「透明です」

「透明？」

「はい！　触ったものを透明にする能力です。これはすっごいですよ」

「……すごいっちゃすごいが」

　使いどころがわからんな。男子中学生なら大喜びする能力だと思うが。

「やっぱりなんか反応が薄いですね。本当にすごいんですよ？　一番外れって言いましたけど、すごいんですよ!?」

「すごいのはわかった……それで、その中には全部それ以上の当たりが入ってるってことなんだな」

「はい！」

「そうか」

　まあ、どっちみち券はあるんだし、引くだけ引いてみるか。

　と思ったところで、あることを思い出した。

「そういえばあの男……名前知らないんだった。あのスキルに触手をもらった男」

「あの人がどうかしましたか？」

「あいつは何を引いた？」

　あの男のことを聞いてみた。

「いつもすごい量の券を集めて引いてるけど、確定くじ引きはどんなのを出したんだ？」

「彼ならこっちはまだ引いてませんよ」

「そうなのか？」

　それはちょっとびっくりだ。

　今までの経験で、てっきりこっちもおれより先に引いてるもんだと思ってた。

「確定くじ引き券をゲットするにはいくつかの方法がありまして──あっ、もちろん話せませんけど」

　そりゃそうだろ。

「残念なことにあの人にはどの条件も絶対に無理なんです。あなたとは生き方が違いすぎます」

「そんなに違うのか」

「はい、違います」

　はっきりと頷うなずかれた。

　そこまで断言されると、その条件ってのが気になってくるが。

「教えませんからね？」

　スタッフは真顔で言った。てこでも話さないって顔だ。

　誘導尋問したらポロっと漏もらしてくれないかな。

　まあいいか。

「わかった、じゃあ引こう──ひかり」

　振り向き、ひかりを呼んだ。

　エレノアにひっついたまま、ひかりがこっちにやってくる。

「どうしたのおとーさん？」

「くじ引きだ、やるか？」

「うん！」

「今日は一回だけな」

「わかった！　やろう、おかーさん」

「うむ」

　頷き合う母娘。

　その横でスタッフがいつも通り踏み台を用意してくれていた。

　なんかちょっとおかしかったが──指摘するのはやめておいた。

　エレノアとひかり、二人は取っ手をとって、くじ引き機を回した。

　ガラガラガラ──ポトッ。

　ガランガランとハンドベルが鳴る。

「おめでとうございます、大当たりです」

「確定くじ引きだろうが」

「それはそうですけど、とにかく大当たりなんですっ！」

「そうか。で、どんなものなんだ？」

「えっと……『コピープラス』っていう能力です」

「コピープラス？　どんな能力なのか想像もつかないな」

「シンプルな能力ですよ。目の前にいる人間一人に限りますが、能力値をコピーした上で自分の能力に上乗せできるんです。例えばあなたの能力が７７７だとして、娘さんが２２３だとして」

「なんだその中途半端な数字は」

　おれの７７７はわかるけど。

「コピープラスを発動している間は千になるんです」

　ああ、７７７＋２２３で千ってことか。

　能力はわかった、わかったが。

「それ……地味に最強なんじゃないのか？」

　コピーした分を自分に上乗せってことは、必ず相手より上ってことだろ？

　理論上どんな能力も最強になれると思うんだが。

「はい」

　スタッフはにっこりと微笑ほほえんだ。今日一番の──得意げな笑顔だ。

「だから大当たりって言ったじゃないですか」

　……納得した。
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　くじ引き所から戻ると、ワープの羽根でイオをピックアップして、オリクトの谷にやってきた。

　谷の主、不死身の魔物オリクトは、おれを見るなり逃げ出した。

　コミカルなマンガとかだと汗を吹き出しているのが見えそうなくらいの勢いで逃げた。

「おー、逃げる逃げる」

（逃げて当然だ。今まで貴様がやってきたことを考えれば）

「止めちゃいます？」

　イオは魔法の杖つえを構えると、オリクトに視線を向けたまま聞いてきた。

「いい。今日はあいつが目的じゃない」

「じゃあ、どうしてここに？」

「ちょっと待ってろ」

　呪文じゅもんを唱えて、雷の魔法を壁にぶっ放した。

　イオから覚えた魔法を使うと、岩壁のオリクダイトが轟音ごうおんをたててバラバラに砕け散った。

「うぅ……カケルさんずるいです」

「ずるい？」

「そうですよ、そんなに強い魔法を使えるなんて」

「強いって言ってもイオの八割程度だし、そもそもお前から覚えた魔法なんだから」

　この世界で魔法を覚える方法は二つある。

　一つは、真っ当に修行して覚えること。

　そしてもう一つは、魔法を喰くらうこと。

　喰らった本人に喰らった魔法の適性があり、かつ、喰らった魔法で死ぬことさえなければ、それだけでその魔法は使えるようになる。

　全能力７７７倍をもってこの世界にやってきたおれは生命力も魔法の適性も７７７倍だ。

　耐性もあったから、イオの魔法を喰らって生き延びた。それで使えるようになった。

「魔法使いじゃないのに」

「ふむ。剣士って感じでもないんだけどな、おれ的には。というか、何になるんだおれは」

　魔法を使えるけど、剣とか肉弾戦がメイン。

「勇者とか英雄とかか？」

（どっちもろくなものではないな）

　エレノアがゲラゲラ笑いながら突っ込んできた。

　大勢の英雄達を知っているからこその言葉だな。

　まあ、そんなことはどうでもいい。

「さて、テストを始めるか」

「あっ、はい。わたしは何をすればいいんですか？」

「立ってるだけでいいぞ」

「え？」

　戸惑うイオに微笑ほほえみ掛けて、能力を発動する。

　確定くじ引きで引いた『コピープラス』。

「イオの雷の魔力をコピー」

『イオ・アコスから雷の魔力をコピーします』

　コピーする能力として、イオの雷の魔力を指定する。

　次の瞬間、魔力の高まりを感じた。

「さがってろ」

「はい」

　首を傾かしげながらも、言われた通り下がるイオ。

　それを確認してから、もう一度雷の魔法を唱えた。

　組み上げた魔力が爆発する。

　さっきの倍近い規模で魔法が炸裂さくれつした。

「すっごーい。さっきは手加減したんですかカケルさん」

「いや、そうじゃない」

　否定して、イオをまっすぐ見る。

「これはおれの新しい能力だ。目の前にいる人間の能力をコピーして、元の能力に上乗せするんだ。今のはお前の雷の魔力をコピーしたってことだ」

「そうなんだ！　あっ、だから倍くらいになったんですね」

「そういうことだな」

　少し考えて、イオに言った。

「イオ、お前も魔法を使ってみてくれ。おれも一緒に使う。貸し出しじゃなくちゃんとコピーなのかどうか確かめたい」

　前に引いた能力の貸し出しだと、倍率を貸し出しているときはおれ自身その能力を使えない状態になる。

　だが、今回のは「コピー」で「貸し出し」じゃない。

　だったら能力そのものはイオに残るんじゃないか、と思う。

「わかった」

　頷うなずくイオ。魔法の杖を構えて、魔力を高める。

　おれも同じようにする。

　アイコンタクトを交わし、頷き合って、同時にイオの魔法を放った。

　雷の魔法が炸裂した。オリクダイトの破片が辺り一帯に飛び散る。

「イオは全力か？」

「うん！　いつも通りだよ」

「なるほど。ちゃんと『コピー』できているな」

「うわ……カケルさんってすごい。だって攻撃力が倍になるってことだよね」

「まあそうだな」

　予想よりもかなり使える能力みたいだ。

　能力貸し出しの上位互換ってところか。一つしか使えないのがネックだが、それを補ってあまりある性能だ。

（強力だが、貴様にはあまり意味のない能力だな。貴様の能力値よりも高い、あるいは匹敵する能力値を持つ者はそう多くない。貴様より弱い人間をコピーしたところで、上乗せされる力はたかが知れている。それに）

「それに？」

（貴様より強い相手がいるとき一番効果を発揮する能力だとして、そんな相手……いるのか？）

「……まっ、マイナスの能力じゃないからそれでいいだろ」

（それはそうだがな）

　脳内でエレノアが肩をすくめたのを気配で感じた。

　確かに強力だが、これで爆発的に強くなれるわけでもない。

　最初はいいものだと思ったが、エレノアの指摘で肩すかしだと感じるようになった。

「さて帰るか。付き合ってくれてありがとうな」

　イオにお礼を言って、ワープの羽根を取り出す。

　そろそろフィオナ達の話も終わってる頃かな。

（ねーねーおとーさん）

　ワープする直前、それまで黙っていたひかりが口を開いた。

「どうした」

（どうしてつよいイオおねーちゃんをこぴーしないの？）

「強いイオ？」

　どういうことだ、と首を傾げる。

（うん。おとーさんの力でつよくなったイオおねーちゃんだよ？）

（……能力貸し出し後か）

　エレノアが言う。おれははっとした。

「イオ、ちょっとそのまま立ってろ」

「うん！」

「イオに雷の魔力を貸し出し」

『イオ・アコスに雷の魔力を貸し出します。残り四分五十九秒』

「イオの雷の魔力をコピー」

『イオ・アコスから雷の魔力をコピーします』

「イオ、全力で撃て」

「うん！」

　イオが魔力を高める。おれも同じように呪文を唱える。

　二人分の魔力が高まる。

「十界百雷陣ライトニングハンドレッド！」

「はああああ！」

　魔法が炸裂する。７７７倍の雷の魔法が二人分同時に。

　無数の雷が岩山に降り注そそぐ。

　轟音、地鳴り、そして衝撃。

　それらが全て収まった後──。

「山が……ない」

　驚愕きょうがくするイオ。

　魔法が直撃したそこには、ぽっかり穴が空いていた。さっきまであった岩山が跡形もなく吹き飛んでいる。

　そこではオリクトが再生していた。

　逃げたはいいが、広範囲魔法×２に巻き込まれたようだ。

　不死身故ゆえの超再生が逆に哀愁を誘う。

（わあ、おとーさんすごい。イオおねーちゃんすごーい）

　ひかりは無邪気に喜んだ。

（ふむ、前言撤回しよう）

　エレノアが神妙な顔で言った。

（とんでもない能力だ）

「そうだな」

（そして貴様はいよいよとんでもない領域に足を突っ込んだな）

「ああ」

　くじ引きのスキルにシナジーが生まれ、とんでもない効果を生み出した。
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　魔法コテージに戻ってきた。

　外にナナと奴隷兵達がいる。

「ただいま。何かあったか」

「いえ、何も」

　相変わらず武人チックなナナ。

　だがそこがいい。

「お話が終わったようで、先ほどヘレネー殿下が一度顔をお見せになったが」

「なるほど。このままもうしばらく警戒しててくれ」

「はっ」

　ナナ達をおいて中に入ろうとする。

　ドアノブに手を掛けたところで中の声が聞こえてきた。

「こうして揃そろうのは初めてかもね」

　リカの声だ。

「お話はカケル様からうかがっております。カケル様の女として」

　今度はヘレネーだ。

「わたしも同じよ。そっちで何をしたかは聞いてないけど」

　最後はアウラだ。

　ドアノブに手を掛けたまま耳を澄ませる。

　どうやらコテージのリビングにいるのはこの三人だけのようだ。

「全然聞いてないの？」

「カケル様はそういったことはお話になりません。こちらで得られている情報から、真実、何をなさったのかはおおよそ想像がつきますが」

「それはこっちも同じ」

「同じく、問題は……」

　一呼吸おいて、三人の声が重なった。

「「「真実は何割増しか」」」

　声が揃った後、三人はくすっと笑い合った。

「公表している情報、間者・諜報ちょうほうが持ち出したものもある程度把握しています。カケル様がわたしにしてくださったことは……おおよそ五割増し」

「同じく」

「それくらいかな」

「それを？」

「全然」

「聞いてない」

「そうですか……。ええ、そうですね、カケル様はそういう方です」

「カケルが何かを自慢するとこを見たことないかも」

「わたしは一つだけあるけどね」

「ええ、わたしも一つだけ」

　三人がまたくすっと笑い合った。

　うん？　今のどこに笑うところがあったんだ？

　一つだけおれが自慢するもの？　自慢するものなんて心当たりがないんだが。

（気づいてないのか）

「知ってるのかエレノア？」

　小声でエレノアに聞く。

（当然だ。貴様の女達なら全員気づいていよう）

　全員？　そんなにわかりやすいことなのか？

　……わからん。

（おとーさん、ひかり知ってるよ）

「お、なんだ？」

（おかーさんとすごく仲がいいところ。みんな言ってるよ、おかーさんと一緒にいられるのはこの世でおとーさんしかいないって）

「そうか」

　それが事実だとして、自慢した覚えはまったくないんだが。

「みんなから言われた言葉を覚えてるのか。ひかりは賢いな」

（そうかな？）

「ああ、可愛かわいくて賢い。将来はオルティアを超えるいい女になるぞ」

（ひかりもあんなふうに綺麗きれいになれるかな？）

「ああ、もちろんなれる」

（うわあ）

　ひかりがわくわくしている気持ちが流れ込んできた。

（……）

　同時に、何故なぜかエレノアの呆あきれた感情も伝わってきた。

「どうした」

（なんでもない）

　そう言うが、ますます呆れているのが伝わってくる。

　よくわからんが、話すつもりもないようだ。

　そうこうしているうちに話が一段落したようなので、おれはノックをして中に入った。

「カケル様」

　ドアに一番近いところにいたヘレネーが立ち上がった。

　ついでリカもアウラも立ち上がった。

　ヘレネーとアウラは姫ドレス、リカはワンランク上のクイーンドレスだ。

　ワープの羽根で無理矢理連れてきたから、三人とも（ある意味）普段着のままだ。

「話は済んだのか」

「はい、させていただきました。特にリカ様とアウラ様が親身になってアドバイスを」

「わたしは普通。リカ女王が一番色々教えていた」

「女王としてのことだけ、それも前に話したのとそんなに変わらないよ」

　ああ、リカは前にも連れてきたっけな。

　フィオナとマリを安心させるために連れてきたんだっけ。

「そうか。ヘレネー、リカ、アウラ。助かった、礼を言う」

　言うと、三人は笑顔になった。

　ヘレネーは穏やかに微笑ほほえみ、リカはにこっと笑った。アウラは感情を隠そうとしつつも、口の端からついつい漏もれてしまっている感じだ。

　可愛いな、三人とも。後で可愛がってやろう。

「カケル様」

「ん？」

「兵の話なのですが」

　一番早く「戻った」ヘレネーが声を掛けてきた。

「ああ」

「指定のところに向かわせました。変装をさせております、数は千五百」

「わかった」

　アウラを見る。

「わたしは千人、同じ正規軍。名目はカケルの領地視察ということで向かわせて、途中で待たせてる。ラマンリに聞いて途中で拾ってね」

「ああ、コモトリアからもらった領地はデルフィナに任せてたっけ」

　アウラとの一件でかなり広い領地をもらったが、それは全部デルフィナに任せている。

「わかった、後でピックアップする」

　最後にリカを見た。

「カランバからは親衛隊百。それとならずものを中心に集めた二千。親衛隊は主に二人を守るために使って。女ばかりだから身のまわりの世話もできるわ」

「親衛隊はわかるが、ならず者を集めたのはなんでだ？」

「三宦官かんがんの置き土産、腕は立つけど、使いこなすのに手間取るもの達。カケルの手でついでに叩たたき直してくれると嬉うれしいわ」

「そのくらい面倒な連中ってことか」

「もちろん一番危険な戦場に向かわせて全滅させても、いっこうに構わないわ」

「ぶっちゃけたな」

「それが今のカケルに一番役に立つでしょう？」

　なるほど。

　つまり「腕が立つ上に死んでも惜しくない」連中ということか。

　確かに役には立つな。

　ていうか。

「相変わらずお前は色々考えているな」

　出会ったときから賢かったリカ。今もそれは変わってない。

　加えて他の二人に比べて一歩踏み込んだことをやってくる。

「本当は、わたしもカケルと馬を並べたかったのだけどね」

「おれと？」

「そう、わたしが直卒して、カケルの下につくの。二人だってそうしたいって思うでしょう」

　リカが水を向けると、ヘレネーもアウラも頷うなずく。

「それぞれの兵を率いて、カケルの下について、一緒に戦う。大それた夢。でも当然そんなことできないから、いろいろ考えちゃうの」

　なるほど。

　確かにそれは無理だ。

　メルクーリ王国。

　カランバ王国。

　コモトリア王国。

　三国のトップを率いて戦うなんて政治的に無理があるし、そんなことをしたら体制的にもオーバーキルだ。

　実現できないこと、だからリカは大それた夢だと言った。

　ヘレネーもアウラも同じような顔をする。

　気持ちを理性で抑え込む、そんな顔だ。

　……まぁ仕方ないな。

「よし」

　おれは三人をまっすぐ見つめて言う。

「変装しろ、お前ら」

「「「え？」」」

「ナナ」

　コテージの外に向かって呼び掛けた。

　すぐに白亜の鎧よろいを纏まとった騎士の姿のナナが入ってきた。

「およびか、主」

「奴隷兵を緊急再編成、三つに分けろ」

「はっ」

「どれくらいかかる？」

「半日で」

「よし」

　頷くと、ナナは外に出ていった。

　振り向いたら、女王と姫達はまだ驚いたままだった。

　同時に理解もしたみたいだ。

　相変わらず賢いな、こいつらは。

　政治とか体制とかそういうのは知らん。

　おれの女が望んでる、だから叶かなえさせる。

「どうした、嫌なのか」

　聞くと、三人はぷるぷる首を振って、一斉に目がうるうるし出したのだった。
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　チグリスの町から少し離れたところにある、ピションという名の砦とりで。

　おれはそこから数キロ離れた、砦がなんとか遠目に見えるところに来ていた。

「主。ナナ・カノー以下二百四名、準備完了した」

「ご苦労」

　振り向き、部隊に目を向ける。

　おれとナナが鍛え上げた精鋭揃ぞろいの奴隷兵の前に、三人の女がわくわくした様子で立っていた。

　ヘレネー、リカ、アウラ。

　三人とも奴隷兵と似たような服を着ているが、紛れ込んではいない。

　同じ格好をしても、隠しきれない程のオーラが出ていた。

（カケルー）

　今度は空から声が聞こえてきた。

　半透明姿のメイド幽霊が二人、俺の横に着陸する。

　タニアとペギーだ。

　二人には砦に偵察に行ってもらっていた。

「どうだった？」

「警戒してるよ。それで、数はね……」

「五百三十一人」

　そこだけペギーが答えた。

　まだちょっとおれに怯おびえているのか、距離を取っているのか、それとも単にきっちりした性格だからなのか。ペギーはタニアに比べて正確な数字を報告してきた。

（そうそう、五百三十一人。こっちの二・五倍くらいだね）

「なるほどな。二人ともよくやった」

　二人をねぎらう。タニアは素直に喜び、ペギーは複雑そうな顔をした。

（五百人か）

「丁度ちょうどいい数だ」

（貴様一人でもな）

「いや、それじゃあ意味がない」

　エレノアが言うように、五百人っていうのは「丁度いい数」だ。

　砦にこもっていることを加味すれば、おれ一人では「ちょっと手こずる」くらいの数である。

　だが、今回はそう言う話じゃない。

　振り向き、三人の女の元に向かう。

「これから突撃してピションの砦を奪う。準備はできているか？」

　三人が一斉に頷うなずく。

「能力を貸し出す。ヘレネーは前と同じ短刀術でいいな？」

「ええ」

「リカは？」

「わたしはこういうのが得意よ」

　そう言って炎の玉を出した。

　パッと見弱くて、ちょっと実用性がなさそうな感じだ。だがまぁそれはいい。

「炎の魔力だな、わかった。アウラは？」

「わたしはこういうことを習ってきたんだけど」

　アウラはそう言って一本髪を抜いた。それを合わせた両手のひらの中で揉もみしだく。

　手を離すと、それが細かく切れていた。まるでミキサーにでも掛けられたかのように。

「それは攻撃に使えるのか？」

「もちろん、そういう技よ」

「ふむ。ならおれに使ってみろ」

　そう言ってアウラから距離を取った。

「いいの？」

「ああ」

　事もなげに頷く。

　アウラは少し迷ったようだった。そうして左右のヘレネーとリカをチラ見した。

　二人はためらうことなく頷いた。大丈夫、やって見て。と言わんばかりに。

　アウラは腹をくくって、今度は片手でちぎれた髪を握りしめ、それを飛ばした。

　飛んできた髪が鋭い風斬り音を上げる。

　まずい！

　そんな思いが一瞬頭をよぎった。

　反射的にエレノアを抜いた。

　キキキキキーン！

　金属音がして、髪を全部刀身で受けきった。

　予想外の攻撃力だ。

（油断するからだ……なんだそのにやけヅラは）

　もちろん楽しいからだ。

　一瞬肝きもを冷やしたが、今ではむしろ嬉うれしい。

「やるなアウラ」

「そう？」

　アウラはまんざらでもない様子だ。

「それを強化しよう。どういう原理でやってるんだ？　魔力か？　なんかの生命エネルギーか？」

「風の魔法と回復魔法の応用技よ」

「回復魔法？　なるほど」

　原理はよくわからんが、そこだけわかれば今は問題ない。

「よし、じゃあ行くか。まずは小手調べにあの砦を落とす」

　頷く三人、顔がわくわくしていた。

「ヘレネー・テレシア・メルクーリに短刀術を貸し出し」

『ヘレネー・テレシア・メルクーリに短刀術を貸し出します。残り二分五十九秒』

「リカ・カランバに炎の魔力を貸し出し」

『リカ・カランバに炎の魔力を貸し出します。残り二分五十九秒』

「アウラ・トリデカ・コモトリアに風の魔力を貸し出し」

『アウラ・トリデカ・コモトリアに風の魔力を貸し出します。残り二分五十九秒』

「アウラ・トリデカ・コモトリアに回復の魔力を貸し出し」

『アウラ・トリデカ・コモトリアに回復の魔力を貸し出します。残り二分五十九秒』

　一斉に限定くじ引きでゲットした能力貸し出しを使った。

　二倍期間中に引いた二等賞が大量にあるから、それを三人に使ってやった。

「えっ？　何これ」

「力が……みなぎってくる？」

　リカとアウラが困惑した。

「二人とも、もう一度力を使ってみて。さっきとだいぶ違うはずですわ」

　経験のあるヘレネーが二人に言う。

　リカが炎の魔法を使ってみた。

　炎の玉が出た。さっきよりも遙はるかに巨大で、フレアが飛び回る小さな太陽のような炎の玉だ。

　アウラはもう一度髪の毛を飛ばしてきた。

　ぶおおおーん！　というぞっとするような音がして、受け止めたエレノアを握る手がちょっと痺しびれてしまうほどだった。

「カケル様の力だわ。それを二人に貸したの。今の二人はカケル様の加護を得ている状態よ」

「カケルの……」

「加護……」

　呟く二人。おれを見つめる目がますますうっとりした。
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　ヘレネーら三人と奴隷兵、それらを引き連れてピション砦に進軍した。

　喚声かんせいを上げて、突撃する。

　反撃が来る。矢が雨あられの如ごとく降り注そそいできた。

　エレノアを振って弾はじいていく。

　その横でちらっと三人を見る。

　経験のあるヘレネーはやっぱり落ち着いてて、短刀で矢を弾いていた。

　リカは炎の魔法で矢を溶かしていた。

　髪で迎撃したアウラは打ち落としきれず、一本、矢を受けてしまった。

「あれ？　怪我けががない……」

　不思議がるアウラだが、すぐにうなずきながら言った。そして、

「そっか、これも加護なんだ」

　と納得した。

　厳密にはおれの加護であって、おれの加護ではない。

　アウラが怪我をしなかったのは、予め奴隷兵の中に紛れ込ませておいた、一等賞の貸し出し一時間を使った体力マシマシのメリッサのおかげだ。

　不死の聖女メリッサ、それに７７７倍の貸し出しつき。

（過保護だな）

　何とでも言え。

　エレノアのからかいは無視した。

　女達の無事と、後は好きに活躍させるのが一番だ。




　砦は一時間も経たたない内に落ちた。
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　砦とりでの中を当てもなくぶらぶら歩き回る。

「カケル」

　奴隷兵の格好をした女がおれの元にやってきた。

　見掛けない顔だ。

　女はおれの前に立つと、魔法を唱えた。

　すると顔が変わった。変装の魔法だ。

　変装を解いた後に出てきたのはメリッサだった。

　不死の聖女メリッサ。ソロン教でも高い地位にいる彼女は、奴隷兵と同じ格好をしていた。

「お前、大丈夫か？」

「うん、あたしは大丈夫！　というか普段よりもずっと平気」

「そうか？」

「だって怪我けがの一つもしなかったもん、カケルのおかげで」

「リカに魔法が直撃してなかったか。肩代わりして大丈夫だったのか？」

「あれはデコピンくらいは痛かった」

「流石さすがだなお前は」

「で、あたしはこれからどうすればいいの？　また第一小隊のところにこっそり戻ればいいの？」

　メリッサは今、第一小隊にこっそりつけていた。

　例の、おれのために命を投げ出しかねない第一小隊だ。

　鍛え直すまでの間、メリッサにこうして護まもってもらっていた。

「いや、もうしばらくヘレネー達三人のことを頼む」

「両方護っちゃおうか？」

「それじゃお前の負担が大きすぎるだろ？」

「大丈夫大丈夫。それにあたし、カケルのために何かしたいから」

　メリッサを見る。顔が生き生きしていた。

　元々開けっぴろげな性格をしてるけど、ここ最近更に性格が変わってきた。

　聖女とはかけ離れた、年頃の少女という感じのイメージを受ける。

「本当にいいのか？　やってもらうことが全然違うぞ。ヘレネー達と第一小隊とでは」

「女王達が完全介護で、奴隷兵達は致命傷からだけ護るんだよね」

「ああ」

　ある意味奴隷兵の方が完全介護だが。

「お前の力は信用している。対象が二十人から二十三人になったところで大した違いはない」

「カケル……」

　メリッサは赤くなって喜んだ。

「だが、対象によって違うことをやるとなったら話が違ってくる。全力と手加減を同時にやれってことだ。おれの感覚じゃ左手で四角と右手で円を同時に描くくらい難しいと思うんだが」

「あっ、その例え上手うまい」

　メリッサは感心した。

　ってか、やっぱりそれくらいの難易度が上がるんだな。

「大体そんな感じだよ。でも大丈夫、無理じゃないから」

「ふむ。わかった。なら頼む」

「うん！」

「終わった後にたっぷり可愛かわいがってやるからな」

「……うんっ！」

　メリッサは再び変装の魔法を使うと、立ち去った。

（あやつもすっかり乙女おとめだな）

「そうだな。だいぶ印象が変わった」

（我は昔の聖女殿の方が好みだったんだがな）

「へえ？　それは意外だ」

（あっちの方が心につけいる隙すきがあるからな）

　エレノアはクククと笑った。そんなエレノアにデコピンを喰くらわせる。

「今までつけいった奴やつらはそういう人間ばかりだったのか？」

（うむ。特に英雄と呼ばれる人種はそうだな。心は光にあふれているが、決まって奥底に凝縮された闇やみがあった。それが美味だったよ）

　またククク。

「趣味悪！」

（そういう意味では貴様はつまらん。それほどの力を持っているのにハーレムを作り女を抱くことにしか興味がないのはどうなんだ？　もっと闇を作れ。乗っ取り甲斐がいがない）

「勝手なことを言うな」

　砦の中を歩いて回った。

　ナナの指揮の下、投降した敵兵の後処理をしたり、占領が進められたりしている。

「カケル様」

　しっとりした声が聞こえた。

　振り向くとヘレネーがいた。

　戦いやすい軽装のヘレネーは、普段とイメージが少し違っていて、それもまた可愛い。

「どうした」

「今そこに使者が。デルフィナの手の者だとか」

「デルフィナの？」

　なぜここに？　と思った。

「わかった。会おう」

　そのままヘレネーに案内してもらうことにした。

　砦の入り口辺りに戻ると、一人の男がいて、その男を二人の奴隷兵が警戒していた。

　二人は第一小隊の女だった。「ごくろう」と言って、キスして下がらせた。

　それから男に向き直る。

「デルフィナの部下か」

「はい。アドニスと言います」

「用件は？」

「デルフィナ様から伝言です──テオが裏切った、と」

　そう言って、一枚の封筒を差し出してきた。

「……デルフィナにわかったと伝えてくれ」





☆






　砦の中央にある一番牢固ろうこな建物。

　司令官用の部屋に、おれはナナを呼びつけた。

　デルフィナからもらった封筒──テオが裏切った証拠が入っている封筒を彼女に見せた。

　入っている手紙は二枚。一枚はデルフィナからで、状況を説明したもの。

　そしてもう一枚は、テオが蛮族軍に宛てた直筆の手紙だ。

　内容は──もうすぐ王女の二人が見つかるから、すぐに首を送る、というものだった。

「テオ・コストマス。まさか裏切っていたとは」

「ああ、そのまさかだ。あの時点でシラクーザ残党軍をまとめてたんだから、最後まで徹底抗戦して散っていくタイプだと思っていた」

「わたしもだ」

「あの時点で残党軍にいるメリットは皆無のはず。つまり、あの時点では白だったはずだが」

「その後ということになるのか、裏切ったのは。……主の脅威を知った蛮族軍が内部から切り崩しをはかった、というところか」

「なるほど」

　ナナの分析には頷うなずけるところがあった。

　おれの参戦で勢いを盛り返したシラクーザ軍に、蛮族軍が搦からめ手を使ってきた。

「今にして思えば心当たりがあるな。例の夜襲もすんなりと襲われすぎだったし、あいつが連れて行った追撃の手勢も簡単に負けすぎた」

「……確かに」

　ナナが重々しく頷いた。

「この手紙の最後に『公爵こうしゃくの地位を約束された』とあるが……これが決め手ということなのだろうか」

「公爵、か」

「富貴栄華を約束されたのだろうな。しかし、この手紙は本当に本物なのだろうか」

　ナナはテオの手紙を見つめながら言った。

「デルフィナはおれに噓うそをつかない。本物か、あるいはデルフィナも騙だまされているかのどっちかしかない」

「あの女は騙されない」

　ナナは断言した。

「情報の真偽を見分ける目は天下一品のはずだ。でなければあそこまで稼かせげない」

「同感だ」

　つまり、この手紙は本物だと言うことになる。

　デルフィナが何らかの形で摑つかんだ本物の情報だ。

「……主、わたしに命を」
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「命？」

「主をコケにしたヤツは許せん。一刻でここにヤツの首を晒さらしてやる」

　微かすかに憤慨するナナ。

　普段は冷静沈着な武人ということを考えれば、もはや激怒って言っていいレベルだ。

「いや、いい」

「許すのか」

「そうじゃない。お前はこの砦を守っていてくれ。安心して兵を任せられるのはお前しかいない」

「……」

　ナナは複雑な顔をした。

「任せた。いいな」

「承知した」

　短い沈黙の後、頷いたナナにキスをしてやった。

　きょとんとするナナ。

「よく怒ってくれた。気持ちはもらっていく」

　ワープの羽根を取り出す。

「ヤツは、このおれが直々に成敗する」





☆






　チグリスの町、領主の舘やかた。

　訪ねたおれは、テオの元までまっすぐ通された。

「これはこれは男爵だんしゃく様、探しておりましたぞ」

「おれを？」

「さよう。実は兵の再編が完成したのです。近いうちに反攻に出るつもりですが、その前に王女殿下に激励をしていただきたい」

「……」

「何しろ我々は残党軍。そして再編した兵どもは玉顔を知りません。ここは一つ兵に王女殿下達から直々に激励をしていただきたいのです。さすれば士気も上がり、勝利は揺るぎないものになるでしょう」

「……ほう」

「王女殿下は今いずこにおられますか」

「その前に一つ聞きたい」

「なんだろうか」

「これのことだ」

　テオに手紙を突きつけた。デルフィナから入手した手紙だ。

　それを見た瞬間。

「そ、それをどこで──」

（自白したようなものだな）

　エレノアがクククと笑った。

　いつにも増して楽しそうなのが腹立つ。

「い、いや待ってくれ、誤解だ」

「誤解？」

「そう誤解だ。そうだ、向こうについたフリをしてやったのだ。内通したフリをすれば、敵も隙を見せるかもしれないのでな」

「そのフリとやらで、どれだけの兵を犠牲にした？」

「うっ」

　テオは言葉をつまらせた。

　そして、徐々に表情を変えていく。

　焦あせりから、怒りへ。

　おれを睨にらみ、やがて嘲笑に。

「ふ、ふふふふふ」

「何がおかしい」

「予想外のことが起きたせいで予定が狂ったが、まあいい。貴様がここに一人でやってきたのなら、それはそれで好都合だ」

「なんだと？」

「──貴様さえいなければ、後はどうとでもなると言うことだ！」

　テオがそう言った瞬間、おれの足元に魔法陣が広がった。

　あらゆる光を吸い込む純黒の魔法陣。

　それが広がっておれの全身を包む。

「さらばだ。虚無の空間で永遠にさまようがいい」

　勝ち誇ったテオの顔を見たのを最後に、おれは純黒に包まれた。

　何もない空間。

　上下左右もない。立っているのか寝ているのか、浮いてるのかどうかさえわからない空間。

（やられたな）

「なんだこれは」

（禁呪の一種だ。かつては主に処刑に使われた）

「処刑？」

（これ自体に害はない。ただ捕えた者を隔離するだけだ。ただし捕えられた者は生きているうちは出られない。餓死するか、心を破壊された後にだけ、この空間は解除される。発動すれば相手を捕え、しかる後に対象の死骸しがいを吐き出すという便利な呪文じゅもんだな）

「エグいな」

（これをフィオナとマリに使うつもりなのだろう。この呪文で捕えてしまえば、確実に二人の死体が手に入るのだからな）

「なるほどな。で？　ここから出るにはどうすればいい」

（死ねば出られるぞ）

「死なないで出る方法を教えてくれ」

（ないな）

「噓つけ。本当にそうならひかりに会えなくなるお前がそこまで落ち着いていられるはずがない」

（痛いところをピンポイントで突いてくるな貴様は）

「いいから話せ」

（はあ……。この空間全体が壁だと言えば理解できるか？）

「空間全体が壁？」

　おれが感じているのは、ここは何もない闇の空間ということだけだ。

　それが、周りは全部「壁」なのか？

　ならば──とエレノアを握った。

「ただ、お前を全力で叩たたきつければいいんだな」

（そういうことだ）

　答えるエレノア。どこか楽しそうだ。

「いくぞ。うおおおおお！」

　全力で──レッドドラゴンを倒したとき以上の全力で壁にエレノアを叩きつけた。

　７７７倍の力。追加攻撃100％つきの攻撃。

　闇が──砕け散った。

「なっ！」

　テオが驚愕きょうがくする顔が見えた。

「ば、馬鹿ばかな！　あの空間から戻ってこられる人間がいるなんて！」

「……何か言い残すことはあるか？」

　エレノアを握ったままテオに近づく。

「ま、待ってくれ。話を──ちゃんと話せばわかる」

「いいだろう。話してみろ」

　あくまで冷徹に聞き返す。

「そうだ。私が向こうに掛け合おう。お前を今の男爵から侯爵こうしゃくにあげてもらえるようにな。難しいことではあるが、私ならできる。だから、な」

「……」

「か、金が欲しいのか。わかった、金貨で──」

「ふう」

「わかった領地だな！　金も身分も領地だって話をつける、なるべく中央に──」

「もういい」

　エレノアを横薙なぎに振った。テオの首が飛んだ。

　一呼吸遅れて、ゴロンと音がした。首の切断面から血が噴き出して、テオは崩れ落ちた。

（一撃とは優しいな、貴様）

「痛めつける価値もないからな」

（ククク、それもそうだ）

　楽しげに笑うエレノア。

　こいつは今日楽しいばっか言ってるな。ちょっと腹が立つ。

　が、これで。

　今度こそシラクーザは反攻を開始するはずだ。
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「うおおおおおお！」

　血風が踊る。

　両軍がぶつかり合う最前線、その中心地。

　おれのまわりを温かい血と人だったもののかけらが飛び散っていた。

　黒衣漆黒オーラを纏まとい、二振りの魔剣を振るう。

「ま、魔剣使いだ」

「ひぃいいい！」

　最初に放った圧力で、ほとんどの敵は跡形もなく消え去っていた。

　おれの前に残ったわずかだけの敵兵も、ほとんど腰砕けになって逃げ惑っている。

「タニア、ペギー」

（いるよー）

（はい）

　手が空いたから、元気と内気のメイド幽霊コンビを呼び出した。

「状況は？」

　二人は空高く飛び上がって、手をおでこにかざして遠くを見た。

（左翼の敵も潰走かいそうしてるよー）

「さすがナナだな」

（う、右翼もやや優勢。あっ、リカ様とイオさんが魔法の詠唱を始めました）

「そうか。なら時間の問題だな」

　魔剣を構えたまま、現状を整理した。

　チグリスの近くにある、ヤルコンと呼ばれる場所。

　上空から見ればただの荒れ地にしか見えないそこに名前がついているのは、昔から何度も大きな合戦が行われてきた古戦場だったかららしい。

　そこで蛮族軍とシラクーザ軍が真っ向からぶつかった。

　こっちの兵力は四千七百。三カ国からの援軍四千五百に奴隷兵二百だ。ちなみに親衛隊はフィオナとマリを守るために置いてきた。

　蛮族軍は五千。数の上ではほぼ同等だ。

（しかし、貴様がその陣形を採用すると言い出したときは、どこかおかしくなったかと思ったぞ）

「鶴翼の陣のことか？」

（名前は知らんが、どう見ても多勢が小勢を包囲する陣形だった）

（あっちとこっちは同じくらいの数だったもんね）

　ひかりも会話に参加してきた。

（どこかおかしくなったのかと思ったぞ）

「二度言うな。……正解だっただろ？」

（貴様以外にはできん手だがな）

　陣形を展開するにあたって、兵力をこんな感じに分けた。

　左翼、ナナ・カノー率いる王国連合兵二千。

　右翼、三王女率いる同じく王国連合兵二千五百。

　中央、おれと奴隷兵二百。

　両翼に極端に兵を振り分けて、中央でおれが無双することで、鶴翼の翼の効果を発揮させた。

　事実、中央はおれがひとりで十倍近くいる敵の本体を潰走させて、今、両翼は徐々に敵軍を包囲しつつある。

（我はもういちいち貴様のやることに驚きはせんが、後世の歴史家がなんと言うかな？）

「なんとってどういうことだ？」

（歴史は勝者が作ると言うが）

「よく聞く言葉だな」

（貴様のは滅茶苦茶過ぎて、勝者が散々水増しした歴史だと受け取られるだろうなということだ）

「ああ、そういうことか」

（大抵は史書に載せるとき勝者が水増しするものだが、貴様のはこれ以上水増ししたら神話のレベルになりかねん）

　それはそれで楽しそうだ。

「閣下」

　斜め後ろから呼び掛けられた。

　第一小隊隊長、ニキだ。

「どうした」

「追撃の用意が整っているであります」

「追撃か」

　目の前の敵兵を見た。

　総崩れで敗走している。

　今追撃したらイチコロだろう。

「そうだな。こっちの損害は？」

「各隊、魔法の玉の使用率が五割を超えているであります」

「五割。全部の部隊でか」

「そうであります」

　一瞬たじろいだ後、ニキが答えた。

　前に自分達だけ突出して損害を出しすぎて、おれに怒られたことを思い出したんだろう。

　にしても全部五割か。

　追撃はやめにするか？

　そう、おれが考えていたとき。

「閣下！」

　ニキが声を上げた。目を見開かせて前方を見つめる。

　視線を追っていくと──血の風が踊っていた。

　逃げていく敵兵の、更に向こうから何かが来る。

　それは兵を斬り殺しながら向かって来た。

「下がってろ……邪魔になる」

「はっ」

　ニキは言われた通り後ろへと下がった。

　背後の気配から、奴隷兵達も距離を取ったのがわかる。

　そして、そいつが見えた。

　力尽くで作った鮮血の花道を悠々と進んでくるのは、痩やせこけた一人の男。

　いかにも病弱。さもなくば何か呪のろいに掛かっているような、線の細い男。

　得物えものは魔法剣の類たぐいか？　刀身が細く、光って波打っている。

　それを振ると、逃げ遅れた味方の敵兵を縦に真っ二つにした。

「まーたっく。役に立たない弱卒どもねえ」

　男はオネエ口調で言いながら、悠々とこっちに向かって来た。

「あんたが魔剣使いかしら？」

「お前は」

「万戸将軍タナシ・アリアドネ。よろしくねえ」

「万戸？」

「一万人の部下を持つことを許された地位って意味。すごいのよお、うちの国じゃ二人しかいないんだから」

（重鎮って訳か）

　エレノアの言葉に小さく頷うなずく。

「その万戸将軍が、なんで自分の兵を斬った」

「だあって、こんな弱卒いらないじゃない。敵を前にして逃げ出すようなのは。兵は兵らしく、死んでもぶつかっていかなきゃダメ」

「……」

「敵前逃亡だから、あたしが処刑したってわけ。理に適かなってるでしょう？」

「……さあな」

　よくわからん。

　言いたいことはよくわからんが、腹は立った。

「その点、あなたはいいわ。あなたの兵もいいわあ。ねえ、その子達、あたしに頂戴よお」

　背後の奴隷兵達が動揺する気配を感じた。

「断る。こいつらはおれのものだ」

「じゃあ、あなたを倒してあたしがその子達をもらうわ」

　魔法剣を構えるタナシ。ゆっくりと向かってくる。

　おれはエレノアとひかりを構えて応戦しようとした──。

「じゃまよ」

　タナシの前、比較的軽傷だった一人の敵兵がもがきながら起きて、おれに槍やりを構えようとした。

　それをタナシは斬った。真っ二つにした。

「……」

「いくわよお」

　甲高かんだかい声をあげて飛び掛かってきた。

　その身のこなし、ただ者じゃない。

　敵兵を斬って巻き起こした血の風といい、今までおれが戦ってきた相手で一番強いかもしれない。

（ナナ嬢と同等か、へたするとそれ以上だな）

　エレノアが冷静に分析した。

　そうだな。大体それくらいだな。

　が、人格はお呼びもつかないくらい下劣だった。

「ニキ」

「はっ、閣下」

　呼ばれたニキは一歩前に進み出た。

「力を借りる」

「何なりと」

「ニキに速度を貸し出し」

『ニキ・セフェリスに速度を貸し出します。残り二十九秒』

「コピープラス発動、ニキの速度をコピー」

『ニキ・セフェリスから速度をコピーします』

　くじ引きの賞品、能力貸し出しとコピープラスのコンボ。

　通った瞬間、全身に力がみなぎるのを感じた。

　黒衣漆黒オーラを纏い、二振りの魔剣を振るう。

　ザザザザ。

　斬撃四連。

　突進してきたタナシの両腕両足を斬りおとした。

「あらあ？」

　自分に起きたことがまだわかってなくて、気の抜けた声とともに地面に落下していく。

　ドサッ！

　肉の塊かたまりが地面に落ちる音が聞こえる。

「な、なんなのこれええ、何なのよおおおお」

　絶叫が聞こえた。タナシの甲高い──聞くに堪たえない絶叫が。

（堪えないのならトドメをさしたらどうだ？）

「断る」

　拒絶した。

　ちらっと背後を一瞥いちべつする。

「ニキ」

「はっ」

「そいつが死ぬまでしっかり見守っとけ」

「了解しました！」

　敬礼するニキ。奴隷兵二百人が転がっているタナシを取り囲む。

　おれの命令を正しく理解したニキは、わめくタナシが絶命するまでしっかり見届けたのだった。
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　ヤルコンの先、ユフラテスと呼ばれる町。

　戦場で万戸将軍タナシを失った蛮族軍は、激しく戦意を喪失していた。

　タナシがそれほど大きな存在だったということか。

　残存兵を掃討しつつユフラテスまで進軍すると、副将を名乗る男が密使を出してきて、命の保証と引き替えに降伏を申し出た。

　おれはそれを受け入れた。
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　ユフラテスの町。

　シラクーザの領内でもっとも発展した町で、古くから商業と文化の二つで栄えてきた町だ。

　商人達のほとんどはこの町に拠点を作り、多くの文化人達もここに住んでいた。

　それほどの町。

　そのユフラテスに、悠々と立ち入った。

　兵達に守られて、巨大な神輿みこしが町に入る。

　それは一言で言えばキングサイズの天蓋付きベッドのような代物だ。

　サイズはベッドだが、作りはソファー。その上にフィオナとマリが乗っている。

　それを兵が前後左右に十人ずつ、総勢四十人で担いでいる。

　最初は馬車に二人を乗せて入るつもりだったが、アウラにやんわりと却下された。

　ヘレネーよりもリカよりも、一番「民に近い王族」であるアウラは、

「この方が王族らしく見えるの」

　と言った。

　それは過去の人生の大半を軟禁されて過ごしてきたリカにも、軍事方面に才能を特化させたヘレネーにもない発想だった。

　もちろんおれにもない。が言われれば理解はできる。

　車輪に乗せて運ぶより、人間に担がせた方が「ハクがつく」。

　だからそうした。

　神輿の上に乗っているフィオナとマリはシラクーザ王族の衣装を着せている。

　神輿と相まってかなりそれっぽくなったが。

「き、緊張するわ」

「お姉ちゃんしっかりして」

　自己申告通りめちゃくちゃ緊張している様子のフィオナ。

　しっかりしてと励ましながらも、実は同じくらい堅くなっているマリ。

　遠目には大丈夫だが、近くで見るとボロボロだった。

　そんな二人を乗せた神輿は、町に入って大通りをゆるりと進む。

　それをユフラテスの民が道の両横に集まって、大歓声で迎え入れた。

　チグリスのときと同じだ。

　シラクーザゆかりの人間が戻ってきた、王族が戻ってきたことを民が心から喜んでいる。

　あのときはどうしてかと思ったが、タナシのことを見てから何となくわかった。

　蛮族軍は民の心を摑つかめていない。

　それどころか、多分不満に思われていた。

　それが巡り巡って、シラクーザにゆかりのあるフィオナ姉妹への歓迎に繫つながった。

　だが、その歓迎はフィオナとマリにとってプレッシャーでもあった。

「フィオナ様バンザイ！」

「マリ様バンザイ!!」

　あちこちから二人を称たたえる声が上がる。

　それでますます二人が緊張して萎縮いしゅくする結果になっていた。

　神輿の横を歩くおれは二人を見上げて言った。

「フィオナ、マリ。もっと気楽に構えてていいぞ」

「カケルさん……」

「もし何かあっても、おれがいる」

　フィオナがハッとした。

「お姉ちゃん、しっかりして」

　マリもさっきとまったく同じ言葉を繰り返した、が、口調がまるで違う。

　そこにあったのは、緊張じゃなくて興奮。

　傷口の舐なめあいじゃなく、強い語気で姉を叱咤しった激励する口調だ。

「カケルさんに恥をかかせたらダメだよ。ほら、みんなが見てる」

　マリはそう言って、神輿の反対側を指差した。

　みんなというのは民のことなのかと思ったが、マリが指差したのは民じゃない。

　神輿の横を歩く、ヘレネー、リカ、アウラの三人だ。

　三カ国の首脳、変装しておれの部隊に混ざって行軍している彼女達。

　その三人を見つめながら、マリが言う。

「ここでわたし達がおどおどしたら失望されちゃう」

「……そうだよね。今さらキョドっちゃダメだよね」

「うん！」

　持ち直すフィオナ。姉の返事にはっきり頷うなずくマリ。

　今の話がどうしてヘレネー達三人に関わるのかわからない。

（愛されているな）

　エレノアが言った。からかい半分の口調だ。

「どういうことだ？」

（ヘレネーもリカもアウラも、王族としての務めを立派に果たしている者だ。同時に、貴様の女として恥ずかしくない振る舞いを心がけている）

「それはそうだな」

　何となくそんな感じはする。

　公私ともに頑張らなきゃという意気込みを感じる。

（この姉妹はそんな三人に負けるわけにはいかんと言っているのだ。王族でありながら貴様の女。その比較対象があの三人なのだ）

「ああ、なるほどな」

　納得した。

　確かにフィオナとマリはあの三人と立場がまったく一緒だ。

　自分達と照らし合わせて比較するのは当然のことだ。

　正直そんなことはどうでもいい。どっちにしろフィオナもマリもおれの女だ。

　だが、そんなおれの思いをよそに、二人は落ち着いた。

　神輿の上で、衣装に負けないくらい王族っぽい振る舞いを始めた。

　ならそれでいいのかもしれないとおれは思った。
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　伝統的にシラクーザの王は北側、王妃は南側に宮殿を構える。

　王都はまさにその作りになっていた。

　ならば女王二人だったらどうするのかというと──おれ達はユフラテスの北側にある屋敷に入った。

　その屋敷に謁見えっけんの間を急ごしらえで作ってもらって、フィオナとマリの玉座を並べることにした。

　左にフィオナ、右にマリ。

　おれは二人の斜め前──いわゆる大臣ポジションに立っていた。

「ムラト・フェリスと申します。両殿下にお目に掛かれたことを光栄に思います」

　鎧よろい姿の男が跪ひざまずき、恭うやうやしく二人に挨拶あいさつした。
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「ユウキ閣下にもお会いできて光栄です」

　一応シラクーザ男爵だんしゃくのおれにも挨拶をした。

「あなたがこの町の責任者なの？」

　フィオナがフランクな口調でムラトに聞いた。

「いえ、責任者といいますか、ユフラテスは万戸将軍様──おっとと、タナシが治めていました。わたしはその副官でございます。ですので、今は一応責任者といえば責任者ですが……」

「副官？」

　首を傾かしげるマリ。

　ムラトが大急ぎで補足説明する。

「はい。いやあ、あの男はひどいヤツでした。わたしも何度も止めようとしたんですが、人の話を聞くような輩やからではありませんでした。もう独断専行、全部タナシのやったことですはい」

　ムラトは最初から早口でまくし立てる。

　口に泡して、ツバを飛ばしてきた。

　いろんな意味で不快になる相手だった。

（ククク、全力で責任回避をしているな）

　ついでに、フィオナとマリに取り入ろうともしているな。

　まあ、わかる。やりたいことと気持ちはわかる。

　人間としてはあれだが、いちいち指摘するのも面倒なので、この際よしとする。

　テオみたいになんで裏切ったのかわからない奴より、こういうタイプの方が扱いやすい。

　寄らば大樹。ならこっちは大樹でい続ければいい。

（貴様も言うようになったではないか）

　言ってないけどな。

　心の中でエレノアと会話を続ける。

　その間、ムラトのくっちゃべりは続いていた。

「というわけで、ヒデケルのことはわたくしめにお任せくだされ。あそこにいる奴とは古くからの付き合いですから、わたくしが説得すれば」

「ヒデケル？」

　おれは話に割り込んだ。

「はい。ヤルコン西にある砦とりでの名前でございます。チグリスとユフラテスの間ということになりますな。本来は睨にらみを利きかせるのにいい場所にあるのですが、現状はむしろ孤立している状態というわけです」

「なるほど」

　タナシが死んだせいで、勢力が寸断されたってことなのか。

「ですので、かるーく説得すれば」

　その言い方だと本当にかるーく聞こえてくる。

「説得かぁ」

「どうする、お姉ちゃん」

　二人は悩んだ。悩んだ末、おれに救いを求めるかのように視線を向けて来た。

　おれは咳せき払いして、言った。

「陛下達がなさりたいように」

　まっすぐ二人を見つめて、それだけ言う。

　暗に好きにしろ、何があってもおれがケツを持ってやる、と匂におわせる。

　そしてそれは……正しく伝わった。

　フィオナとマリはムラトを見て。

「「じゃあ、説得をお願い」」

「お任せあれ！」

　託されたムラトは胸を叩たたいて言った。

　満面の笑顔。女王に重用された喜びってとこか。

「それでダメだったときは、カケルさん、お願い」

　だが、マリの追加の一言で、ちょっとかわいそうになるくらいしょげてしまうのだった。
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　謁見の間を出て、廊下を歩く。

　フィオナとマリの護衛はナナに任せてきた。

　そうして廊下を歩いていると、向こうから一人の女が使用人に案内されてやってきた。

　黒いシルクの帽子に、背中を大きく露出させたドレス。

　王侯貴族の上品さとは、別の種類の色気を自然と放つ女。

　デルフィナ・ホメーロス・ラマンリ。

　その財産は一国のそれに匹敵するとまで言われている商人の女だ。

「ご無沙汰しておりますわ、カケル様」

「ああ」

　立ち止まって話すおれとデルフィナ。

　彼女を案内してきた使用人はそっと壁際に移動して、おれ達の邪魔にならないように離れた。

「来てたのか」

「ええ、たった今」

「どうだ？　儲もうかったか？」

「ええ、とても」

　デルフィナは婉然と笑った。

「そうか、それはよかった」

　おれはそう言うと、デルフィナの腰に手を回して抱き寄せた。

　不意打ちに反応できない彼女は、おれの腕の中に収まった。

　そのまま──キスをする。

　甘い香りの唇を吸う。

　見た目とは違って、おれの腕の中に収まってしまうと途端に少女っぽくなる彼女の唇を楽しんだ。

　たっぷり味わってから、解放してやった。

「……いくらなんでもいきなりすぎますわ」

「儲かったんだろ？　おれのおかげで。分け前だ」

「ずるいことをおっしゃいますのね」

　デルフィナの拗すねた顔。腕の中から解放してやったのに、まだ可愛かわいかった。

　綺麗きれいと言うより可愛かった。

　彼女は一度深呼吸して、表情を引き締めた。

　そして、おれに言う。

「カケル様。一つ許可をいただきたいのですが」

「なんだ、許可って」

「実は物資だけではなく、今回もまた情報を売って儲けたいと考えておりますの」

「情報？」

　なんの情報だ？

　一瞬テオのことを思い出して眉まゆが動いた。

「勘違いなさらないで。売りたいのはカケル様の情報と魔剣の情報ですわ。魔剣が本物であることと、新たに出現した魔剣、そしてカケル様がそれを使いこなす魔剣使いであること。この三つを売りたいと考えてますの」

「……それでお前が儲かるのか？」

　おれはちょっと考えたが、どういうことかわからなかった。

　その情報が金になるのか？

「売り方次第、とだけ」

「そうか」

　何もわからないが、デルフィナがそう言うからにはそれで儲かるんだろうな。

　なら、それでいい。

「許可してもいいが、一つだけ条件がある」

「また、分け前ですか？」

　悪戯いたずらっぽく言われた。それを敢あえて流して言う。

「ひかりが人間の姿になれるのは内緒だ。あくまで──魔剣ひかり」

「ええ。それはもう、ちゃんと心得てますわ」

　もちろんだと言わんばかりだった。

「ならいい」

　それさえ守ってくれれば問題ない。

（親ばかだな）

　いつも通りからかってくるエレノアを無視する。

　そして、デルフィナの肩を抱いて歩き出す。

　それには、デルフィナも、彼女を案内してきた使用人も驚いた。

「カケル様？」

「この後の用事は？」

「陛下がたにご挨拶が──」

「ないなら付き合え」

　フィオナとマリならおれが後で言っておけば大丈夫だ。

　そうして、一番近くにある部屋にデルフィナを引き込んだ。

　部屋の中にベッドがある。ビンゴだ。

　彼女を連れ込んで、慌あわてる使用人を閉め出した。

　そのまま、キスをする。

　今日二回目のキス。

　デルフィナは口と舌の動きに合わせるのが巧うまかった。

　しばらくキスをした後、解放する。

　さっきよりも、遙はるかに上気した顔になった。

「いきなりなんですか」

「分け前をもらうぞ」

「え？　それは先ほど──」

「いらないとは一言も言ってない」

「そ、それは確かに……そうですが」

「嫌か？」

「……」

　デルフィナは拗すねた顔をした。

「……ずるいお方」

　そのままおれはデルフィナを抱いた。

　先の戦いで溜まった昂たかぶりを、全部彼女に注そそいでやった。

「本当にずるいお方ですわ……」

　深夜になって、ヘトヘトになった彼女はこう呟いた。

　やっぱりこういうときのデルフィナはメチャクチャ可愛かった。
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　夜のとある部屋の中。

　一見普通の部屋だが、ひとつ大きな特徴があった。

　部屋のど真ん中に広いテーブルが置かれていて、テーブルの上には大量の砂があった。

　これらはただのテーブルでも砂でもない、この世界における魔法アイテムの一種だ。

　魔力を込めて作動させると、砂が魔力を帯びて立体的な地図になる優れものだ。

　それを囲んでいるのは、おれとナナとヘレネーの三人。

　将軍タイプのナナと、軍師・参謀タイプのヘレネー。

　二人にこの後の進軍ルートについて考えを聞いてみた。

　すると、ヘレネーはサンドテーブルに魔力を送って地図を描いた。

「ここが今いるユフラテス。この先にガリラヤとキレネト、ゲネサレ、ティベリアの四つの町があります。次に攻略するとしたらこの四つのどれかになるでしょう」

「優先順位は？」

　ヘレネーに聞く。

「ゲネサレ以外大差ないというところです。いずれもここを突破すれば旧シラクーザ王都……今はアドリアと名前を変えられたところまで一直線になります」

「ゲネサレとはどういうところなんだ？」

「王都に続く道を睥睨へいげいするように作られた町です。相応の兵力と聡明そうめいな方がいれば攻守ともに力を発揮して要塞化できる場所です」

「ならそこから攻略した方がいいんじゃないのか」

　放置しておいたら背中を突かれることになりそうだ。

「いえ、ここには一部隊を張り付かせておけばいいでしょう。落としてもいいのですが、中途半端に生かしておいた方が向こうにダメージを与えられます。じわじわと毒のように」

「なるほど」

「そこにはナナさんを派遣されることをお勧めします」

「わたしを？」

「はい。ゲネサレを生かさず殺さず、加えて、長時間進むも戻るもできない程度に叩たたき続けることができるのは、カケル様かナナさんしかいません」

「……なるほど」

　ヘレネーの言いたいことはわかった。

「全力で手加減する、ということだな」

「はい。その通りです」

「なるほど。ナナがゲネサレを引きつけている間に、他の三つを落とすのか」

「いえ、できればアドリアまで」

「そこまで一気に行けるのか？」

「はい。その間、敵兵にはできるだけゲネサレに逃げ込んでもらうようにします」

「……そうできるよう、生殺し状態を維持しろ、と」

「その通りです」

　見つめ合うヘレネーとナナ。

　かつて正規軍と反乱軍として敵対する立場にあった二人。

　それが今こうして仲間として向き合っているっていうのは、ちょっと面白おもしろい。

「ですので、カケル様かあなたしか」

「承知した。任せていただけるのなら全力をもって応える」

　これはヘレネーにじゃなくて、おれに向けた台詞せりふだ。

　ナナはある意味奥ゆかしい女だ。

　おれの命令にはなんでも従うけど、自分から進んで何かを要求することはない。

　命令をねだることもあまりない。

（彼女にしてはかなり踏み込んできたな）

　エレノアが言う。おれもそう思う。

　やらせてくれとは言ってないけど、実質そう言っているようなものだ。

　普段はこういうことさえ中々ないから新鮮だ。

　おれはちょっと考えて、ヘレネーに聞いてみる。

「敗走した兵を確実にゲネサレに逃げこませる方法はないか？」

「あります。わざとゲネサレ方面だけ包囲を緩ゆるくする、ゲネサレだけは戦況がいいと噂うわさを流す、ゲネサレの指揮官を焚たきつける。などが考えられます」

「そうか、あるのならそれでいい」

　驚き、淋さびしがるヘレネー。

　詳しく聞いてくれないのか？　という顔だ。

「後は全部二人に任せる。上手うまくやってくれ」

「！　はい！」

「御意」

「おれも好きなように使え。駒としてぶん回してくれてかまわん」

「承りました」

　婉然えんぜんと微笑ほほえみ、頷うなずくヘレネー。

　その顔は初めて会ったとき、馬車から降りてきたときよりも綺麗きれいに見えた。

「カケル様？」

「ああいや、見とれてた」

「そんな……」

　ポッ、と頰ほおを染めるヘレネー。

　うん、やっぱりあのときよりも綺麗だ。

「ヘレネー殿下はお綺麗だ」

　ナナが横から言ってきた。

　至って真顔で、本気でそう言っている顔。

「わたしの目から見ても、羨うらやましくなるくらい綺麗だ」

「ナナも綺麗だぞ」

「身に余る言葉、ありがたく──」

「お世辞じゃない。それに戦場ではお前は誰よりも綺麗だ」

「……」

　あぜんとするナナ。そんなことを言われるとは思ってなかったという顔だ。

「わたくしもそう思います」

　ヘレネーも同意する。さっきのナナのときと同じだ。

「ナナさんの白い鎧よろいは戦場で映えますし、まわりの兵達に安心感と信頼感を生み出しています。それに、いつも誰よりも敵兵を斬っているはずなのに、誰よりも返り血が少ない」

「ああ、それはおれもすごいと思っていた。最初はそういう鎧なのかと思っていたが、一緒に戦っているとどうもそうじゃないみたいだよな。お前の動きが鎧に返り血がつくのを許さないんだ」

　そう。ナナはその動きの激しさで返り血を弾はじいてる。

　手数で言ったら下手したらおれをも上回っているから、それを可能にしている。

「ヘレネー殿下にも……そんなふうに思われていたとは」

「ふふ。ずっとそう思っていました」

「そうか、それならわたしと一緒だな」

　ヘレネーとナナは見つめ合うと、やがて微笑み合った。

　認め合う二人の姿はやっぱり綺麗で、綺麗を通り越して眩しかった。





☆






　フィオナに呼び出されて、彼女の部屋にやってきた。

　部屋の中だからか、フィオナは看板娘時代と同じ格好でおれを出迎えた。

「ごめんなさいカケルさん、いきなり呼び出して」

「いや、いい。それより相談があると聞いたが、なんだ？」

「相談というか──カケルさんにお願いしたいことがあって」

「なんだ？　言ってみろ」

「大将軍になってくれませんか？」

「……は？」

　あまりに突然のことで驚いた。大将軍？

「なんだそれは」

「言葉通りです。シラクーザ軍を指揮する一番偉い人になってほしいんです」

「なるのは別にいいが、どうしてだ？」

「考えたんです」

　フィオナはそう言うと、真顔になる。

「わたしが女王として、この戦いで何ができるのかをずっと。神輿みこしに乗って象徴的な存在でいるだけじゃ足りないような気がしたんです。これまでずっとカケルさんにおんぶにだっこだったから……とにかく何かしたかったんです」

「ふむ」

「それで、最近カケルさんのことが敵側に噂になっているって聞いて」

　ああ、デルフィナが流している噂だな。

　魔剣使いと二振りの魔剣についてのことだ。

「すごく恐れられているって。だったら、それをもっと大きくしたらいいのかなって」

「それで大将軍か」

「うん。いろんな人に話も聞いた。任命するのはわたしとマリが好きにやっても大丈夫だって」

「ま、二人は女王様だからな」

　そりゃ好きにやっていいだろうさ。

「というわけなんだけど……どうかな」

　フィオナはおれをじっと見つめた。

　まったく、そんなことを考えていたなんてな。

「……だめ？　かな」

　シュンとするフィオナ。

　おれが黙っていたから勘違いしたみたいだ。

「ダメじゃない。見とれていただけだ」

「え？」

「女王らしさが出てきて綺麗だなって」

「ふええええ！」

「その驚き方は女王っぽくないな」

　頰を突っついてからかってやった。

「もう、変なこと言わないでよ」

「ふっ、悪い悪い」

　もう一度フィオナを見た。同時にヘレネーとナナのことを思い出した。

「わかった。大将軍になってやる」

　まったく、おれのまわりにはいい女が多いな。
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　フィオナの部屋を出て、廊下を歩く。

　あごを摘つまみながら考えて、独ひとり言ごとのように呟く。

「大将軍か、どっちの大将軍なんだろうな」

（うむ？　なんの話だ？）

「大将軍って言葉だと、おれは征夷せいい大将軍と五虎大将軍の両方を連想するんだが、両方違うタイプの大将軍なんだよ。それで、おれはどっちなのかと思ってな」

（ふむ。征夷大将軍というのは？）

「ぶっちゃけ君主、一軍か、一勢力のトップだと認識している。政府を作ってそのトップに君臨したりするからな。皇帝が『国のことは全部お前に任せる』ってのが征夷大将軍」

（五虎大将軍というのは？）

「こっちは完全に部下だ。君主が部下の中から上位五人、強いヤツを選んで任命するものだな。名誉職に近いかもな」

（ふむ、なるほど。なら貴様はどちらも違うと思うぞ）

「そう言われるとそうかもな」

（しかし貴様の場合、その五虎大将軍というのが参考になるのではないか？　逆の意味でだが）

「逆の意味ってどういうことだ？」

（五大国の姫や女王を全員ものにするのだろう？　貴様は。姫や女王を自分の女にして、侍はべらせるのが目的。それが実現するのなら、五虎ならぬ五姫ってところだな）

「ふむ」

　五虎大将軍じゃなくて、五姫大将軍ってことかな？

　将軍じゃないが……とにかく想像してみる。

　いや、想像するよりも実際にやってみればいいんだ。

　おれはワープの羽根を取り出して、すぐにこの場から飛んだ。

「アウラ」

「カケルさん？　え、なになに」

　アウラを連れて次の場所にワープする。

「リカ」

「丁度ちょうどよかったカケル、相談したいことが──ひゃん」

　リカを加えてまたワープした。

「ヘレネー」

「いかがされましたか、カケル様」

　ヘレネーを二人のそばに引き寄せて更にワープする。

「フィオナ、マリ」

　最後はフィオナのところに連れて来た。

　マリも丁度そこにいた。

「どうしたのカケルさん」

「それに……みんなも」

　さっき会ったばかりのフィオナが戸惑っている。マリも似たような反応だ。

「みんな、並んで立ってみてくれ」

　おれがそう言うと、女達は交互に顔を見合わせた。

「どういうこと？」「どうする？」という戸惑いが彼女達の顔に出ていた。

（説明してやった方がよいのではないか）

　そうだな、と思っていると。

「並びましょう」

　フィオナが言い出した。

「カケルさんのやることですから、きっと何か意味があるんですよ」

　いや、今回は大した意味はないんだ。

　単に見てみたいだけ。

「そうね、カケル様のされることですし」

「わかった」

「どういうふうに並べばいの？　横一列？」

　女王や姫達は口々に言い合って、整列を始めた。

　左から順にヘレネー、リカ、アウラ、フィオナとマリだ。

　おれは少し距離をとって、一目で五人を見渡せるところに立った。

　五人は……ものすごく綺麗きれいだった。

　一人一人綺麗なのはもちろんだが、五人並んでいるとますます綺麗に見える。

　互いに相乗効果で高めあってるんじゃないかと思うぐらい綺麗に見えた。

「あっ、もしかして」

　リカがポンと手を叩たたいた。

「カケル、したいんだ？」

「うん？」

「だからみんなを集めたんだ。うん、これくらいいないとカケルの相手は無理だもんね」

　リカが何度も頷うなずいて、わかるわかる、という顔をした。

　いや別にそういう訳じゃないんだが……。

　単に五虎大将軍から発生したネタでおれの女達を並べてみたくなっただけだ。

　そう説明してやろうと思っているうちに、女達が先に動き出した。

　ヘレネーが服を脱ぎだして、それを見たアウラが頰ほおを染めて恥じらった。

　まだ経験の少ないフィオナとマリはどうしたらいいかよくわからないような顔をしていた。

「フィオナ、マリ。カケルの服を脱がしてあげて。あ、エレノアに触っちゃダメよ。大変なことになるわ」

　リカが仕切りだした。

　カランバにおれ専用のハーレムを作った彼女はこういう仕切りに慣れている。

　的確に指示されたフィオナとマリは、おれのそばにやってきて、エレノアに触れないように、慎重におれの服を脱がしていった。

　肌に掛かるフィオナとマリの荒くなった吐息。

　恥じらい、もじもじするアウラ。

　優雅な振る舞いで服を脱いでいくヘレネー。

　そして、一見冷静に指揮していながらも、誰よりも目が熱く、潤うるんでいるリカ。

　人前では「王族として恥ずかしくない振る舞い」を心がけているはずなのに、ただおれがここに連れて来ただけでそのことが頭から完全に抜けて、ただのおれの女として振る舞う。

（いい女達だな）

　皮肉屋っぽいエレノアをしてそこまで言わせるいい女達。

　まったく同感で……愛いとおしく感じる。

「うーん、でもわたし達全員でも足りるかな」

「メリッサさんもお連れした方がいいのかもしれませんわ。近くにいるはずですし」

　その方向で話をまとめようとするヘレネーとリカ。

「待て、それはいい」

　おれは二人を止めた。

「え？　でもそれじゃカケルが困らない？」

「気にするな」

　確かにおれはくじ引き効果で通常の７７７倍の精力を持っている、本気を出したらここにいる五人だけじゃ相手として不足するだろう。

　が。

「今日はおれが満足するよりも、お前達を可愛かわいがりたい気分だ」

　そう、そういう気分。

　いい女達を、とにかく全力で可愛がりたい気分。

　おれはそう宣言した通り、欲望解放を抑えめに、じっくり、ねっとり、優しく。

　五人の女王や姫を徹底的に可愛がってやったのだった。
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　キレネトの町。

　町の中心に作られた指揮用の高台に二人の男がいた。

　二人とも鎧よろい姿で、立ち位置からして、片方は指揮官で、片方はその副官のように見えた。

　指揮官の男はヘロドトスといい、タナシにつぐ軍の中の実力者だ。

　彼は望遠鏡を使って外壁の向こうで展開されている戦いを見ていた。

「運がよかったな」

「はい」

　横にいた副官の男が返事をした。

「ゲネサレに千刃、ティベリアにヤツが出現したとの情報がありました」

「そうか、ならばやはりこっちに来ているのは」

「百雷のイオ、と推測されます」

　副官がそう答えた瞬間、前線に雷が落ちた。

　自然現象ではない。晴れ渡った空に一瞬で雷雲が出現し、そこから複数の雷が落とされた。

　大規模な雷の魔法だ。

「正解だったようだな」

「はい。我々は運がよかった。シラクーザ軍の中で最弱の相手と戦えるのですからな」

　副官がそう言うと、ヘロドトスがにやりと頷うなずく。

「全軍に知らせろ。死力を尽くして戦えとな。あれ相手ならば勝てる」

「勝てるのですか？」

「ここでは、な」

　ヘロドトスが微笑びしょうを浮かべたまま副官を見た。

「蛮族軍は終わりだよ、君。わたしは次の身の振り方を考えねばならないのだ」

「それがこの一戦にかかっていると？」

「降るにも有利な条件で降りたいものだ、そう思わないか？　この絶好機に一勝をさらって即座に降伏を申し出れば、それこそ有利に降れるというものだ」

「なるほど」

「ヤツが介入してからは負け続きだ。ここで勝てれば唯一の白星になる。そして相手はヤツの部下でも最弱の百雷。チップを張るならここしかない。鬼の居ぬ間になんとやらだ」

「さすがですな」

　ヘロドトスは「ふっ」と笑った。

「さあ一気に片をつけろ、こっちの兵は三千、魔法使いの小娘なぞ一気にすり潰してやれ」

「はい」

　ヘロドトスは命じ、そのまま高台から戦況を見守った。

　彼は前線に出るタイプの指揮官ではない。こうして司令部にあたる場所──安全な場所から指揮を出すタイプの男だ。

　そこから次々に命令を出していく。

　戻ってくる──ひっきりなしに入ってくる戦況は自軍優勢のものばかりだ。

　やがて、喜色満面で兵士が飛び込んできた。

「ご報告！　敵軍撤退していきます！」

「勝ちましたな」

「……」

「ヘロドトス様？」

「うむ。追撃するべきか……このままでもいいが、もう少し戦果が欲しい」

　迷うヘロドトス。

　相手は百雷のイオ。

　敵軍の重鎮の一人である。一魔法使いとしてはかなりの強者の部類に入る。

　が、戦場においてはこの通り大したことはない。

　もしも、そのイオを捕えることができるのなら？　更に有利な交渉ができるのではないか？

　そう思い、決断するヘロドトス。

「よし、全軍に──」

「へ、ヘロドトス様！」

　そこに別の兵士が血相を変えて駆け込んできた。

「どうした」

「て、敵に増援です」

「増援だと？　規模は」

「ま、魔剣使いです」

　問い掛けに対して微妙にかみ合わない返事。

「なんだと！」

「落ち着いてください、ヘロドトス様」

　驚くヘロドトスを、副官がフォローした。

「ティベリアにヤツが現れたとの情報があります。向こうの戦果を考えればあちらが本人です。そしてここキレネトとティベリアとは離れております。鳥の如ごとく空を飛んできたとしても、この速さで辿り着けるはずがありません」

「そ、そうだったな」

　ホッとするヘロドトス。

　副官が気づかせてくれた両地の距離差が彼を安心させた。

「すると偽者、はったりか」

「はい。近頃流行はやっている魔剣のレプリカを持った何者かでしょう」

「ならば排除させろ。偽者の魔剣使いが率いる部隊など潰してしまえ」

　命令を下すヘロドトス。が、兵士は動かない。

「どうした、伝令に走れ」

「そ、それが……」

「どうした」

「部隊では……ないのです」

「は？」

「単独です。魔剣使いは単身でこちらに向かってきています！」

「……は？」

　ヘロドトスがあぜんとする。

　慌あわてて望遠鏡を構えて前線を見た。

　レンズの先で、黒いオーラを立ちこめらせ、二振りの魔剣を持った男がひとりこちらに向かってきていた。

「単身だと……まさか」

「本物……？」

　副官の零した言葉に、ヘロドトスが青ざめた。

　部隊を率いてではなく、単独で真っ正面から向かってくる。

　戦術を飛び越えて、もはや戦略級の存在になりつつある男。

　本物のエレノアを操り、新たな魔剣を生み出した男。

　魔剣の主、五爵の大将軍。

　現れた男を見て青ざめたヘロドトスだったが、それでも落ち着きを取り戻した。

「全軍をここの前面に集中させろ」

「ヘロドトス様？」

「馬鹿ばかめ、一人で来るなど。いくら強かろうが人間一人で大軍相手に勝てるものか。全軍突撃してひねり潰してやれ」

「は、はい！」

　兵士が今度こそ慌てて伝令に走った。

　しばらくして、集まった兵士が揃って相手に群がっていく。

　それをしばらく見つめた後、ヘロドトスが口を開いた。

「さて、我々も行くとしようか」

「お待ちを。ヘロドトス様自らが前線に出るのは」

「誰が前線に出ると言った？」

「え？　しかし今『行く』と」

「そうだ、行くのだ。今のうちに逃げるのだよ」

「……え？」

　副官は呆然とした。自分の耳が信じられないという顔だ。

「魔剣使いが現れた以上、もはやここはもたん。兵どもが時間を稼かせいでいるうちに逃げるしかない」

「し、しかし」

「死にたいなら、お前はここに残れ。私は死にたくない。兵三千人で稼げる時間のうちに逃げおおせることにするよ」

　ヘロドトスは高台から降りると、繫いであった馬を引いて、ひょいと飛び乗った。

　そしてためらう副官を一瞥いちべつして、前線とは逆の方向に向かって馬を走らせた。

　町はがらんとしている。戦闘中に町民は家の中にいることが命じられている。

　そんな無人の町を逆走して駆け抜ける。

「別の方法を考えないとな。わたしが生き残れる方法をな」

　呟くヘロドトスは、自分の保身のことだけを考えていた。

　彼はこういう男だ。

　勝てる時だけ戦い、勝てない時はすぐに逃げ続けてきた男。

　その判断はいつも正しい。今も魔剣使いの力を正確に把握した上で、三千人を捨て駒にすれば余裕で逃げおおせられると判断した。

　だが、その判断は──今ここで初めて狂った。

　常識では測れない男によって。

　戦場と反対側から町を出た直後、正面に一人の男が待っていた。

　黒衣を纏まとい、魔剣を手にした男。

　ついさっき望遠鏡で見た顔だ。

「バカな！　なぜここに！」

「……」

「ええい！　このまま突っ切る」

　すれ違いざま、男は無言で魔剣を振った。

　ヘロドトスの視界がぐるりと回転する。

　自分の首が一太刀で刎はねられたことを、彼は最後まで理解することはなかった。
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　地面に転がった首を見る。

「こいつがここのボスってことでいいのか？」

（身なりからしてそうだろうな。しかも情報通りだ）

「危なくなったら一人で逃げ出すという話だったが……」

（デルフィナから情報を買っておいてよかったな。随分ずいぶん高くついたが）

　この男、ヘロドトスの耳より情報があるということで、デルフィナに銀貨千枚で買わないかと持ち掛けられたのだ。

　それを千二百枚で買った。そのときのデルフィナの表情がちょっとおかしかった。

　おれが大きい買い物をしたとき、銀貨三百枚ごとにくじ引き券を一枚ゲットできる。

　せっかくだし、銀貨千枚で券三枚よりも、もうちょっと足して千二百枚で券を四枚もらった方がおれにとって都合がいい。デルフィナにとっても得になる。

　ま、細かいことだが。

（貴様の情報も扱わせてやっているし、そのことで取引を持ち掛けてもよかっただろうに）

「くじ引き券をもらえるんだ、おれも損はしてない。それに」

（それに？）

「デルフィナはいずれおれの女になるんだ。どっちに転んでも結局損はしない」

（内貨扱いか、なるほどな）

　エレノアが納得する。

　彼女と話しながら、おれは黒衣を纏まとってキレネトの町を進む。

　民の姿は建物の窓からちらっと見える程度。

　逃げ出したヘロドトスの後を追ってか、たまに兵がやってくるが。

「ま、魔剣使い」

「シ、シラクーザの大将軍」

「ひいい！」

　わざわざおれを攻撃してくる兵はひとりもいなかった。

　それどころか、大半がおれを見た瞬間および腰になり、ほとんど即座に逃げ出していった。

　おかげで威嚇いかくするだけで進むことができた。

（ここも落ちたな）

「ああ。後は──」

（ご主人様ー）

（連絡です）

　メイド幽霊二人がちょっとした時間差で飛んできた。

　最近ますます行動範囲が広くなった二人はそれぞれガリラヤとティベリアに残してきていた。

（ガリラヤ、占拠完了です！）

（ティベリアも、ご主人様がいなくなった後にちょっと抵抗があったけど、無事鎮圧しました）

「そうか、ご苦労」

（抵抗か。最後まで貴様が残ってやればよかったな）

「それくらい残してきた連中がなんとかするだろ。タニア、ペギー」

　メイド幽霊達の名前を呼ぶ。

「見ての通りここももう落ちる。ナナのところに飛んで、時間稼かせぎはもう必要ないって伝えろ」

（わかった！）

　二人はあっと言う間に空の彼方に消えていった。

（これで残すところ王都アドリアだけだな）

「ああ、このまま──」

（ご主人様！）

　空からタニアが降ってきた。ナナのところに行かせたはずなのに戻ってきた。

「どうした、戻ってくるのが早すぎないか？」

（敵だよ、あっちから敵が来たよ）

　タニアは反対側、ヘロドトスが逃げていこうとしていた方角を指差した。

　大通りから続いている地平線の向こうで、砂煙が巻き起こっているのが見えた。
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　町を出て待ち構えていると、それがやってきた。

　砂煙はおれとの距離があと百メートルくらいになるまで近づいたところで止まった。

　ようやくそこでよく見えるようになった。

（わあ、お馬さんがいっぱいだあ）

　のんきなひかりの声。

　やってきたのは騎馬部隊だった。

　数はざっと数えて三百。

　数自体は少ないが、ここまでまとまった騎馬隊なら、相当の突破力がありそうだ。

（見慣れぬ旗が混ざっているな）

「ああ、蛮族軍の旗の中にやたら威勢がいいのが一つあるな」

（貴様用に作らせた大将軍の旗と似ているな）

　エレノアが言った。

　フィオナとマリに大将軍に任命された後、それ用に旗を一緒に作ってくれた。

　象徴的な存在になってくれと言う、二人の女王の考えの一環だ。

　それと似ている……ってことは。

「向こうも大将が来てるのか」

（うむ。蛮族王とやらだな）

（すっごく強そうな名前だね）

　ひかりの台詞せりふはやっぱりどことなく呑気のんきだった。

　母娘魔剣とそんなことを話していると、騎馬隊の中から一人の男が前に進み出てきた。

　手綱たづなを上手うまく捌さばいて馬と馬の間を抜けると、一番前に出る。

「カケル・ユウキだな！」

　かなりの大声だ。百メートルも離れてるのに、はっきりと聞こえてくる野太い声。

　おれは男を見た。７７７倍の視力で百メートル先にいる男を観察した。

　まるで石膏せっこう像のようなひげ面に、細かい傷だらけの鎧よろい。筋骨隆々と言っても差し支えない肉体に、太刀たちほども長い双剣。

　そこにいるだけでかなりの重圧感がある男だ。

　その男が更に口を開く。

「おれはテナイ！　テナイ・ストラトス！　クロポリス王国の王だ！」

　クロポリス王国の王、テナイ。

　おれ達がずっと蛮族軍と呼んでいる組織と、そのリーダーの男の名前だ。

（本物だな）

「ああ、間違いない」

（あれも英雄の類たぐいだな）

　エレノアは無感動に呟いた。

　こいつが言うと、本当に誰も彼もが英雄に思えてくる。

「おれが結城ゆうきカケルだ」

　テナイに負けじとおれも大声を出した。

　７７７倍の声。

　叫び声じゃない、淡々と響く大きな声。

　テナイよりも大きい声に、向こうの馬が次々と棒立ちになった。

　なんとかいななくだけで済んだのは、テナイが乗っている馬だけだ。

　テナイは馬を宥なだめつつ、おれを睨にらむ。

「よくもやってくれたな」

「敵同士、しかも戦場での出来事だ」

「なぜおれの邪魔をする。男爵だんしゃく位のためか」

　そういえばおれ、シラクーザの男爵だっけ。

　そのことを本当にしょっちゅう忘れてしまう。

「公爵こうしゃく位をやろう。しかも永世だ。なんなら貴様の跡継ぎ以外、次男あたりにも爵位をくれてやる」

　大盤振る舞いだな。

　永世継承なら、おれだけじゃなくておれの長男も跡を継いで公爵になれる。だがそれだけじゃなく次男にまで爵位をくれるっていうのは、かなり破格の条件だ。

　ま、普通ならな。

「興味ないな」

「なんだと!?　だったらなんのために戦っているんだ」

「女のためだ。おれの女を女王にするためだな」

「茶化すな！」

　何故なぜか怒られた。もうこのことは周知の事実になってるはずなんだが。

「貴様ほどの男が、傀儡かいらいを打ち立てて一体何をするつもりだ！」

「どうやら誤解があるな」

（だが向こうが正しい、貴様がやったことは酔狂にすぎる）

　そうなのかもな。だがそれもどうでもいい。

　本当に女を女王にしたいだけでも、他に何か目的があったとしても。

　目の前の男を倒すことに変わりはないんだから。

「来いよ」

「何？」

「おれを倒せば、おれが何を企たくらんでようが関係なくなるだろ？」

「……ふっ」

　テナイは笑った。

　唇を片方持ち上げて笑った。

「ふはははは、そうだな。確かにその通りだ」

　テナイが双剣を構える。

「貴様を首にすれば全てが終わる。行くぞ！」

　テナイが馬を駆って突進してきた。

　交錯する瞬間、双剣がうなりを上げて迫ってくる。

　それをエレノアとひかりで受け止める。

　斬撃は鋭いが、パワーはそれほどでもない。突進してきてこの程度なら大したことはない。

　斬撃を弾はじいて首を落とす、それで終わ──。

（おとーさん！）

　珍しくひかりの切羽つまった声が聞こえた。

　瞬間、ものすごい力がおれを襲う。

　二振りの魔剣が弾かれ、弧形の光が首めがけて飛んでくる。

「──ふっ！」

　とっさに体が反応した。

　一瞬でしゃがみこむと、下から双剣の腹部分を蹴り上げて、後ろに飛んで危機を脱出。

　油断した──と思ったら。

「なんだそれは」

　テナイの姿が変わっていた。体のまわりに黒いもやもやが集まって──変身した。

　側頭部に二本の角、背中からはコウモリの膜のような翼。

（まるで悪魔だな）

「ああ」

（うぅ……怖いよぉ）

　ひかりが怯おびえている。

　テナイの姿を見て、アウラのことを思い出した。

　コモトリア王国、知らずのうちに魔族に浸透されていた国。

　テナイも同じなのか？

「その力をどこで得た」

「どこでだと？　これはおれ自身の力だ」

「……そうか」

　力を隠したい──というわけじゃない、本気で自分の力だと思って誇りにしている目だ。

「もう一度いくぞ。うおおおお！」

　再びテナイが斬り掛かってきた。馬を操って突進すると、双剣で斬りつけてくる。

　エレノアで受け止める。手に痺しびれが走った。

「──はああ！」

　ぐっと踏みとどまって、押し返す。

（まさかやられっぱなしではいないよな）

「当然だ！」

　エレノアの発破はっぱに乗った。

　エレノアとひかり、二人からのオーラを集めて黒衣を纏いなおす。

　そうしてテナイをわずかに押し戻した後、すぐに跳んで、大上段から斬りおろす。

　双剣で受け止められた。テナイにダメージはない。

　受け止められた衝撃が下に伝わり、テナイが乗っていた馬がぐしゃぐしゃに潰れた。

　ガキーン、と魔剣と双剣がぶつかり合う金属音が響いて、テナイは潰れた馬から飛び退のいた。

　テナイと打ち合った。

　黒衣に魔剣が二振り。悪魔の姿に長い双剣。

　よく似ている二人の戦いを、いつの間に近づいてきたテナイの騎兵達が固唾かたずを呑んで見守っていた。

　地面に降りたテナイは更に手強くなった。

　馬が足手まといだったのか、スピードもパワーも馬上のときよりも増している。

　──が。

「くぅ！」

「どうした、威勢がいいのは最初だけか」

　わずかだが、おれはテナイを押し返した。

　力もスピードも技のキレも、全部おれが上回っている。

　そして、体力も。

　打ち合いを始めてから十分くらい経つと、そいつの力は目に見えて落ち込んだ。

　大粒の汗を浮かべて、苦しそうに肩で息をする。

（時間制限ありか）

「ありがちだな。うおおお！」

　ここぞとばかりにギアを上げて、更に攻撃する。

　このまま押し切れる──と思っていると。

　左右から銅鑼どらが鳴り響いて、兵が集まってきた。

　おれの──シラクーザの兵だ。三カ国からかき集めた兵。

　一人でこの町を落とすために待避させていたのが集まってきた。

　それに気をとられた一瞬。

「はああああ！」

　最後の力を振り絞って、テナイがつばぜり合いでおれを弾いた。

　ぐっと力をいれて踏みとどまる。一方、テナイはその勢いで大きく飛び退いた。

　それを追撃しようとすると。

「テナイ様！」

　騎馬隊から一人の兵が出てきた。

　新しい馬を引いてテナイのそばに駆けつける。

　テナイは一瞬でひょいとそれに飛び乗った。

「邪魔が入った。勝負はお預けだ」

　それだけ言って、やはり慣れた手綱捌きで馬を返すと、騎兵隊とともに去っていった。

　テナイは消耗してふらふらだったが、新しい馬はピンピンしていて、風のように去って行く。

　左右から集まってきたおれの兵も追いつけない程の速さだ。侵攻も撤退もかなり早い。

「シラクーザをあっと言う間に制圧できたのは、その機動力もあってのことなんだろうな」

（そうだな、惜しいが次の機会ということになるな）

「何を言ってる」

　おれはワープの羽根を取り出した。

「それを待つ必要はない」

　そう言って、ワープした。

　テナイが猛速度で撤退していく道。それはおれがこのキレネトに侵攻したときに通った道。

　ワープするのは、テナイの目の前。

「なっ──」

　出会い頭で対面して驚愕きょうがくしたテナイを、魔剣の二振りで十字に切り刻む。

　四つになって転がったテナイは、最後まで何が起きたのか理解できないという顔をしていた。
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　深夜、死体収容所の中。

　テナイの死体の前に一人の男が現れた。

　黒装束しょうぞくを着た、暗殺者のような格好の男だ。

　男はフードを頭からすっぽりと被り、そのフードからは黒いもやが漏もれ出していた。

　一目見ただけでわかる。いや、近くにいるだけでその異質さがわかる。

　気が弱い者なら、そばに近づいただけで正気を失いかねない、そんな禍々しさを内包したような存在。

　そんな男が、テナイの死体に手をかざした。

　すると、テナイの体から男と同質の黒いオーラが出て、その手に吸い込まれていった。

　魔族のような姿になっていたテナイの体は、徐々に人のそれに戻っていき、やがて黒いオーラが吸い尽くされた後には、テナイはただの人間（の塊かたまり）に戻っていた。

　今し方回収したものを確認する男。

　男は、苦渋に満ちた声で呟いた。

「魔剣を従え、魔剣を産み出した男……これで何度目だろうか」

「なーにが何度目かだって？」


「──っ！」



　男は、突如現れたもう一人の男に驚愕きょうがくした。

　パッと振り向いた先には、二振りの魔剣を持った男が、腕組みして収容所の入り口に背中をもたれ掛けさせていた。

　鋭い眼差し。一見して凶悪さを内包する、つり上げられた口角。

　魔剣を従え、魔剣を生み出したこの世界でもっとも異質なる存在。

「魔剣使い……カケル・ユウキ」

「おう」

「なぜ……ここに？」

「そりゃあこう、何度も何度も行く先々にああいう──」

　カケルはテナイの死体を指さして言った。

「──魔の存在？　的な物が出てきたら、バカでも考えるだろうが。カランバの三宦官かんがん、コモトリアの王妃、そしてこいつだ」

「……カランバの一件はどこから知った」

「おれの女に情報通がいるんでな」

「……」

「そういうのが次から次に現れるんだ。バカでも背後に何かでっかいつながりがあるって考えるだろ」

「……言っておくが、今回のはイレギュラーだったのだ」

「へえ？」

　カケルはわずかに目を見開かせて、笑みを湛たたえたまま聞き返した。

「種をまいたのは遙はるかに前。それがたまたま今芽を出したに過ぎない」

「その弁解に意味はあるのか？」

「いや。だが我らは貴様と事を構えるつもりはない」

「ほう？　おれが怖いのか？」

「我らは悠久の時を生きるもの。そして貴様は人間だ」

「……」

「数十年、長くて百年も待てば、貴様はこの世にいなくなる。我々からすれば瞬きに等しいわずかな時間だ。その後にゆるりと計画を再開すればいい。ただそれだけのこと」

「なるほど。理屈としてはわかる──だがな」

　カケルは魔剣エレノアを抜き放ち、まっすぐ黒い男に突きつけた。

「お前らがこのまま本当に引き下がる保証はどこにもないよな」

「……ならばどうする」

「決まってる」

　魔剣ひかりも抜き放った。

　魔剣から黒いオーラ──男のそれと似ているようで、本質的にまったく違う黒いオーラを纏まとった。

「斬っちまえば関係ねえ！」

「──速いっ！」

　カケルの突進する速度は男の予想を遙かに上回った。あっと言う間に肉薄され、魔剣の切っ先が目の前に迫った。

　交錯する二つの影。カケルは迎え撃つために振り上げた男の腕をエレノアで斬りおとした。

「いかなる魔剣使いといえど、剣で我を斬ることは叶かなわぬ。我らはこの世にあってこの世の理ことわりからはずれた存在」

「へえ、そうか？」

　カケルは更に口角を持ち上げながら、男の斬られた腕をエレノアで刺した。

「こういう場合再生して『ふははは効かぬわ』ってやるのが相場だけど」

「そのつもりだ──むっ」

　男が明らかに動揺した。

　何かしようとして動かした袖そでが、ビクッと動いただけで何も起きなかった。

「……何をした」

「おれは何もしてない。全力で踏み込んで斬っただけだ。後はこいつがお前らのような連中に効くかもしれない秘策があるって言ったから、それに任せたまでだ」

「魔剣……エレノアッ」

「そういうことだ。さあ、その首を置いていってもらおうか」

　言うが早いかカケルは突進して、二振りの魔剣を振り抜いた。

　交錯ざまにテナイにしたように、男の体を十字に斬った。

「ちっ、逃がしたか」

　だが、男はいつの間にか姿を消していて、その場に残ったのは暗殺者が纏っていた、四分割されてしまった黒装束だけ。

　カケルは魔剣を鞘さやに収めた。

「あっ、いたいた。カケルさんってば、こんなところにいたんだ」

　外をイオが通り掛かった。

「こんなところで何をやってたんですか？」

「いや。なんでもない。それよりおれを探していたみたいだがどうした」

「うん、あのね、もしよかったらでいいんだけど、今日、カケルさんいっぱい戦ったでしょ。だから──」

　最後まで言わせず、カケルはイオにキスをした。

　彼女の表情に表れていたもの──期待。

　それが何に向けられているのか、カケルは正しく把握できていた。

「ベッドは？」

「こ、こっちに」

　イオは照れながらも、ものすごく嬉うれしそうだった。

　そんなイオの肩を抱くと同時に、カケルはさりげなく暗殺者の服の切れ端を拾い上げた。

　次また会うときのために、彼は、手がかりとなるそれをそっとポケットにしまい込んだのだった。
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　シラクーザ王都アドリア。

　最後の拠点は──ついに無血開城した。

　シラクーザ領を統一寸前まで持っていったテナイがいなくなったことに加え、主な幹部も皆それより前に倒されていた状況もあって、もはや残された兵達に抵抗する意思はなかった。

　おれがいつも通り「噂うわさの魔剣使い」の格好で単身迫ると、すぐに白旗が上げられた。
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　アドリア王宮、玉座の間。

　フィオナとマリの姉妹がそこに座っていた。

　元は国王と王妃が使っていたであろう玉座。その右にフィオナ、左にマリという並びで座っていた。

　そんな二人に、玉座についた感想を聞いてみた。

「どうだ？　気分は」

「えっと……よくわかりません」

「なんだかものすごく立派で……ここにいるだけで全然落ち着かない感じです」

　フィオナもマリも自己申告通り、見るからに落ち着かない様子だ。

　そわそわして、いかにも居心地悪そうに見える。

　気持ちはわかる。

　このアドリアの宮殿はおれが今まで見てきた中で一番豪華な宮殿だ。

　カランバのものよりもコモトリアのものよりも数ランク上。

　広大な空間に、立派な装飾柱。ふかふかのじゅうたんに、鏡のように磨かれた床。

　どれくらい金を掛けているのか想像もつかないくらいの豪華さだ。

　少しずつ「女王の力」を振る舞うことになれてきた姉妹だが、このあまりの豪華さには圧倒されて、ショックで元に戻りかけていた。

　いや、下手したら前より悪くなっていた。

　三歩進んで四歩下がる状態だ。

「これから毎日ここでお仕事するんですね……」

　マリが呟く。すごく不安そうだ。

　仕方ないのでそれを取り除くことにした。

「それはそうだが、そうじゃなくてもいい」

「え？」

「どういうことですかカケルさん」

　姉妹が同時におれを見つめる。

「前にも言ったが、お前達は女王だ。女王なんだからやりたいようにすればいい。ここが落ち着かないなら落ち着く場所に移ればいいし、なんだったら取り壊して落ち着く場所に作り替えさせたっていい」

「そ、そんなことしていいんですか？」

「一家の主がリビングをリフォームして何が悪い」

　規模は違うが、根本的にはそう言う話だ。

　おれが言うと、フィオナもマリもハッと気づいたようだった。

「そっか。そうしてもいいんだ」

「リフォーム……そういう考えはなかったです」

「ああそうだ」

　頷うなずくおれ。ふと、あるアイデアが頭に浮かんだから、にやりと笑ってそれを話す。

「なんだったらプロス亭をそのまま運ばせてこの中に移築してもいい」

「お店を？」

「プロス亭を!?　この中にですか？」

「ああ、これくらい広かったら店ごと入るだろ？」

「確かに……ここはうちの店よりもよっぽど広いですね」

「まるごと入っちゃいます」

「入れればいい。それが一番落ち着くんならな。でもって、謁見えっけんは一階の客席でやる。使者の謁見は女王様の接客つきって感じでやればいい」

「……ふむふむ、そっかー」

「あ、お姉ちゃんのその顔……本気でやるときの顔だ」

「ほう」

　マリの言葉を聞いて、おれは思わずフィオナを見た。

　おれの話を聞いて表情が明るくなったフィオナ。

　さっきまで落ち着かなかった彼女のその笑顔は、妹によると「悪企わるだくらみ」するときの顔らしい。

「カケルさん。本当にそんなふうに──好きにしてもいいの？」

「ああ、好きにすればいい」

「さすがに反対されない？」

「そこは女王の権力で黙らせろ。物理的な力が必要ならおれに言え」

「女王の権力と……カケルさん」

　その組み合わせ、最強じゃない。

　フィオナが小さな声で呟いた。

「ねえお姉ちゃん」

　フィオナの悪い笑顔が妹にまで伝染したかのように、マリが姉に耳打ちした。

　いつの間にか二人の緊張は完全にほぐれたみたいだった。
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　玉座の間を出て、廊下を歩くおれ。

（前代未聞の女王になりそうだな。いや、女王が二人いるという時点で既に前代未聞だな）

「歴史上、他にはいなかったのか？」

（貴様の知識に前例はあったのか？）

　逆に聞かれた。

　おれは考える。

「女王二人はいないが、大統領と総理とか、天皇と総理とか。トップが同時に存在する国はかなり多かったかもしれないな」

（ふむ、ならばその貴様の疑問にも納得がいく。だが、少なくとも我の記憶の中にはないな。最高権力者が同時に二人存在する国など）

（そうなの？　おかーさん）

（うむ。ああいや、そうでもないか）

　頭の中でエレノアがにやりと笑ったような、そんな感覚が伝わってきた。

（この国の最高権力者はやはり一人なのだからな）

「ふむ？　それは最終意思決定権がどっちにあるかってことか？　姉の方か、それとも実際に握っているのは気弱そうな妹ってパターンか。まあどっちでもいいか」

（我の言いたいのはそういうことではないわ）

「うん？」

　エレノアに否定された。どういうことだ？

　最高権力者が一人、という意味が微妙にわからない。言いだしたエレノアも半笑いって感じだったし、ますますわからん。

「カケル」

　すると、向こうからリカがやってきた。

　やってきた彼女の腰に手を回すと、ちゅっ、とキスをしてから聞いた。

「どうした」

「女王に会いたいって人が来ている。多分メンドクサイ人」

　頰ほおを染めつつも、おれの質問に答えるリカ。

「メンドクサイ？」

「うん。メンドクサイ人」

「……わかった、少し待ってもらえ」

　とにかく「メンドクサイ人」と、眉まゆをひそめて繰り返すリカ。

　それを聞いて、対策が必要だなとおれは思ったのだった。
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　応接間には一人のじいさんがいた。

　おれが部屋の中に入るとじいさんは立ち上がったが、おれの顔を見るなり落胆した。

「あなた様は？」

「あー、おれは……」

　少し考えて、今持っている役職を名乗った。

「シラクーザ男爵だんしゃく、兼、王国反攻軍大将軍。結城ゆうきカケルだ」

「男爵閣下でいらっしゃいましたか。それはそれは。お目に掛かれて光栄ですな」

「そういうあんたは？」

　聞くと、じいさんは咳せき払いしてから、偉そうに──自慢げに名乗った。

「わしの名はコンスタン・カラマン・モ・シラクーザ。七代前まではシラクーザ王家の本流にあったものだ」

　名前は前もってリカから聞いてたけど、元王族だということは今初めて知った。

　というかそれは偉いのか？

（今は没落して平民かギリギリ貴族か、そんなあたりだろうな）

　エレノアが言う。

　そのコンスタンを座らせると、おれも座ってじいさんと向き合った。

　メイドが一人入ってきて、二人分の茶を置いていった。

　高級そうなティーカップに注がれた茶。おれは砂糖を入れて、銀のスプーンでガチャガチャと混ぜた。

　コンスタンも同じようにした。

　互いに茶を一口ずつ口にしてから、おれは切り出した。

「で、用事は？」

「女王殿下はいずこに」

「女王？　ああそうか、女王に会いたいって話だっけ」

「さよう」

「それなら問題ない。話はおれが代わりに聞く」

「男爵閣下」

　じいさんはおれを軽く睨にらんで言った。

「わしは女王陛下にお目通り願ったのですぞ」

「用件を言え。おれが聞いて代わりに本人に伝えてやる」

「……このことを陛下はご存じか」

「どのことだ？　お前に会っていることか？　それとも話を聞くことか？　まあどっちも知らないがな」

　それを聞いてコンスタンは眉をひそめた。

「貴族の専横は亡国の前触れですぞ」

「ふーん？」

　おれは冷ややかな目でじいさんを見た。

「亡国って、国が滅ぶって意味だよな」

「さよう、古来より──」

「それじゃ、今まであんたは何をしてたんだ？」

　偉そうに語り出そうとするコンスタンを遮った。

「何？」

「亡国、国が滅ぶ。こう言っちゃなんだがシラクーザ王国は滅びかけていた。いや、実質滅んだ。テナイ・ストラトスの手によってな。だからクロポリス王国なんてのができていたんだろう」

「あのような蛮王を我々は認めておらぬ」

「事実かそうでないかの話をしている。王国反攻軍がなかったら、今頃この国は──どこの国になっていた？」

　コンスタンは黙りこんだ。

「で、その間お前は何をしていたって？」

「反攻の機会を待っておったのだ。時勢というものがある。それに遅れないように絶えず情勢を注視していたのだ」

「ふーん」

　それでこのタイミングか。

「デルフィナ」

　おれがその名を呟くと、コンスタンがビクッとした。

「な、何だいきなり」

「デルフィナのことを知らないのか？」

「……なんのことやらさっぱりですな」

「いやあ、おれもびっくりしたよ。あいつの方が色々情報持ってるだろうって聞いてみたら、まさか直接関係ある人物だったなんてな。あんた、だいぶデルフィナに借金があるんだって？」

　そう、借金だ。

　コンスタンと会う前に、おれはワープの羽根でデルフィナのところに情報を仕入れに行った。そうしたら、そこでそのことを聞かされた。

　こいつは貴族としての体裁を維持するために、デルフィナからかなりの金を借りているらしい。

「で、シラクーザ貴族の大半が死に絶えて、傍流とは言え今や一番本家に近い血筋にあるから、新しい女王に会いに──たかりに来たと」

「──」

　コンスタンの顔が怒りで真まっ赤かになる。

「まるでハイエナだな」

「金の亡者ホメーロスめ！」

　コンスタンはどん！　とテーブルを拳で叩たたいた。

「知ったような口を！　ハイエナは貴様の方ではないか！」

「逆ギレか」

　なんというか流石さすがだな。

「ええい！　とにかく会わせろ！　新しい女王に！　そもそも別姓貴族が王家に連なるわしにこんな無礼を働くなど許されんことだ。とにかく女王に会って──」

「これさ」

　おれは銀のスプーンを手に取った。

　装飾がついた銀のスプーン。当然コンスタンのティーカップにも同じものが添えてあって、さっきコンスタンもおれと一緒にそれを使った。

「王族の人間が触ったら光る特別製なんだ」

「……え？」

「シラクーザにはそういうものがある。知らなかったのか？」

「……はっ」

　銀のスプーンを見て、あぜんとするコンスタン。

　デルフィナに会った後、おれは急ぎこれを用意させた。

　念のため、本当に王族なのかどうかを判別するためだ。

（あのタイミングでよく考えついたものだ。褒ほめてやる）

　エレノアの言葉を適当に無視して、コンスタンに言う。

「血が薄くなりすぎたか、それとも何か別の理由があるのか。それは知らんが」

　スプーンを置いて、コンスタンを睨む。

「どっちにしても、お前が王族としてでかい顔をするのは間違いだってことだ」


「──っ！」



　コンスタンは顔を真っ赤にして立ち上がると、憤然と部屋から出て行った。

「覚えていろ──必ず後悔させてやるぞ」

　と、お約束の捨て台詞ぜりふを残して。

「ばかだな」

　おれはスプーンを置いて、冷ややかに言った。

「ここまでやったおれが、後悔するような要素を放置しておくと思ってるのか？」

（そう言う考えに行き着かないオツムの持ち主なのだろうさ）

　エレノアも冷ややかな声で呆あきれるように言った。




　それから一週間もしないうちに、コンスタンはデルフィナに追い詰められて破綻した。

　その後の行方ゆくえを知る者は、誰もいなかった。
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　王都アドリア。

　国を挙げて開かれた盛大な即位式を、おれは人混みの中に紛まぎれて見ていた。

　お祭り騒ぎの城下町。露天の酒場。

　そこから遠くの──普通は望遠鏡じゃないと見えない距離にいるフィオナとマリを眺ながめる。

　王宮のバルコニーに姿を現して、民衆に手を振る二人。

　その瞬間、街全体に歓声が巻き起こった。

（様になってきたな。あの二人）

「そうだな。綺麗きれいになった」

（最初に会ったときと見違えるほどだ。あんなに気が弱くて、どこにでもいるありふれた娘だったのにな）

　エレノアが話しているのはマリのことだ。

　かつてマリに取り憑ついたことがあるから、それで何か感じるものがあるんだろう。

「まっ、成功しそうでよかった。助かったぞ、デルフィナ」

　そう言って、さっきからおれの向かいに黙って座っているデルフィナを見つめた。

　女物のロングハットに、黒い薄絹のドレス。

　知性と色気が高いレベルで同居しているいい女だ。

「こちらこそ、カケル様に感謝をしなければなりませんわ。この即位式で二重に儲もうけさせていただけましたもの」

（抜け目がないな。金を貸しただけではなく、その金が使われる先でも儲けるとは）

　エレノアが言う。

　そう、金を貸したのだ。

　この即位式に使われた金は、シラクーザ王国がデルフィナから借りたもの。

　長い戦いの中で国庫がほぼ底を尽きていて、かといって即位式をしないわけにはいかない。もちろんしょぼいものにする訳にもいかない。

　ってことで金が必要になったところに、デルフィナがそれを貸すと申し出た。

「おれが言うのもなんだが──よかったのか？　貸したりして」

「あの額なら普段の半分以下の金利でもかなりの儲けになりますわ。それに、カケル様が担保になってくださいましたし」

　デルフィナは艶然えんぜんと微笑ほほえんだ。

「流石さすがだな」

「恐縮ですわ」

　国が一商人に金を借りるなんて前代未聞だが、デルフィナが無難に話をまとめたらしい。

　こうしてデルフィナから調達した資金で大々的に即位式が開かれた。

　豪華な式典、そして民間からシラクーザの姫が舞い戻って女王になるという事実は民衆を沸わかせた。

　空に打ち上げられた礼砲が鳴り響く。

　シラクーザゆかりの、神聖なる数字十七になぞらえた十七発の礼砲。

　直後、バルコニーに続く花道ができた。

　花道はおれの前まで伸びてきた。

　おれに注目が集まる。デルフィナはいつの間にか姿を消していた。

　如才のない、いい女だ。

（行くか）

（いこう！）

　魔剣の母娘の声が聞こえた。

　おれは立ち上がって、花道を進む。

　ただ進むだけじゃない。魔剣の力──オーラの黒衣を纏まとって、女王達の下に向かって行く。

　それまでお祭り騒ぎだった城下町が一気に静まり返った。

　ごくり、と誰かが息を呑んだ音が聞こえるくらい静かになった。

　時間をたっぷり掛けて王宮まで辿たどりつくと、バルコニーに上がる。

　そこに座る女王姿のフィオナとマリと向き合う。

「カケルさ──」

　おれの名前を呼ぼうとしたフィオナに、こっそり「しっ」とジェスチャーをする。

　フィオナはハッとして、口をつぐんだ。

　そして、改めてよく通る声で言い直した。

「大将軍カケル」

「大儀であった」

　姉の後に続いて、マリも言った。

　こっちは柔らかく、しかも聞く者を穏やかにさせる声だ。

　タイプの違う二人。共通しているのは──女王としての威厳が出てきたこと。

　おれはそんな二人にひざまずき、持ってきたものを掲げて、差し出した。

「ご命令により、奪還して参りました」

　差し出したのは指輪。サイズの大きな二つの指輪。

　王家の指輪。

　近くでそれを視認できた民衆がざわめき、一瞬にして広まっていく。

「これを、あるべき主の元へ」

「大儀である、大将軍カケル」

「そなたの功績を称たたえて、我らが身に直接捧げる栄誉をあたえよう」

「──。ありがとうございます」

　ちょっと驚いた。その話は知らなかった。

　ここで指輪を渡して、あとは二人が自分ではめるという話だった。

　アドリブだろうか。

（自分で考えて動いているようだな）

　そうみたいだ。

　まったく、いい女だ、二人とも。

　おれは恭うやうやしく女王の手を取って、指に指輪をはめていく。

　二人の親指に。

　権威の象徴である親指に。

　王家の指輪は、王家の縁の者の身に触れ、聖なる光を放つ。

　辺り一体を包み込む二つの光。

　次の瞬間、民衆が──民衆によって、王都アドリアは地鳴りがするほどの勢いで沸き上がった。
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　すっかり町が静まり返った深夜、女王の寝室。

　そこに、フィオナとマリの二人が立っていた。

　女王のドレス姿のままの二人がおれを迎える。

　暖色系の照明、雰囲気──ムードがあった。

「カケルさん」

「いらっしゃいませ」

「そのセリフはおかしいだろ」

「いいえ、おかしくありません」

「さあ、こちらへ」

　マリはおれの手を引くと、ベッドに座らせた。

　フィオナが部屋の片隅に用意していた台車を押してきた。

　二人のキビキビした動きはプロス亭にいた頃を思い出させる。それを女王のドレス姿でやっているところが、ギャップがあって面白おもしろかった。

　フィオナが押してきた台の上には料理が載っていた。

　見たことのある料理だ。

「これは……もしかして」

「はい、山ウシの焼きめし、大盛りです」

「懐なつかしいな。最初に店に行ったときに出してもらったのがこれだったか？」

「覚えていてくれたんですね」

「当然だ」

　おれは焼きめしを見て、疑問に思っていたことをマリに聞いてみた。

「そういえばあのときマリは何をしてたんだ？」

「わたしは店の奥にいました。あのときはカケルさんのこと全然知らなかったから」

「なるほど。まあただの客だったからな、しかも一見の。出てこなくて当然だ」

「この山ウシをカケルさんがすごくたくさん狩っているのを知って、マリのことを助けてって頼みに行ったんですよね」

「そうだったな」

　おれはじっと山ウシの焼きめしを見つめる。

　プロス亭の二人、看板娘の美人姉妹。

　シラクーザの落とし胤だね、掟おきて破りの双女王。

「よく考えたら、お前達とおれをつなげたのが、この山ウシなんだな」

「はい」

「うん」

　面白い縁だ。

　おれは焼きめしの盛ってある皿に手を伸ばした。

　フィオナがそれをやんわり止めて、代わりにその皿を手に取る。

「ダメです。わたし達が食べさせてあげます」

「はい。カケルさん。あーん」

「あーん」

　二人の好きなようにさせた。

　女王姿のまま給仕してもらうのは、結構面白かった。

　皿いっぱいの焼きめしは、あっと言う間に平らげられてなくなった。

「ごちそう様、おいしかったぞ」

　二人は頰ほおを染めておれを見つめた。

　おれの前に佇たたずんだまま、赤い顔でおれのことを見つめてくる。

　その顔を見て、おれはピンときた。

「何かしてほしいことがあるのか」

「「え？」」

　二人が同時に声を上げた。

　おれの言葉に驚いたという表情が顔に上書きされる。

「どうしてわかるの？」

　フィオナが聞く。

「どうしてかは知らん。だがそう言う顔をお前達はしていた。そうとしか言いようがないな」

「カケルさん……」

　マリは感動した。目がうるうるしだした。

「で、なんだ？」

「あの、お願いがあるんだけど」

　フィオナとマリ、二人は同時に親指の指輪を外した。

　権威の象徴である親指の指輪。

　それを外して、おれに差し出した。

「これを、もう一度はめてほしいんです」

「カケルさんに」

「ふむ」

（おい貴様……）

「わかってる」

　エレノアが何か言おうとしたが、途中で遮った。

　まったく、無粋にも程がある。

　そのくらいわかってる。

　おれは指輪を受け取って、改めて二人の手を取ると。

　迷うことなく指輪をはめた。

　今度は二人の薬指に。

　サイズの合わないブカブカの指輪が光る。

　二人はそれを愛おしげに見つめた。

　権威としての親指ではなく、愛情を示す薬指にはめることを望んだ二人。

　おれはフィオナの手を取った。

「カケルさん」

「綺麗だった。今日のフィオナはまさしく女王そのものだった」

　褒ほめて、キスをする。

　骨抜きになったフィオナはおれの腕に体重を預けてきた。

　フィオナを抱き留めたまま、今度はマリの手を取る。

「カ、カケルさん」

「可愛かわいかった。あんなに可愛い女王ならおれも頑張れるという声があちこちから上がっていると聞く」

　当然、マリのことも褒めて、キスをする。

　マリも骨抜きになって、おれに体重を預けてきた。

　両側から二人の息使いとぬくもりを感じながら、おれはひとりずつドレスを脱がせていく。

「か、カケルさん」

「これ着たままの方──」

　何か言おうとする二人を、またキスで口を塞ふさいで黙らせる。

　最後の権威の象徴である、女王のドレスを脱がせた。

　生まれたままの姿で、指輪だけをつけた二人。

「綺麗だ」

　おれはそう言って、二人をベッドに押し倒して、体を重ねていった。

　女王を務め、演じた二人を、ただの女に戻してやった。
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　くじ引き所にやってきた。

　ここに来られるのは転移者であるおれと、おれの血を引くひかりと、それと原因不明だがエレノアだ。

　エレノアの場合、ここに来ているときだけ人間の姿になれる。

「……」

「なんだ、ジロジロ見て」

「いや、そういえばここに来てるときだけその姿になるんだよな、お前」

「それがどうした」

「その姿を知ってるのはおれだけってことか」

「ひかりも知ってるよ!?」

　横からひかりが言う。

　それはそうだが、そういう話じゃなくて。

　エレノアは……結構綺麗きれいだ。
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　体や顔の作りは子供のそれだが、目や口元が変化して作られる表情とか、佇たたずまいから醸かもし出される雰囲気とか。

　そういうところから「可愛かわいい」じゃなくて「綺麗」だと感じる。

　いや、「可愛いと同時に綺麗でもある」が正しいのか。

　それをおれだけが知ってる。

　おれはエレノアを見た。

　なんというか──。

「あのぉ……」

　話し掛ける声がした。

　女の声。振り向くと、そこには呆あきれ顔をしたくじ引きスタッフがいた。

「期待されているようですので敢えて言いますけど、そういう変な家族団らんをここに持ち込まないでくれませんか？　今日はなんだかいつもよりパワーアップしてますし」

　スタッフがぶつぶつ言った。

　パワーアップってなんだパワーアップって。

　……まあいい。

　おれは気を取り直して、彼女に聞いてみる。

「新しいくじ、増えたのか？」

「どうしてわかったんですか？」

「前に言ってただろ？　世界に大きな動きがあると、新しいくじ引きができるって」

「そうでした。メルクーリが紙幣を取り入れたときに、そう言ったんでしたっけ？」

「ああ。だから今回のシラクーザの一件でも同じことになってるんじゃないかと思ってな」

「はい、なりました！　すごいですね。国の中興、しかも女王が二人ですよ。歴史に名が残ることは確定です。中興の祖の双女王とかそういう感じで」

「中興の祖は格好いいな。徳川とくがわ吉宗よしむねみたいなものか」

　あれもたしかそう呼ばれていた気がする。

「で、どういうくじ引きなんだ？　今度のは」

　おれはスタッフの背後を見た。

　赤と白の垂れ幕とは別に、看板らしきものを布で覆ったものがあった。

「じゃじゃーん！」

　スタッフが怪しげな掛け声とともに、その布をぱっ、と引っぺがした。

　そこから現れたのは、新たなくじ引きの賞品のお品書きだった。

「どれどれ」

　おれは賞品リストを見た。




・特賞　　シラクーザの秘宝　１／１

・一等賞　シラクーザの領地　１／１

・二等賞　シラクーザの土地　５／５

・三等賞　シラクーザ人の奴隷　10／10

・四等賞　シラクーザの名産　50／50

・参加賞　シラクーザの銀貨　300／300




「全部シラクーザがらみだな」

　エレノアが言った。

「そうだな。まあわかりやすい。シラクーザの国難を解決した訳だしな」

「しかもあの二人が中興の祖ともなれば、これらの賞品の価値はいずれもっと上がる。領地や土地はとんでもなく上がるとみていいだろうな」

「すごくあがるの？」

　ひかりが好奇心たっぷりの目をして聞いてきた。

「上がるだろうな。業績がいい大企業に入って、ボーナスを現金支給じゃなくて株で支払うと言われたときの気分だ」

「どんどん上がる株がもらえたら、ますます一生懸命働きますよね！」

　スタッフも同意を示した。

　自分の会社の株、しかも上昇気流に乗っている株をもらえたら、その価値を更に上げるためにもっと一生懸命働くようになる。

　これから先にシラクーザの株領地・土地は更に上がっていくだろうから、このくじはいつになく俗っぽくはあるが、結構値打ちがあるものだ。

　それはいいとして。

「特賞の『シラクーザの秘宝』ってなんだ？」

「秘宝ですよ？　それは当ててみての楽しみです」

「ふむ。数が書いてあるけど、くじの中身はこれで全部か？」

「はい」

「つまり、最後まで引けば必ず手に入ると」

「そうですよ？　やだなあお客さん。くじ引きってそう言うものじゃないですか。最後の一玉まで引けば絶対当たるって」

　普通ならそうだよな。

　ただ、ここのくじ引きは不思議要素が絡んでいるから、そうとは限らないと思った。

　にしても、そうか。最後まで引けば絶対に手に入るのか。

「それはいいことを聞いた」

　背後から男の声がした。

　振り向くと、そこには例の男がいた。

　おれよりも先にくじを引いてこの異世界にやってきていた男。

　転移してから結構時間が経たつが、このくじ引き所でしか会ってない。

　その男はニヤリ、と笑った。

「お前、何枚持ってる？」

「二十枚ってところだ」

「おれは三百枚。つまりあと四十枚集めてくれば、賞品を全部ゲットできるってことだな。よし、引くのは後だ、もうちょっと券を集めてくる」

　男はそう言うなりいなくなってしまった。

　それを見て、スタッフがぼそっと呟く。

「あの人なら、たぶん全部集めるでしょうね」

「おれもそう思う」

　あの男がどういう生活をしていて、どうやって券を集めてるのかはわからないが、毎回毎回ものすごい数のくじ引き券を持ってくる。

　数で言えばおれの数倍から十倍ってところだ。

「でも、あれが正しい姿かもしれません」

「うん？」

　スタッフを見る。

「いえ、わたしがこんなことを言うのもなんですけど、やっぱり特賞の出る確率は低いですから。特に最初は」

　おれは賞品リストをちらっと見て、もう一度数えて、聞いた。

「確率は１／367じゃないのか」

「はい、最初は違うんです」

　やっぱり不思議な要素が絡んだくじ引きじゃないか。

　普通のくじ引きならこの場合普通に１／367の確率だと言うのに。

「だから、回数分券を集めて全部引くのは正しい攻略法です。お客様はどうされますか？」

「今から三百六十七枚まで集めるのは不可能──ああ。あいつより先に集めるのは不可能だ」

　おれがそう言うと、横でエレノアも頷うなずいた。

　くじ引き券を集める能力だけで言えば、おれはあいつより圧倒的に低い。

　ましてやむこうは今もう既に三百枚持っている。

　この状況で先に三百六十七枚まで集めるのは不可能だ。

　だが──。

「とりあえず券を十枚、これで十一回だな。ひかり、いつも通りくじを引いてくれ」

「うん！　やろ、おかーさん」

「うむ」

「せーの。がらがらがらー」

　うちには、幸運の女神（可愛い）がついている。

　だから──…

　がらがらがら──ぽとっ。

「え？」

「ふむ」

「わー」

　三人の声が揃そろう。

　出てきたのは、金色の玉。

「と、特賞大当たり……」

　ハンドベルを鳴らすのを忘れるくらい驚くスタッフ。

　後日、例の男が泣きながら一等賞以下全部を回収していったらしい。
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（これがシラクーザの秘宝とやらか）

　屋敷に戻ってきたおれとエレノア。ひかりはチビドラゴンと一緒に遊びに出かけていって、今はおれと魔剣の姿のエレノアの二人きりになっていた。

　おれの前に手のひらサイズの宝箱が置かれている。

　箱の外側には紋章が彫られていた。

　フィオナとマリが親指につけている指輪に入っているものと同じ紋章だ。

「これを開けばいいのか」

（あの女はそう言ってたな）

「開けてみるか」

（大丈夫か？）

　エレノアがからかい口調で言ってきた。

「お前がいるし、ちょっとくらい何かあっても大丈夫だろ」

（……）

「ん？　どうした」

　いきなり黙ったことを不思議に思って、聞いてみた。

（な、なんでもないわ！　さあ、さっさと開くがいい）

　変にせっつかれた。なんなんだ？

　まあいっか。

　おれは気を取り直して、宝箱を開けた。

「……」

（……）

　シーン。

　何も起きなかった。箱の中には何も入っていなかった。

　何も起きなかったことに肩すかしを感じた。

　──そのとき。

　箱の底から光があふれ出し、おれの体を包み込んだ。

（大丈夫か！）

「ああ、大丈夫だ」

　慌あわてるエレノアの声。おれはそれとは対照的に落ち着いていた。

　光がおれを包んだ瞬間、この「秘宝」の効果が頭の中に流れ込んできたからだ。

「なるほど、技……奥義みたいなものを作るアイテムか」

（わかるのか？）

「わかる──想像力を高めて……強くイメージしたものがそのまま力になる。か」

（ほう）

　ようやく落ち着いたエレノアが、いつもの楽しげな声に戻った。

（それは面白おもしろいな。貴様には今まで技らしい技はなかったからな）

「言われて見ればそうかもな。大抵能力に任せて力押しで戦ってきたからな」

　おれには最初のくじ引きで得た、全能力７７７倍のチート能力がある。

　その能力に任せて適当にやってても余裕でどうにかなってきたから、技とか奥義を作る、という発想はなかった。

（それで、技は簡単にできるものなのか？）

「強くイメージすれば」

（ならばしてみるがいい）

　何故なぜか偉そうに命令されたが。

　まあいい。

　おれはイメージしてみた。

　おれが使う技。

　おれだけが使えるのは当たり前だ。

　正体不明なのがいい。魔剣の二振りと同じで、正体不明の方がいい。

　それでいて、おれの女達に影響を与えるようなものがいい。

　それらの条件をすべて満たせるような能力を、おれはイメージした。

　強く、強くイメージした。

　そして、できあがったのが──。
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　くじ引き所から戻ってきたおれは、すぐにワープの羽根を使って飛んだ。

　王都アドリアから少し離れた野外、奴隷兵が駐屯ちゅうとんしているところ。

　万が一何かあって一網打尽にされたらまずいということで、王都から離れたところに主力の奴隷兵を置いていた。

「どうした！　もっと来い。もっと踏み込んでこい！」

「えいっ！」

「やあああ！」

　そこでは、ナナが今日も奴隷兵に訓練をつけていた。

　二十対一。

　片方は奴隷兵の基本単位である二十人小隊、もう片方はナナが一人っきり。

　ナナは奴隷兵達にとにかく攻撃させると、それをどんどんあしらっていた。

　力の差は歴然。二十人を一遍に相手にしても、ナナは『教育』さえする余裕があった。

　それをしばらく見届けてから、ナナに声を掛けた。

「ナナ」

　キキキキキキーン！

　ナナはギヤを上げて、攻撃していた奴隷兵の武器を全部弾はじくと、悠々とおれのところに向かってきた。

「主よ、何かあったのか？」

　おれの前に立って質問するナナ。

　すると、奴隷兵の間に緊張が走る。

　度重なる訓練の結果、おれが来たことで何か緊急事態があったのか、と考えた奴隷兵達は、一斉に武器を持つと、整列しておれの言葉を待った。

「安心しろ。そういうのじゃない。ナナ、お前にちょっと協力してほしいことがある」

「協力とは？」

「新しい技を開発した。そのテストに付き合ってほしい」

　そう言うと、奴隷兵は一斉に息を吐いた。

　戦ではなかったことにホッとしたんだろう。

　同時に、大半が新しい技に興味津々しんしんという顔になった。

　今までも何回か似たようなことがあったからだ。

「またカケル様が新しい技を編み出したの？」

「確かにナナ様が相手じゃないと試すこともできないもんね」

「今度はどんな技なんだろ」

　がやがやと女達が口々に興味を示した。

　今までのことで状況をすぐに理解した奴隷兵達。

　一方、ナナだけは終始まったく動じることなく、剣を構えておれに聞いてきた。

「わたしはどうすればいいのだろうか、主。受けるのか、それともこちらから攻めるのか」

「その前に──ニキ、第一小隊、前に出ろ」

　ニキ・セフェリスが率いる第一小隊が命令通り前に出た。

「なんでしょうか」

「耳を貸せ」

　おれはニキに耳打ちした。

　ニキは驚きつつも頷うなずいた。

「了解しました」

　おれはナナに向き直ると、エレノアを抜き放つ。

「待たせたな。こっちから行くぞ」

「はっ」

　ナナが剣を構える。

　緊張が高まる。おれ達の間だけじゃなく、観戦気分だった奴隷兵達も固唾かたずを呑んで見守った。

　そんな中、おれは無造作に踏み込んで──無造作にエレノアを振り下ろした。

　ガキーン。と、やや気の抜けた金属音が辺りに響く。

「……」

　エレノアの斬撃を受けたナナが戸惑った。

　なんだ今のぬるい一撃は、という顔だ。

「ニキ」

「はっ。第一小隊、掛かれ！」

　おれが一歩下がって、代わりに第一小隊の二十人が一斉にナナに飛びついた。

　さっき見ていたものとまったく同じ光景。小隊一つＶＳナナ一人という構図だ。

　先陣を切ったニキがナナに攻撃する。ナナがそれを難なく受け止めた──瞬間。

　バシュッ！　という音がした。

　そしてナナの剣に黒いオーラが弾け、彼女の身体に衝撃が走った。

「なっ──」

「はあああ！」

　オーラの衝撃で一歩後ずさったナナ。そこを別の奴隷兵がすかさず追撃する。

　攻撃され、ナナが咄嗟とっさに受ける──するとまたナナの剣でオーラが爆はぜる。

　おれはエレノアを鞘さやに収めると、腕組みしてそれを眺ながめた。

　これがシラクーザの秘宝を使っておれが考え出した技だ。

　おれが一人で無双するだけなら、７７７倍の能力と追加攻撃、それに魔剣の母娘さえあれば事足りる。

　多分、今のままでも天下を取れるくらいの力があるはずだ。

　だから、おれ自身を強化する必要はもうない。

　代わりに、考えた。最近おれがやろうとしていること。

　マイブーム、とも言えることを。

　女達を、おれが自分の女達を率いて、一緒に戦うためにはどうしたらいいのか。

　女達を最大限に生かし──活躍させる。

　その発想を基に作ったのがこの技だ。

（何がどうなってる？）

　目の前の光景にエレノアが疑問を持った。

　おれが一人で考えた技だから、彼女は詳細を知らない。

「あの一撃でお前の持つオーラを撃ち込んだ。オーラは普通にしていたらなんともないが、攻撃を受けると反応して、衝撃を内側から与えるようにしたんだ」

（ふむ。あやつが奴隷兵の攻撃を受ける度に追加のダメージを負う、ということだな）

「そういうことだ」

（ならばこういうのはどうだ？）

　エレノアはそう言った後、頭の中にダイレクトでイメージを送ってきた。

「お前、エグいな」

（魔剣だからな）

「なるほどな」

　おれは頷き、声を張り上げた。

「第六から第十小隊。弓矢構え、ナナに斉射。第一小隊はすぐに下がれ」

　奴隷兵達は即座に動いた。躊躇ちゅうちょすることなく、百人が一斉に弓を構えてナナに矢を放った。

　ナナに対する信頼。日頃している訓練。そしておれの命令には絶対服従。

　様々な要素が合わさって、命令をノータイムで実行した。

　百人の矢が一斉にナナに降り注そそぐ。

「──はああああああ！」

　ナナは息を吸い込んで剣を振るった。

　嵐あらしの如ごとく舞う剣の電光が次々と矢を弾いていく──が。

「くぅっ！」

　同時に形のいい眉まゆがひそめられ、ナナは苦悶くもんの声を漏もらした。

　矢を弾く度に──奴隷兵の攻撃を弾く度に、魔剣のオーラが爆ぜるのだ。

　エレノアの提案。

　それは攻撃の度にオーラが爆発するのなら、矢の一斉射でそもそもの手数を増やすのはどうかというもの。

　彼女の提案はまったく想像通りの効果を生んだ。

　あのナナが奴隷兵の攻撃に押されている！

　奴隷兵達は終始何が起きたかわかっていないようだったが、おれが何かしたことには気づいていた。

「本当にエグいな、お前」

（したたかと言ってくれ）

「ものは言いようだな」

　それでも矢は全て弾かれた。

　弾いた後、ナナは地面に剣を突き立て、肩で息をした。

　身体に怪我けがはない。百本の矢は全部弾かれていた。

　なのに、ナナは疲れ切っていた。剣を杖つえにしなければ今にも倒れそうなくらいフラフラだ。

　こんなに短期間で消耗した彼女を見たのは初めてだ。

　そして、同じく初めてナナが消耗するところを見た奴隷兵達は。

「やっぱりカケル様はすごい……」

「あのバケモノみたいに強いナナ様が……」

「知ってたけど……知ってたけどやっぱりすごい……」

　その姿が、ストレートにおれへの尊敬に結びついたのだった。
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　昼下がりのレイウース、屋敷の中。

　シラクーザの一件が片付いて、久々に屋敷に帰ってきたおれは家でくつろいでいた。

　くつろぐ、といえばやることは一つだけ。

「あの、ご主人様」

「ん、なんだミウ」

「そろそろ……お屋敷のお仕事を」

「そんなの後回しだ」

　即攻で却下した。

　この日、おれは朝からずっとミウをもふもふしていた。

　リビングでくつろぎ、窓から差し込む日だまりのなかで、ミウをもふもふ。

　もふもふ、もふもふ。

　くすぐったそうにしながらも、逃げようとしないミウをとにかくもふもふした。

　朝からずっともふもふしていたから、ミウの仕事が溜まっているのは間違いない。

　だが、それぐらいのことで、もふもふを諦めるわけにはいかない。

　はあ……落ち着くなあ。

「ミウはいつもふかふかしてるな」

「お手入れ、ちゃんとしてますから」

　ミウがしずしずと答える。

「ご主人様がもふもふできるように、いつもちゃんとお手入れしているんです」

「そうか、ミウはいい子だな」

　もふもふついでに、ミウの頭も撫なでてやった。

　するとミウは「ほわぁ……」と声を漏もらして、脱力しておれに体を預けてきた。

「ミウ、少し背が伸びたか？」

「そうですか？　わからないです」

「ふむ。ほんのちょっとだけだけど、伸びたかもしれないな」

「……」

「ミウ？」

　腕の中にいるミウの体がちょっと強ばった。

　何かを怖がっているような、そんな反応。

「ご主人様は……背が伸びるの、嫌いですか？」

「……ぷっ」

　おれは思わず吹きだした。

　顔だけ振り向いて、ちらっとおれを見上げてくるミウの瞳が、まるで捨てられそうな子犬のように濡れていたから。

「ミウは可愛かわいいな」

「え？」

「それにふかふかだ」

「え、え、え？」

　答えになっていない答えを口にするおれに、ミウはちょっとだけおろおろした。

　それがまた可愛くて、更にもふもふしてやる。

「おとーさん」

　そうこうしているうちに、ひかりがリビングに入ってきた。

　てこてこと、そばに相棒のチビドラゴンもついてくる。

「どうした」

「あのね、おとーさんにお客さん」

「客？」

　思わず眉まゆをひそめた。

　もふもふがいいところだってのに。

　ミウの毛並みからすると、ここから更に一時間掛けてもふもふすれば、本人がうつらうつらして更にもふ度が上がって、いい具合になると言うのに。

　こんなときに客とか、空気が読めないヤツだなまったく。

（こら、そんな顔をひかりにむけて八つ当たりするな）

「むっ」

　エレノアの声が脳内に聞こえてくる。

　確かに空気が読めない客だけど、ここで不機嫌になったらひかりに八つ当たりするも同然だ。

　おれは気を取り直して、ひかりに聞いてみる。

「客って誰だ？」

「あのね、お姫様」

「お姫様？」

　はて、どの姫だろうか、とおれはもふもふしながら思ったのだった。
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　応接間。ミウをもふもふしたままのおれの向かいに客が座っている。

　金色の髪をポニーテールに結い上げて、鎧よろいにマントという戦姫姿をしているのはイリス。

　イリス・テレシア・メルクーリ。

　メルクーリ王国の王女で、テレシアの双花として名高い、ヘレネーの妹だ。

「久しぶりだな」

「う、うむ」

　困惑しつつ返事をするイリス。

「どうした」

「その……メイドがいるのだが」

「気にするな。もふもふしているだけだ」

「もふもふって」

「先に言っておくがさせてはやらんぞ。ミウのもふもふはおれだけのものだ」

「いや、そうではなく。その……」

　イリスはもう一度ミウを見て、咳せき払いをして、真顔でおれを見つめた。

「人払いを頼む。少し大事な話が」

　大事な話か。

　イリスの顔は真剣そのもの。申し出通りかなり大事な話があるようだ。

　ミウの体が強ばる。イリスの真剣さが彼女にも伝わったようだ。

　仕方ないな。

「ミウ」

「はい」

　ミウは静かに答えて、そのまま立ち上がる。主人に忠実なメイドとしては満点の反応だが、そうじゃない。

　おれはその手を引いて、引き留めて、膝ひざの上に戻した。

「え、ご主人様？」

「耳を塞ふさいでろ」

「え、あ、はい」

　ミウはそう言って、自分の耳を押さえた。

　髪の色と同じふかふかの毛に覆われた、可愛い耳。

　それをそっと抑える仕草しぐさは普通の人間とちょっと違って──結構可愛い。

　思わずなでなでしてあげたくなる愛らしさだ。

　そんなミウにもふもふを再開させながら、イリスに言った。

「いいぞ、なんでも話せ」

「えっ、しかし……」

「安心しろ。ミウはこの通り聞こえないし、聞こえてもおれに不利益なことは一切漏らさない。なっ、ミウ」

「はい！　ご主人様」

「な」

「いや、聞こえているではないか！」

　イリスはそう言ってから、はあ、とため息を吐いた。

　やっと諦めたのか、深呼吸をするとキリッと口元を引き結んで、改めておれを見つめた。

　そして、話し出す。

「メルクーリ王国で紙幣が正式に発行された」

「へえ」

「旧貨幣──銀貨と金貨の流通は法で禁じて、紙幣との交換に応じるという形になった。市中に残る高額な硬貨と完全に入れ替わるにはもう少し時間が掛かるだろうが、時間の問題だ」

「そうか。ここまで長かったな」

　ちょっと感慨深かった。

　思えば、おれがこの世界に来て初めて解決した事件らしきものがそれだったな。

　この町で起きた銅貨についての事件。それを解決したことでイリスと知り合って、魔法で紙幣を作るのはどうかと提案したのだ。

　メルクーリ王家には偽造不可能な、魔法の王印がある。
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　一言で言えば、王家の人間だけができる、物体に紋章を刻む魔法だ。

　その魔法を紙に掛ければ、偽造不可能な紙幣になるんじゃないかと提案した。

　紙そのものに大した価値はないから、硬貨みたいに溶かして金属を売られる心配もないし、王族以外作れないから、偽造の心配もない。

　それはすぐにイリスに受け入れられたが、実際に流通するまでにかなり時間が掛かった。

「で、状況はどうだ？」

「上々だ。金が使いやすくなって、商いが活発化している。特に行商人達には好評だ」

「へえ？」

　なんでだ？　という目でイリスを見る。

「行商人達は移動するのが当たり前だ。今まではバカ重い銀貨や金貨、あるいはいつ紙くずになるともわからない商会発行の手形を使って商売をしていたのだ。それが国で保証した軽い紙幣を使えるようになれば、好評にもなろうというものだ」

「なるほど。よかったじゃないか」

「どうだろうな。早速ラマンリが食いついてきたのだから、素直に喜べないところだ」

「デルフィナか。あいつは鶏を潰して卵を取るような商売をしないはずだ。これから儲もうかっていくところに食いついただけのことだろう。素直に喜んでいい」

「そうだな」

「……」

「……」

　会話が止まった。

　おれはもふもふを続けていて、イリスはおれを見つめている。

　なんだ？　話はそれだけか？

　イリスはやけに真剣な顔をした。なのにこの話だけというのは、ちょっと拍子抜けだ。

　そう思っていると、しばらくしてから彼女はまた重々しく口を開いた。

「姉上は……」

「うん？」

「……」

　だが、それだけ言うとまた黙ってしまう。

　姉上って言うと、ヘレネーのことか。

　第四王女であるイリスの姉は他にも二人いるだろうが、おれはヘレネーのことしか知らないし、イリスもヘレネー以外の姉の話をおれにしないだろう。

　そのヘレネーがどうかしたのか？

　おれはイリスの次の言葉を待ったが、いつまで待っても出てこなかった。

　そのまま、彼女は何事もなかったように立ち上がり、

「邪魔をした」

　と言い残して、出て行ってしまった。

「なんだったんだ？　一体」

「ご主人様」

　不思議に思っていると、ミウが口を開いた。

　手は耳を押さえたまま、真剣な顔でおれを見つめた。

「どうした」

「姫様、悲しそうでした」

「悲しそう？」

　なんで悲しそうなんだ？

「すごく、泣きそうな顔をしてました」

「泣きそう？」

　おれは席を立って出て行く直前のイリスの表情を思い出す。

　泣きそうな顔だったと言われれば、そうかもしれないが……。

「なんでだ？」

　それがわからなかった。
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　夜、ようやくミウを解放したおれは街に出た。

　丸一日拘束もふもふしてしまったせいですっかり仕事が溜まってしまった彼女を解放して、夜の街に繰り出した。

　そうして久々に外食でも、と思ってうろうろしていたのだが。

「プロス亭はもうないし、他の店はあまり知らないんだよな」

（この際新規開拓したらどうだ）

「この時間だと酒場ばかりになるからな」

（我と二人で酒を酌くみ交わすのはどうだ？）

「ただの手酌てじゃく酒じゃないか」

　突っ込むが、エレノアと世間話しながら呑むなら悪くないと思った。

　そう思って入れそうな酒場を探してみることにしたが。

　一軒目、満員だった。

　二軒目、奴隷兵達で満員だった。

　三軒目でようやく空いていたから中に入った。

（むっ、あれはイリス姫ではないか？）

「え？」

　エレノアの指摘で、彼女の意識が向いている方を見た。

　そこには確かにイリスがいた。

　さっきと違う格好をしていたから気づかなかった。

　姫ドレスでもマントに鎧という姫騎士姿でもない。

　冒険者に近い、初めて見る格好だが、間違いなくイリスだ。

　イリスは一人で呑んでいた。

「何やってんだあいつは」

　出迎えた店員にイリスのツレだと言って、彼女のところに行くと、向かいに座った。

「イリス」

「……んあ？」

　イリスが顔を上げておれを見た。

　目がとろんとして、焦点が定まってない。

　顔も赤く、よく見れば座っているのに微妙にふらついていた。

「お前は──られら」

　おまけにろれつも回っていない。

「ろこのうまのほねら。らをらろれ」
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「馬の骨って、おれだ、カケルだ」

「はぜる……？」

「爆はぜないぞ」

「はぜるは爆発しろー」

　合っているような合っていないようなやりとりをすると、イリスは更にぐい、と手元の酒を一気に呑み干した。

（まごうことなき酔っ払いだな）

　そのようだ。

　知りあいだから一緒に呑むかと思ったけど、これは関わらない方がいいかもな。

　そう思って、おれは立ち去ろうとしたが。

「まあまれ」

　袖そでを摑つかんで引き留められた。

「い、いっしょにのんれけ」

「いやしかし」

「わたしの酒がのめないのかー」

　大声で叫んだ。

　一瞬酒場の注目を集めたが、酔っ払いのよくある戯言たわごとだったから、すぐに笑いに変換された。

「わかったわかった。一緒に呑むから袖を離してくれ」

「よろしい」

　酔っ払いと呑むときは、付き合ってこっちも完全に酔ってしまうか、可能な限りシラフを保つか、どちらかに徹した方がいい。

　ここではおれは──後者を選んだ。

　店員を呼んで、ノンアルコールの飲料を注文する。

　運ばれてきたジュースでイリスと乾杯した。

「かんらーい」

「乾杯」

「んぐ、んぐ……ぷはあ！」

　ますます豪快な呑みっぷりだった。

「はぜるぅ……おまえ……おとなか？」

　はあ？

　なんか変なことを言い出したぞこの酔っ払い姫。

「大人かって、そんなの見ればわかる──」

「わーかーらーん。結婚した大人なのかって聞いているんら」

「ああ、大人かってそう言う意味でか。そういう意味じゃ大人だな」

　式だけならフィオナと挙げている。

「そうか！　わらしも今度大人になるんら。なるんらー」

　立ち上がって、両手を天に突き上げる。

　それでまた注目を集めてしまう。笑われてしまう。

「いいから座れってって──え？」

　イリスの手を引こうとして、気づく。

　わたしも今度大人になるって……まさか。

　イリスのそれは……多分やけ酒だった。
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　深夜、静まり返った酒場の中。

　二人っきりになって、おれはイリスに膝枕まくらをしていた。

（普通逆だがな）

「こういうのも悪くない」

（聖女や女王あたりがハンカチを嚙かんで悔しがりそうだな）

「あの二人はむしろ自分もしてくれっておねだりしてくるだろ」

　イリスを介抱しながら、頭の中でエレノアとどうでもいい世間話をする。

　酔い潰れた彼女は、下手に動かさない方がいいってことで、店主に多めに金を渡して閉店後の店を貸し切った。

「うーん」

　イリスは形のいい眉をぎゅっと顰しかめ、苦しそうに呻うめいた。

「うーん、ここ、は……？」

　そしてゆっくりと目を開くと、ぼんやりした目できょろきょろ周りを見た。

「……はっ」

　何かを思い出したかのように飛び上がったイリスだったが、またすぐに頭を押さえてうずくまった。

「あいたたたた」

「呑み過ぎだ。もう少し休んでろ」

「大丈夫……だ。──ってカケル！」

　そうしてまたあいたたたた、と頭を抱える。

「大声を出すからだ」

「な、何故なぜここに……？」

　今度は声を抑えて、眉をひそめたまま聞いてきた。

「それはこっちのセリフだ。メルクーリの姫ともあろう者が、そんな一般市民みたいな格好をして、場末の酒場でやけ酒をあおっていたのはなんでだ？」

「ヤ、ヤケ酒などではない。た、たまたま今日はそういう気分だったのだ──」

「お前、結婚するのか？」

　おれはストレートに切り込んだ。

　すると、イリスは息を呑んで、頭痛も忘れたかのように目を見開いた。

「そうか、お前、結婚するのか」

「今日のことは……姉上には言わないでくれ」

「言わない。安心しろ」

　言わないが、気にはなる。

　場末の酒場でクダをまいて、その上ヘレネーには話すな、か。

　間違いなく何かあるな。

「いつ結婚するんだ？」

「……来月だ」

「もうすぐだな、相手は？」

「アイギナ王国第一王子・総理王大臣、キモン・モ・アイギナ」

「へえ」

「なんかすごい肩書きだな」

「……」

　そのまま黙り込んでしまうイリス。

　おれは口を開こうとして、のど元まで出掛かった言葉を飲み込んだ。

　おれはこう聞こうとしていた。

『破談させた方がいいか』

　って。

　だが、すぐにそれは間違いで、意味のない質問だと気づいた。

　そう、そんなことを聞いても意味はない。

　だから、おれは言い直した。

「話を潰すにはどうしたらいい」

　驚愕きょうがくするイリス。

　頭の中で、楽しそうなエレノアの口笛が聞こえてきた。
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　カランバ王国女王、リカ・カランバ。

　かつては三人の宦官かんがんの傀儡かいらいであり、無気力な操り人形でしかなかった女。

　あるときを境に、彼女はまるで人が変わったかのように、宦官を一掃し、名実ともに女王として親政を始めた。

　後にカランバ王国史上最高の名君と呼ばれるようになる彼女の陰には常に一人の男が存在したことは公然の事実となっていたが、彼女の腹心や重臣なども同じようにその男の影響を強く受けていたことは、あまり知られていない。
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　カランバ王国首都、メテオラ。

　女王の居城、宮殿のもっとも深いところにある、奢侈しゃしを尽くした建物。

　別名「薔薇ばらの園」とも呼ばれる女王の後宮、その寝室。

　ベッドの上には二人の女がいた。

　一人はこの国の最高権力者、女王、リカ・カランバ。

　二つ結びの髪は解かれ、裸にされた白い肌に汗でべったりくっついている。

　もう一人は、リカよりわずかに幼げな感じがする少女。

　名前はアイカ・テリニ。宰相エレフ・テリニの一人娘である。

　彼女もまた裸にされて、仰向あおむけで息を荒らげていた。薄い胸が上下している。

　アイカは表向きリカのハーレムの女である。

　女王であるリカは、この「薔薇の園」に女を集めて、ハーレムを作っている。

　彼女は国中から自分が気に入った女だけをここに集めていた。

　そんなハーレムだが、もちろん自分のために作ったのではない。

　彼女はもっとも敬愛する男のために、美女を集めてハーレムを作ったのである。

　その男はベッドの脇わきに立ち、リカに視線を送っていた。

　鷹たかのような鋭い目つきに、自信と力を感じさせる笑みの形。

　女達と同じように裸で、窓の月明かりに照らされた肉体は、彫刻を遙はるかに超える完璧な肉体美を見せつけている。

　結城ゆうきカケル。

　リカの男であり、このハーレムの真の主である。

　リカはカケルを見上げて、問うた。

「どうだった？」

「悪くない。最初は堅かったけど、解ほぐした後は可愛かわいくなった」

「気に入った？」

「ああ」

「そう、よかった」

　リカはもぞもぞと動いてカケルをべッドに引き込むと、しなだれ掛かった。

　カケルは思案顔になった。彼にしては珍しく考え込んでいるような表情。

　リカは小首を傾かしげて、聞いた。

「どうしたのカケル。何か考えごと？」

「お前のこのハーレムのことを考えていた」

「わたしのじゃない。カケルのハーレムよ？」

　カケルはリカの胸を揉もんだ。

　優しく、慈いつくしむような手つきで。

　リカは微かすかに身じろぎしつつ、更にカケルに自分の身体全体を押しつけた。

「このハーレムで何人か抱いてきたが、なんと言うのか、どこか共通点があるように思えてな。それがどこなのかがピンと来ない」

「ああ、そのこと」

　リカはクスリと微笑ほほえんだ。

「基準を決めて、それを基に候補を絞って選んでるの。共通点を感じて当然だわ」

「どんな基準なんだ？」

「気になる？」

「率直にな」

　ストレートに、なんのてらいもなく言い放つカケル。

　見つめていたリカの方が逆に恥ずかしくなって、つい、目を背けてしまった。

　頰ほおを赤らめて、うかがうような上目遣うわめづかい。

　男が十人いれば十人とも悩殺のうさつされてしまいそうな可愛さだ。

　カケルはリカの顎あごを摘つまむとグイと持ち上げ、そのままキスをした。

「ん……」

　舌が差し込まれて、執拗しつようにねぶってくる。

　リカはキスが好きだ……もちろんカケルとの、と但し書きはつくのだが、それは敢あえて言う必要はない。

　ともすれば、本番の行為よりもキスが好きだった。

　そのことに、カケルは気づいている。

　リカのところを訪ねてくると、二回に一回はキスだけを延々とするほどだ。

　その日と同じように、カケルはリカに執拗にキスをした。

　次第に、リカの目がトロンとしてくる。

　やがて完全に骨抜きにされて、ぐったりとカケルに──完全に身体を預けた。

　そんな彼女に、改めてカケルが問う。

「どんな基準なんだ」

「……笑わない？」

「面白おもしろかったら笑うかもな」

「もう、カケルってば」

　リカは拗ねたような顔を見せる。

　しかし嫌そうではない。むしろ悦んでいるようにさえ見えた。

「シンプルな基準よ。感情よりも理性が強い子を選んでるの。もちろん容姿は一定以上の水準を超えてないとダメなのだけれど」

「理性が感情より強い？」

「そうよ。何かをするときに、理性が感情よりも強く働く子を選んだつもり。情ではなく、理屈で動ける子」

「つまり……理系か？」

「リケイ？」

　首を傾げるリカ。彼女の辞書にはない言葉だった。

「……まぁつまり、お前みたいな子のことだな」


「──っ！」



　次の瞬間、カケルの一言に頭が沸騰ふっとうした。

　カケルはとてつもなく頭が良くて、鋭い男だ。

　今も、一瞬で核心を突く一言を放った。

　リカは顔を真っ赤にしつつも、頭だけ冷静になっていく。

　冷静に、熱く。

　ますます好きになったと、強く思ったのだった。





☆






　なるほど、話すのをためらった理由はこれか。

　おれに身体を預けているリカの表情を見て、全てを理解した。

　彼女は自分に似た子を集めていた。

　理由までは知らない、けどそうしている。

　そして、そのことを指摘されて、恥ずかしがっている。

　可愛いヤツだな。

　もう一回顎を摘んで、キスをした。

　今度のキスは長かった。

　唇をついばんで、舌を吸い出して、絡めてやる。

　リカはキスが大好きだ。

　触れるだけのキスも、舌を絡めるキスも。

　あらゆるキスが大好きだ。

　ひたすらそれをしてやった。

　強弱をつけて、ペースを変えて。

　いろんなキスを──一時間くらい掛けてしてやった。

　ふと、アイカが起き上がってきたのが見えた。

　さっきのリカに勝るとも劣らないほど、顔を赤くしている。

　顔を赤くしながら、おれとリカのキスを凝視している。

　目をそらしたいけど、自分からは視線を外せない。

　そんな感じだ。

　……ここはリカを立ててやろうか。

　おれはリカにキスをしたまま、アイカを手招きした。

　彼女は少し迷ってから、おずおずとベッドの上を這はって、近づいてくる。

　さっきまでさんざんいじめ抜いて、可愛がった裸のアイカを抱き寄せて、指で唇を触った。

　アイカがブルッと震えた。

　リカにはキスを続けた。アイカには指で唇を触り続けた。

　まるで指でキスをするかのような触り方。

　アイカも徐々に目が熱に浮かされるようになってきて、切ない顔をした。

「リカ」

「……はい」

「口を開けろ」

　言われた通り口を開けたリカに、更にキスをする。

　舌を絡めて、口の中を蹂躙じゅうりんする荒っぽいキス。

　リカは悦んだ。彼女はこういうキスも大好きだ。

　そうしながら、アイカには指だけ。

　指の腹でなぞって、爪つめの先でひっかいて。

　指で、アイカの唇をなぶった。

　無言のメッセージを込めた。

　アイカの表情から──諦めとうらやましさが混じった表情から、彼女がおれの意図を理解したことを読み取った。

　キスはリカ、お前は指。

　アイカはそれをきちんと理解しているようだった。

　今、おれはリカとアイカの上下関係をはっきりさせた。

　といっても、アイカも焦じらすだけではかわいそうだ。

　だから、指だけで満足させてやった。

　指で唇だけを触り続け、リカが身体を震わせて達するのと同じ回数分、アイカも絶頂に導いてやった。
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　朝になって。ベッドの上でリカとアイカがぐったりしていた。

　そこにエレノアが話しかけてくる。

（面白いことをするな、この娘は）

「リカのことか」

（感情よりも理性を優先する女か。集めるのに苦労しただろうに）

「だろうな」

　リカの話を聞いた瞬間、おれは「理系女子リケジョ」という言葉を連想した。

　実際はちょっと違うんだろうけど、イメージはそんなに違わないはずだ。

　感情よりも理性が強い女はきっと少数派のはずなのに、よく集めたもんだ。

（この娘の意地だろうが、実際正解だろうな）

「どういうことだ？」

（貴様にはそういう女の方が似合っているということだ）

「そうなのか？」

（ふっ……）

「なんだその笑いは」

（なんでもない）

「ふーん」

　意味深に笑うエレノア。そしてそのまま話ははぐらかされた。

　何を言いたかったのかわからないが、まあいい。

　本当に必要なことなら言う。エレノアはそういうヤツだ。

　言わないってことは、たいしたことじゃないんだろう。
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　先に部屋を出て、食堂で朝飯を食べていると、起きたリカがやってきた。

　髪は綺麗きれいに梳すかれていつもの二つ結びになっていて、薄絹一枚羽織はおっただけの格好をしていた。

「すごい格好だな」

「嫌？」

「そんなことはない、綺麗だ」

「ありがとう」

「そういえば、ここはお前のハーレムだよな」

「カケルのハーレムよ？」

　そのうち定番のやりとりになりそうだなこれ。

　それはそれとして、おれはまわりを見回した。

　この食堂の中もそうだけど、使用人は全員が女……メイドだ。

「宦官を見掛けないな。後宮のために残しておくって話じゃなかったか？」

「それはカケルがいつも飛んでくるからよ」

「どういうことだ？」

「ここはわたしの後宮、でもカケルのためのハーレムよ」

　頷うなずき、先を促うながす。

「だからここにいるのはわたしと、カケルのために集めたふさわしい子と、メイドだけ。この建物にはね、ここをくるっと取り囲んでいる外周の建物があって、宦官はそこにいるの。護衛のためだけに」

「ああ、護衛か。なんでそんな配置にしたんだ？」

「知らない？　宦官だって恋愛をするのよ」

「へ？」

「性器がないから性交はできないけど、恋愛はするの。だからメイドとそうなることがよくあるのよ。やっていることは女性同士が愛し合うのと変わらないのだけど」

「へえ、その発想はなかった」

「何もできないことはできないのだけど、女をそういう目で見るのは変わらない。そんな相手をここには入れられないわ。ここはカケルのためのハーレムだから。たとえ見られるだけだとしてもだめ」

「そうか」

　頷くおれ。

　リカの説明を受けて、疑問の一つが解けた。

　そうしているうちに、アイカも食堂にやってきた。

　リカと同じ薄絹一枚の格好。

　彼女はおれを見て、一瞬で顔を真まっ赤かにした。

「じょ、女王陛下」

「何？」

　リカが平然と聞き返した。

　ほとんど裸同然の格好だが、振る舞いは毅然としていて、まさしく女王という感じだ。

　最初に会ったときの人形同然だった姿とはえらい違いだ。

「わたしはお仕事に戻ります」

「ええ。わかったわ。もう少ししたらわたしも宮殿に行くから、朝礼は少し遅らせて」

「はい」

　アイカは一礼して、食堂から立ち去ろうとした。

　食堂から出ていこうとするアイカの後ろ姿をじっと見つめたリカがふと一言。

「彼女、ちょっと変わった？」

「変わった？」

「ええ。昨日よりも……なんだろう、わたしに恭うやうやしくなった？　……気のせいかしら」

「リカ」

「なあに？」

「キスするぞ」

「え？　──んっ」

　彼女を抱き寄せて、キスをした。

　ドアを開けて出て行く直前に、ちらっと振り向くアイカに見せつけた。

　彼女はますます、キスをしてもらえる女王に羨望の視線を向けたのだった。
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　夜。

　一日の仕事を終えて、後宮に戻ってきたリカと二人っきりになっていた。

　ベッドの上で何するでもなく彼女を抱き留めて、まったりしていた。

　ふと、リカが思い出したように言った。

「カケル、あの子に何かした？」

「あの子？」

「アイカ」

「彼女がどうかしたのか？」

「今日に限ってずっとわたしのことを見つめてくるのよ。やたらと、昨日までよりもずっと尊敬しているような目で。それに」

「それに？」

「見てるのが、どうもわたしの唇なの」

「……ぷっ」

「やっぱり何かしたのね」

　リカは困ったような目でおれを見た。

「ああ、ちょっとな。そこまで上手うまく行くとは思ってなかったけど」

「何をしたの？」

　聞いてくるリカ。

　問い詰めるんじゃなくて、純粋に興味があるという態度で聞いてきた。

「こうしただけだ」

　今朝アイカにしたことを、リカにもしてやった。

　手を伸ばして、唇に触った。

　ただ、触った。

　リカは最初「？」という表情になって、一体何をしてるんだろう？　という顔をした。

　その顔のままじっとして、おれが何か続きをするのを待った。

　当然何もしない、これで終わりだからだ。

　アイカにしたのはこれだけ。これ以上のことは何もない。

　だから触り続けた。リカの唇をひたすら触り続けて、撫なで続けてやった。

　十分ぐらい触り続けた後、リカが口を開いた。

「これだけ？」

「これだけ」

「これだけ……？　どうして……あっ」

　はっとして、顔を上げておれを見るリカ。

「もしかしてそれ、わたしにキスをしてる最中にしてた？」

「ご名答」

　リカは賢い女だ。

　ほんのわずかなヒントから、すぐに正解に辿たどりつく。

「唇と指の格差……」

　そういうことだ。

「ほんの思いつきだったんだけど、うまくいったみたいだ。あの子のこと買ってるんだろ？　だったらちゃんと乗りこなせるようにした方がいい」

「ありがとうカケル。でも」

「でも？」

「今度はちゃんとしてあげて。鞭むちもいいけど、ちゃんと飴あめもあげて？　カケルにお預けをされるのはきっと辛いから。そうだ、わたしが仕事をさせて、それを上手くできたらカケルがご褒美ほうびをあげるといいわ。そうすれば──」

「リカ」

「え、なあに？」

「何人かハーレムに入れたいと思っている女がいる。お前の後宮で面倒をみてくれ」

「カケルがいいって思った子？」

「ああ」

「わかった。いつでも連れて来て」

　リカはちゅ、と触れるだけのキスをして。

「来るのが楽しみ」

　にこりとほほえんだのだった。
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　翌朝、リカに別れを告げて、レイウースの屋敷にワープして戻ってきた。

　リビングの中、朝日を浴びてソファーにゆったりと座った。

　そこに、エレノアが話し掛けてきた。

（あれはなんの話だ）

「ん？　どれのことだ」

（ハーレムに入れたい女のことだ。誰をあそこに送るつもりだ？）

「それをこれから探すんだ」

（やはりな）

　エレノアはため息交じりに、ちょっと呆あきれた様子で言った。

「察してたのか」

（ふん、貴様の女で、わざわざあそこに預ける必要のある者はいないからな。であればこれから探すとしか思えん）

「そうか」

（一体何をするつもりだ）

「アイカはリカを尊敬するようになった。リカはアイカを賢い子だと言った。その賢い子はきっとこれからリカの手足の如ごとく動くようになるだろう」

（だろうな）

「だからああいうのをもっとリカの元に増やしてやりたい、賢い上に──」

（感情よりも理性が強い娘を、か）

　頷くおれ。

　リカが言っていたこと、アイカや、あそこのハーレムの選抜基準。

　おれもその基準に合った子を探して、リカのところに連れて行こうと思った。

　元々操り人形だった時代が長く、腹心や上手に使える部下が少ないはずだ。

　今でもそれは変わらないだろう。

　そんな彼女のために、探して、連れていってやろう。

（つくづく面白いな、貴様という男は）

「いきなりどうした、誉めても何も出ないぞ」

（貴様の頭を一度かち割って、その中にあるハーレム観をつぶさに見てみたいものだ）

「本当になんだ、藪やぶから棒に」

（ハーレムなど本来花壇でしかないはずだ。少なくとも人類が作ったハーレムと呼べるものの九割はそういうものだ）

「花壇？」

（人によっては花瓶レベルでさえないがな）

　ああ、ハーレムにいる女を花と見立てて、飾っておくだけって意味か。

　例えがわかりにくいぞ。

（貴様がやっていることは明らかにそれ以上だ。あの娘の後宮も、自分の元にいる女達も。ただの花壇が一つもない。最たるものがあの奴隷兵部隊だ）

「あれはバラの群れだな」

　綺麗なだけじゃなくて、トゲも半端ないな。

　ナナと二百人の奴隷兵。

　下手に触ったら、手がのこぎりにやられたみたいにずたぼろになる。

（まったく何をしているのだか）

「普通にハーレムを作ってるだけなんだがな」

（普通のハーレムは花壇のようなものだと言っているだろうがバカ者が）

　エレノアの呆れた感情が伝わってきた。

　いやあ……おれからしてみたらどう考えても普通なんだがな。

　自分の女によくしてやりたい。

　忠実な部下が必要な女王というポジションにいるから、部下を増やしてやる。

　おれ自身もいいデキる女が好みだから、そういう女を集めてる。

　それだけだ。

　そもそも普通だろ？　好みの子だけを相手にするのは。

　唯一普通じゃないことがあるとしたら、それを多く集めてハーレムを作っているところぐらいだ。

　そう思ったが。

（そういう問題ではないわバカ者が）

　なんだかエレノアにますます呆れられた。

（まあ、好きにすればいい）

「やっていいのかよ」

（貴様が作るハーレムがどうなるのか、我も気になってきたからな）

「そうか」

　苦笑いを返した。

　おれが作るハーレムがどんなものになるのかなんて、おれにもわからないが。

　とりあえず、リカのハーレムを充実させよう。

　おれはそう思ったのだった。
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　皆様初めまして、あるいはお久しぶり。

　台湾人ライトノベル作家の三木みきなずなでございます。




　ついにお届けすることができました、『くじ引き特賞：無双むそうハーレム権』の第四巻です。

　皆様に支えられましての第四巻、今回もタイトル通り、無双してハーレムを作る、そんな物語でございます。

　今回の話は一言でまとめると「滅ほろびかけた国を主人公が立て直して、ご落胤らくいんのヒロイン達を女王にする」という話です。

　早くから登場していた定食屋の看板娘、フィオナ。

　エレノアと出会うきっかけになった、マリ。

　そう、ヒロイン達、なのです。

　国を立て直しつつ、この二人を同時に女王にするという離れ業わざをカケルはやってのけました。

　二人の女王とはどういうことなのか？　それは是非ぜひ、本編で楽しんで頂ければと思います。

　さて、今回の一押しはエレノア、そしてカケルです。双女王ももちろん推したいのですが、やはり今回はこの二人です。

　イラストでいえば、カラーイラストの一枚目と二枚目、担当編集氏と「ワイルドカケル」「サイレントカケル」というコードネームで呼び合っているものです。

「ワイルドカケル」はカケルがこれまで助けて、落としてきた女王や王女達と共に出撃するシーンです。

　約束された無双と、完成されたハーレム。タイトルに示した本作のコンセプトが両方凝縮ぎょうしゅくされた最強の一枚でございます。

　一方の「サイレントカケル」は、エレノアとの逢瀬おうせです。

　魔剣であるエレノアに「人間に戻す方法を探すか？」とカケルが聞き、エレノアは今のままでいい、と答えるしっとりとしたシーン。

　作者はカケルをただの力馬鹿ではなく、男の器、人間の器さえも本来の「７７７倍」と設定しました。それをイラストレーター様が最高の一枚にして、男っぷりを作者の想像以上に引き上げて下さいました、至高の一枚でございます。

「ワイルドカケル」と合わせて見ると、「サイレントカケル」の見えない表情がどんなものなのか、いろいろと想像を搔かきたてられます。

　それが見えているエレノアに若干嫉妬もしております（笑）。




　そんな男の器がイラストレーター様の手によって更に引き上げられたカケルは更に無双とハーレムを拡大させていきます。

　四巻最後に書き出しのあったように、次はいよいよあのイリス姫のターンです。

　一巻で登場して、ここに来てようやくスポットライトが当たります。

　そんなイリスは果たしてどうなるか──まあ、この作品ですから、ハーレム入りは確実です。

『くじ引き特賞：無双ハーレム権』では、「無双」と「ハーレム」において皆様の期待を裏切ることは致しません、次回第五巻は「イリスのために無双して、彼女をハーレムに加える」話でございます。

　安心して、またお手に取っていただけたら幸いです。




　最後に謝辞です。

「ワイルドカケル」「サイレントカケル」、最高に素晴らしいイラストを今回も描いて下さった瑠奈璃亜るなりあ様。

　心の赴おもむくままに無双とハーレムを書き綴つづった物をまとめて、ちゃんとした作品にしてくださった担当Ｋ様。

　三巻に続き、自身初の四巻の刊行をさせてくださいましたＧＡ文庫様。

　そして何より、続刊が可能な程の人気作品にしてくださった読者の皆様。

　本書に携たずさわってくださった皆様に厚く御礼申し上げます。




　五巻ではイリス姫をハーレムに加えつつ、魔剣使いとして更に一段階成長いたします。

　ご期待下さい！




　それを無事お手元に届けられることを祈りつつ、筆を置かせていただきます。


二〇一七年一月某日　なずな　拝
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